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　近年日本においては、戦後に行われていた住宅の大量生産、大量供給により多くの住宅ストッ
クがある。こうしたストックの量的な充実ぶりは住宅以外の建築種別でも顕著であり、例えば、
オフィス用途に供せられる建物の床面積は単調増加であり、過去30年間に約3倍になっている。
国内各地では空き家問題や中心市街地の空洞化問題等、余ったストックが地域にとってマイナ
スになる問題を引き起こす現象があり、こうした問題の解決を図る上でも、コンバージョンを
はじめとした建築再生の取り組みは重要性を増している。コンバージョンに関しては 1990 年
以降国内において普及、浸透し、2000 年以降のブームから現在定着期に移行している。
　一方で国内では社会問題として人口減少が起こることで住居施設の需要が低下していくこと
が考えられる。しかし、人口減少が起こるが住居施設の需要が無くなるわけではない。また、
オリンピック等を背景に国内への外国人旅行者の増加、宿泊施設の需要も増え、新たな法律や
制度が整備されている。日本へ移住する外国人の数も増加傾向であり、移民に対する住居施設
の需要もある。
　多大に残る建築ストック、これからの住居施設の需要、インバウンド産業の展開による国内
の宿泊施設の増加の問題に対し、居住機能を伴うコンバージバョンは、地方や都市を問わず、
まちの更新において重要な手法である。
1-1　研究背景
1)　松村秀一 編著「建築再生学 考え方・進め方・実践例」,市ヶ谷出版社 ,2016
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1-2　研究目的
　本論文では、１−１の研究を背景に国内の主な建築雑誌に掲載された、転用後に居住機能を
伴うコンバージョン建築に着目し、コンバージョンを選択するにあたった動機、居住機能を付
加するにあったって行われた操作手法の視点から事例の分析を行った。そして国内事例と海外
の特徴的な居住機能を伴う事例と比較・考察を行い、今後の国内における可能性、居住機能を
伴うコンバージョン建築の指針を得ることを目的とする。
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1-3　研究意義と既往研究
　これまで国内のコンバージョン建築に関する研究は用途別に絞って研究したものではなく国
内の動向を研究したもの 2) や、単体のコンバージョン建築を論じたもの、エリアを絞ったコ
ンバージョン建築を意匠的に調査したもの、建築計画的にコンバージョン建築の評価を研究し
たものなどがある。しかし、いずれの調査も 2010 年以前のものが多く、事例が急増するここ
数年の傾向に関しては未調査である。また転用後のある用途に着目して論じているものも少な
いと言える。
　そこで本論では特に用途後に居住機能を伴うコンバージョン 建築を対象し分析を行い、海
外事例との比較・考察を行う。以上の点で本研究は今後の建築ストックや用途転用の研究にお
いて新たな位置付けの研究であると言える。
2）現代日本におけるコンバージョン建築に関する研究　白鳥悠人 ,2013, 東京理科大
   日本のコンバージョン建築に関する考察 -動向調査と意匠分析 -　坂之上佳菜 ,三田村哲哉 ,2014
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1-4　言葉の定義
コンバージョン：　建築の用途を変更する行為を指す。「用途変更」、「転用」とも呼ばれる。
　　　　　　　　　建築全体の用途変更ではなく、既存建築の一部でも用途を変更していた場
　　　　　　　　　合もこれに含むものとする。
改修：　劣化した建築物などの性能、機能を初期の水準以上に改善すること。これは修繕を包
　　　　含する。英語では Improvement、Modifying、Renovation をさす。
リノベーション 1)：　広く再生を指す英語。日本では、コンバージョンに対して用途を変更し
　　　　　　　　　　ない大規模な再生行為を指すことがある。
リファイニング 1)：　元来「上品にする」、「「洗練される」の意味であるが建築家青木茂氏が
　　　　　　　　　　大模な再生工事を指して用い始めた用語。
保存 1)：　歴史的価値が認められた建築物に対し、価値の減衰を防ぎ、適宜改善措置を施すこ　　　
　　　　　とによってこれらの価値を回復させると。英語では Preservation、Conservation。
建築再生：　新築以外の全ての建築行為を指す言葉。
1)　松村秀一 編著「建築再生学 考え方・進め方・実践例」,市ヶ谷出版社 ,2016
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2-1　国内のコンバージョン動向
2-1-1　コンバージョン の背景
　戦後半世紀余にわたって、日本における主とされる建築行為はスクラップアンドビルドと言
われる通り新築であったため、新築以外の建築行為を産業活動の確固たる場として認識するこ
とはこれまであったが、21 世紀に入り新築市場が低迷する中、そうした建築行為を、「建築再生」
という将来性のある産業活動の場として認識する必然性が高まってきた。
□空き家問題
　住宅の新築市場を見るにあたりデータとして新設住宅着工数がある。バブル期から 1997
年約 140~170 万戸という高い値を示していたが、1998 年から数年は 110~120 万戸に下がり、
2009 年には 1968 年以来４０年間維持していた 100 万戸台を大きく割り込み、それ以来 100 万
戸を超えることはなくなっている。しかし近年の推移を見ても着工数の数は減少傾向ではなく
横ばいである ( 図 2-1)。日本の人口はすでに減少段階にも入ってるのに関わらず、これほど
のストックを増やす建築行為はこれ以上必要とも言えない。ストックすなわち既存建物の量的
な充実が読み取れる。これでは地方に限らず都市でも既存建築の空き家や空きビルと放置され
るという、ストックが地域にマイナスになる問題を引き起こすのは当たり前である。こうした、
問題の解決を図る上でも、コンバージョンをはじめとした建築再生への取り組みは重要である。
　
　こうしたストックの充実ぶりは住宅以外の建築種別でも顕著であり、次にオフィスビルに関
しての問題を見ていく。
図 2-1 新設住宅着工数の推移
（1000 戸）
（国土交通省「建築着工統計」を元に作成）
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□オフィスビルの空室率とレントギャップ
・オフィスビルの床需要問題：今日の日本のオフィスビルには２つの大きな問題がある。それ
はオフィス床の共有過剰、すなわち「空室率の上昇」と、どの地域にも生じている「賃料水準
の低下」である。この原因として
①バブル期の時点で、過剰融資で建設された中小ビルなどの賃貸床がすでに過剰だったにも関
わらず、バブル経済崩壊後もオフィスの建設を続け、拡大すらしたこと。
②将来のオフィス需要は「インテリジェント・ビル (高度情報化建築物化 )」で信じていたこと。
などがあげられる。データを見てもオフィス用途に供せられる建物の床面積は単調増加であり、
過去 30 年間に約 3倍になっている (図 2-2)。2018 年は「東京ミッドタウン日比谷」など大型
オフィスビル (図 2-3) が完成し、都市におけるオフィスビルの床供給は増す一方である。
　
・空室率（オフィス）の問題について：オフィスの空室率については公式な統計がない。経済
新聞などにオフィスの仲介業者のまとめたデータが報じられているが、一定規模以上のオフィ
スの空室状況だけがある程度の精度で把握されているに過ぎない。
　東京都心のオフィスビルの需要は近年増加傾向にあり、それは空室率のデータを見てもわか
る。バブル期以降空室率は上昇、下降を繰り返しているが、2018 年になるとバブル期並に減
少している。オフィスビルの空室率が減少に対し、現在特に大規模なオフィスビルの供給が目
立つものの、景気の減速などでオフィス需要が鈍れば、空室率が増加に転じる可能性がある。
図 2-2 オフィス用途に供せられる床面積の推移
図 2-4 東京都心五区におけるオフィスビルの空室率と平均賃料
図 2-3 近年の大型オフィスビル
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・賃料水準とレントギャップ：計画的な都心居住プロジェクトや附置義務でまとまって建設さ
れた住宅が、少しずつ効果を発揮し、近年では一定エリアで定住人口が回復し、都心に住むこ
とが「新しく魅力的なライフスタイル」として確率してきた。
　これらが複合的に作用した結果、「賃貸住宅床賃料がオフィス床賃料より高い」という従来
の常識の逆転現象（これを「レントギャップ 」という）があちこちで生じている。
　この「レントギャップ 」の実態を悲観的に「オフィスの賃料が下落し、住宅賃料以下になっ
てしまって困ったことだと読むか、まだ残る有効活用の可能性に期待を込めて「オフィスビル
としては空室増で賃料が下がっているが、住宅に変えればまだここまで賃料が取れる」と読む
か、社会経済の行く末と都市の将来を考えて見極める必要がある。
 ここでの問題はそれらの量的に充実したストックが、今後私たちにとって豊かな生活環境と
なり得るのかということ、つまりストックの質的な問題が考えられる。
□都心居住に対するニーズ
　今の働き世代は夫婦共働きがあたりまえだ。夫婦がそろって会社に通勤するわけだから、通
勤時間は短いほうが良い。子供が生まれれば、保育園に夫婦のどちらかが送り迎えに行かなく
てはならない。会社の近くでなければ生活そのものが成り立たない。だから都心のマンション
を買う。現在、都心居住に対するニーズは鮮明である。
　都心居住が支持されているとしても、空室が問題になっている「中古のオフィス」をコンバー
ジョン した住宅に住みたいと思うひとが果たしてどれほどいるのだろうかという疑問や懸念
もある。
　松村らが行った都心住宅居住者やインターネットによる意識調査 1) を行ったことで一定層
にコンバージョン住宅に興味・関心があることが分かっている。
1) 松村秀一 監修「コンバージョン [計画・設計 ]マニュアル」,エクスナレッジ ,2004
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・利用側から発想する居住環境形成：そもそも新築は「ないから建てたい」という欲求の表れ
であるが、既存ストックの利用は「あるけどなんとかしたい」という全く異なる欲求からスター
トする。「あるけどなんとかしたい」という場合には、建物はあるのだから建設自体が目的に
などなりようがない。目的はより便利な環境に、より快適な環境に、より人に利用される環境
に、といった具合にあくまで利用者にとって建築空間の価値向上であり、その発想はあくまで
利用側からということになる。
・人口減少社会での地域運営：人口増加を伴う成長経済下での都市や地域の計画・実践から、
人口減少社会での都市や地域の持続的な運営へというテーマの転換。これに関してもコンバー
ジョンは様々に考える機会を与えてくれるし、それ自体テーマの転換に際して有効に使える手
段になり得ると言える。
　空きオフィスを住宅に変えるコンバージョンは、1990 年代、ロンドン、パリ、ニューヨーク、
シカゴ、シドニー等々、先進諸国の大都市で同時期に進んだ現象である。そして、それらはこ
とごとく政府、自治体の促進政策の結果である。これらの促進政策の背景には、コンバージョ
ンの促進が持続的な地域運営に大いに寄与するものであるという確かな認識がある。
　成長経済下、新規建設主体の時代には、都市計画→地区計画→建築計画といった具合に、空
間スケールごとの時系列的な分業が可能であった。
　しかし人口減少社会を迎え、インフラにせよ個々の建物にせよ膨大なストックが利用可能な
かたちで存在する時代には、以前のような空間スケールごとの時系列的な分業は適合せず、個々
の建物の利用法の変化という一見ちっぽけで身近な事柄が、地域環境の持続的な運営全体に大
きな関わりをもち得る。そういう意味で個々のコンバージョンのもち得る意義は決して小さく
なく、利用者側からの発想を都市や地域の運営にまで反映させる重要な糸口になるに違いない。
2-1-2　コンバージョン の意義
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2-1-3　社会背景等と共に見たコンバージョン の動向
　社会動向や、自治体の主な政策、出版物等と共に、コンバージョン事例とその他の主なリノ
ベーションをはじめとした再生建築の展開を整理した ( 図 2-5、詳細は別紙参照 )。1970 年代
は日本のコンバージョンのさきがけとも呼ばれる倉敷アイビースクエアが誕生し、用途変更に
よって古いものに付加価値を高めることが認知された言える。また主な政策を見ると、建築基
準法の大きな改正は 1981 年 ( 新耐震設計法に移行 )、2000 年 ( 性能の規定化）に行われいる。
それぞれ震災がきっかけとなり、改正が行われ、構造補強を中心とした改修や建替えが多々に
施される転換点となっている。2000 年代になると再生建築に関する連載・出版物が増え、「新
建築」や「住宅特集」はその頃から「リノベーション特集」を組むなどその後継続的に再生建
築に関する特集が組まれるようになっている。建築業界の中でも国内において比較的早期に
コンバージョンなどの再生建築に注目した東京 R 不動産が設立されるなど、再生建築がさら
に社会に広まることになる（図 2-5）。2010 年頃になると DIY に関する書籍が出版されたり、
2011 年に UR 都市機構が DIY 住宅 2) を試行的に実施を開始し、現在までその商品は至っている。
DIY よって専門知識がない人でも自分たちの手で住まい、暮らしを豊かに変えていくという新
たな再生の仕方も浸透しつつある。
図 2-5 主なコンバージョン 建築と社会動向
2)UR 都市機構ホームページ　https://www.ur-net.go.jp/chintai/diy/
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2-2　自治体の取り組み
2-2-1　自治体の取り組み
□国内における自治体の取り組み
　国内では首都圏に限らず金沢市などの地方都市においてもさまざまな補助制度があり、市街
地の再生・活性化の取り組みが行れている (表 2-1）。「CASACO( 第３章対象事例）」は、横浜市
の「ヨコハマ市民まち普請事業」という自治体の制度の補助によって転用された事例である (図
2-6)。この事例は市民自らが公共性をもつスペースの整備を企画し、自分たちで運営をしてい
くという意志と持続可能性があると認められ補助を受けることになった。
表 2-1 国内に見られる自治体の取り組み
図 2-6 CASACO
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□国外における国や自治体の取り組み
　海外では自治体が主体となった補助制度の充実が再生建築を生む要因となる事例も多く存在
し、自治体の取り組みの充実が重要であることが分かる。以下、3 都市に絞って主な都市ごと
の取り組みについて整理した 3)。
　海外の都市での取り組みを見ると都市的な規模での整備が特徴的である。コペンハーゲンで
は一度、一定の築年数ならすべてその既存建築を台帳し、評価し、それに対応し行政から改修
の補助を受けることができるという独特な制度が設けられている。
3) 海外の四地域における建築コンバージョンのデザイン手法と都市的背景に関する研究　首都大東京 ,
角野 渉 ,博士論文 ,2012
表 2-2　各都市で見られる制度や取り組み 3)
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2-2-2　宿泊施設に対する取り組み
□激化する宿泊市場
　2020 年に訪日外国人観光客数 4000 万人を達成するという政府目標を掲げたこともあり、宿
泊市場は拡大し続けている。しかし外国人延べ宿泊者数が増加している一方で、全体の延べ宿
泊者数の伸びが鈍化し、宿泊施設の競争は激化しているという現状がある ( 図 2-6)。その背
景として、国内でも登録施設数や利用者が多い Airbnb をはじめとしたバケーションレンタル
サービスが浸透し、民泊が台頭してきたことが挙げられる。バケーションレンタルとは、物件
の所有者が部屋を使用しない期間に、物件を第三者へ貸し出すことを示す。民泊はホテル・旅
館業界にとって無視できない規模に成長していると言える。
図 2-6 宿泊施設の延べ宿泊者数（観光庁「宿泊旅行統計調査」より作成）
三大都市圏 三大都市圏
地方部 地方部
延べ宿泊者数 外国人延べ宿泊者数
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　2017 年には、民泊の法制化、旅館業法の改正など、宿泊施設に対する法制度が整備された。
旅館業法に基づく構造設備基準の見直しにより、宿泊施設の設計や計画の自由度が高まったと
言える (表 2-3)。1948 年施行の旅館業法では、「旅館は和式、ホテルは洋式の客室や設備を主
とする宿泊施設」と定義されていたが、訪日外国人観光客数に限らず宿泊者数をのばすには、
宿泊施設の多様化を進めることが不可欠であると言える。
□国内の宿泊施設に対する法制度の変化
規則種別 ホテル営業 旅館営業 旅館・ホテル営業
旅
館
業
法
改
正
民
泊
新
法
換気、採光、照明、
防湿および排水
の設備
トイレ・入浴設
備・洗面設備
客室面積
客室数
玄関帳場
適当な換気、採光、照明、防
湿および排水の設備を有する
こと
宿泊者の需要を満たすことがで
きる適当な数の洋式浴室または
シャワー室、適当な規模の洗面
設備、便所を有すること
宿泊しようとする者との面接に
適する玄関帳場その他これに類
する設備を有すること
【住宅宿泊事業法（民泊新法）】とは、従来の旅館業法で定める４つの営業形態（ホテル営業、旅館営業、簡易宿所営業、下宿営業）
や国家戦略特別区域の特区民泊に当てはまらな い、新しい営業形態であ る「住宅宿泊事 業」に関して規定する法律であ る。
　・住居専用地域で営業可能　※但し各自治体の条例で規制していることがある
　・年間の営業日数の上限があり、上限は 180 日。
宿泊しようとする者との面接に
適する玄関帳場その他これに類
する設備を有すること
宿泊者の需要を満たすことがで
きる適当な規模の入浴設備※、
適当な規模の洗面設備、適当な
数の便所を有すること
※近隣に浴場があれば除く
便所：数値規制は撤廃。定性的な表現
に改める
入浴設備：規制の緩やかな旅館の水準
に統一。感染症対策や利用者の安全な
どに必要な規則以外の規則は維持。
受付台の長さが 1.8m 以上などの数値規
制は撤廃。ICT の活用などにより対面で
のコミュニケーションに代替する方 策
について具体的に検討したうえ で、ICT
などによる適用除外を認める
９㎡以上／室
10 室以上 5室以上 撤廃
７㎡以上／室
適当な換気、採光、照明、防
湿および排水の設備を有する
こと
採光：建築基準法令に準じた規定に緩和
照明：数値規則は撤廃。定性的な表現に
　　　改める
ベッドの有無に着目した規制に改める
法
改
正
で
一
本
化
表 2-3 宿泊施設の法制度の変化（旅館業法、民泊新法）
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2-3　近年の居住系コンバージョン 
□企業の寮から高齢者居住施設
□オフィスビルから住宅
　国内においては、既往研究や書籍等で紹介され居住系コンバージョンで比較的早くから見ら
れた「企業の社宅や寮から高齢者居住施設」への転用や 2000 年代に特に都市部での事例が増
える「オフィスビルから住宅」、「住宅から宿泊施設」への転用が主な事例としてあげられる。
以下それぞれ代表例をもとに特徴を整理した。
　バブル崩壊以降に会社は余計な無駄を排除した経営を目指すために、余剰の社有地や建物を
処分していった。独身寮や社宅は、個室や二人部屋等に部屋が仕切られていること、家具、空
調などの設備が完備されていることから高齢者施設へとコンバージョンされる際に、手を入れ
るところが少なく対応できるメリットがある。他にも食堂、共用部、管理人室があることから、
全国の独身寮は高齢者施設へコンバージョンされる (図 2-7)。
　コンバージョンの背景でも述べたが、需要が少なくなったオフィスビルは、賃料を低くさせ
ても利用者を増やすことは難しい。そこでオフィスとしての賃料より、住宅の賃料ベースが上
回るという潜在力を有しているという理由からオフィスビルが住宅へと転用された。居住人口
の東京都心回帰が進み、住宅の需要が高まったという背景も都心のオフィスビルを住宅へ転用
する事例が増えた要因と言える (図 2-8)。
図 2-7 企業の寮から高齢者施設への転用事例
ひまわりホーム川崎大使（現：ロケアホーム川崎大使）／神奈川県川崎市
　1993年竣工の2004年に老人ホームへと転用された事例である。構造形式がPC造であ る
ため、既設壁位置に制約を受けることが多くレイアウト変更が容易ではなかった。し か
し、共用部の作りや部屋の大きさ等の共通点から老人ホームへと転用が可能であった。
ラティス青山（解体済）／東京都港区
　 1965 年竣工のオフィスビルを 2004 年に賃貸集合住宅へ用途変更した。当初は、新たな
日常生活の提案まで踏み込んだ職住一体型の独創的な居住空間を生み出していた。2014
年に解体の条件で再生が行われ、残された余生をどうするか問われた事例である。
図 2-8 オフィスから住宅への転用事例
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□住宅から宿泊施設への転用
■今後の展開
　宿泊市場の拡大をが一つの要因として、空き家を宿泊施設へと転用する事例の増加を考える
ことができる。地方では古民家をゲストハウスなどの宿泊施設、都心においても周囲の施設と
の相互効果を生む仕組みで転用するなど、一軒家から集合住宅まで幅のある転用が見られるこ
とが分かる (図 2-9)。
　以上「コンバージョン」という言葉が広く使われ始めた 2000 年前後から、従来のイメージ
とは異なり、既存建築を活用して新築では実現できない新しい空間をつくり出す動きが見られ
るようになった。既存建築を転用することで付加価値を高めるという新しい価値観が生まれた
ことによって、建築家による再生建築の作品が建築雑誌に掲載される回数も増えている。若い
建築家が自身の初期の作品として住宅の再生建築を手がけることも多くなっており、今後も多
様化が進むことが考えられる。
図 2-9 住宅から宿泊施設の転用事例
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2-4　章結 
　２章では、社会的背景、そもそものコンバージョンの意義、自治体の取り組み、宿泊施設の
動向を見ながら近年のコンバージョン動向の整理を行った。今後の展開として、居住系コンバー
ジョンは、住宅の需要、住宅に関わらず建築ストックの問題、宿泊施設の多様化など社会の変
化に伴い、今後も多様化していくことが考えられる。
　その点で居住機能を伴うコンバージョン建築は上記の社会問題等を解決する上で重要な手法
だと考える。
　３章では具体的に国内の居住機能を伴うコンバージョン建築の事例について分析を進めてい
く。
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3-1　居住機能を伴う建築
□居住機能の定義
□居住機能を伴う施設
　本論での居住機能とは、宿泊（長い時間を過ごす空間という点で住まいと変わらないと考え
る）、住むことを居住とし、それを行う空間を居住機能を伴う空間とする (表 3-1)。
　居住機能を伴う施設とは住宅（個人、集合）、ホテルや旅館をはじめとした宿泊施設、高齢
者施設、それらの機能を含む複合施設とする(表3-1）。高齢者施設に関しては、短時間滞在は「泊
まる」という行為を行わないデイサービスをのぞく。利用者個人にとっての寝る行為を行う「私
室」があるかどうかに着目している。
表 3-1 居住機能と居住機能を伴う施設
居住機能 居住機能を伴う施設
□高齢者施設
・特別養護老人ホーム
・養護老人ホーム
・ケアハウス
・シニア住宅
・シルバー・ハウジング
・戸建て住宅
・集合住宅　他
・ホテル
・旅館
・簡易宿所　他
□住宅
抽出施設 取り扱わない施設
・デイサービス
□宿泊施設
□複合施設
医療施設ではなく福祉施設をとり扱い、
その中でもより住宅に近い施設。
「公室」：食事・団欒
　　　・接客に使われる室
「私室」：夫婦室、子供室
その他：台所、浴室、トイレ
　　　　通路、玄関、収納等
「私室」：泊まる場所、寝室
その他：台所、浴室、トイレ
　　　　通路、玄関、収納等
□住む、生活を営む
□宿泊する
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3-2　後用途に居住機能を伴うコンバージョン建築
　国内で定期的に出版される主要建築雑誌（「新建築」1990 年 1 月号− 2018 年 8 月号、「新建
築 住宅特集」1990 年 1 月号− 2018 年 8 月号、日経アーキテクチュア 1~3)）に掲載された 70 事
例を抽出した (表 3-2)。
　前用途カテゴリは、【住居、宿泊、医療福祉、業務、産業、教育、商業、複合】施設の 8種類とし、
後用途カテゴリは居住機能を含む【住居、宿泊、医療福祉、複合】施設の 4種類とした。
1 1889
2
3 1992
1982 1998
7
8 1987
9
11 1991
12
13
1971
17 1992
18
19
1972
21
22
23
1989
1980
1978
27 1991
28 1888
29
31 1972
32
33
37
38
39
1971
1983
1913
1921
1988
1981
1)「新建築」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 8 月号 
2)「新建築 住宅特集」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 8 月号 
3)「日経アーキテクチュア」,日経 BP 社
表 3-2 対象事例リスト
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3-3　傾向分析
□前用途カテゴリ　
　住居施設が 30 事例と大半を占める。次いで業務施設、産業施設が 9 事例、商業施設が 8 事
例であった (表 3-3)。
□後用途カテゴリ　
　前用途カテゴリと同様に住居施設が 38 事例と大半を占める。次いで宿泊施設が 17 事例、複
合施設が 12 事例、医療福祉施設が 3事例である (表 3-3)。
□前用途カテゴリと後用途カテゴリの関係
　前用途と後用途のカテゴリの関係を見てみると 2-3 で述べた「業務施設から住居施設への転
用」や「住居施設から宿泊施設への転用」が事例数が多くなっており、転用パターンとして確
立していると言える。また、前用途が教育施設の事例は全て宿泊施設へと転用されている。
　前用途カテゴリからの転用の中で後用途に複合施設になっている事例数も多く、一つの機能
に限らず複数の用途を入れた施設にすることで利用の仕方を増やしていることが分かる ( 表
3-3)。
□事例所在地
　東京都が 24 事例と大半を占め、次いで京都が 8 事例である。27 都道府県で事例が存在し、
大都市に限らず地方でも転用事例が見られる。各地で既存建築を有効活用するという社会の動
きが浸透していると考えることが出来る (表 3-4)。
表 3-3 前用途カテゴリと後用途カテゴリの関係
表 3-4 事例所在地
岡山
宮崎
宿泊 産業
宿泊 １
１１
１ １
１
１
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□建設年　1980 年代に建設されたものが 15 事例、次いで 1960 年代に建設されたものが 12 事
例という順で多かった。1981 年の新耐震設計法に移行する前に建設されたものが 45 事例であ
る (図 3-1)。
□転用年　2005から2009年、2015から2018年に転用された事例がそれぞれ20事例と数が多く、
2000年以降に転用されたものが大半を占める(図3-2)。1990年代では居住機能を伴うコンバー
ジョン建築へ転用された事例数は抽出する対象の書籍で数はあまり確認できなかった。これは、
阪神淡路震災後のリノベーションをはじめとした改修や他の用途への転用事例が注目されてい
たと考えられる。
□構造　各事例の構造は、W：木造、RC：鉄筋コンクリート造、S：鉄骨造、SRC：鉄骨鉄筋コンクリー
ト造、B：レンガ造で分類した。また、混構造はそれぞれの構造でカウントを行っているため
総数は事例数よりも多くなっている。混構造だった事例は、【NO,1,25,27,30,31,32,34,38,42,
44,48,49,56,59,68,70】である。数をみると木造と鉄筋コンクリート造が30事例で数が同じで、
次いで鉄骨造が 22 事例となっている ( 図 3-3)。鉄骨鉄筋コンクリート像とレンガ像は数が少
なくなっている。また、混構造をみると No,25 から事例数が増えており、2005 年以降に複数
の構造種類を用いて転用する事例が見られることがわかる。
図 3-1 既存建築物建設年代 図 3-2 転用年代
図 3-3 構造種類
事
例
数
既存建築物建設年代
事
例
数
転用年代
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3-4　章結
　３章では後用途に居住機能を伴うコンバージョン建築で近年国内で見られる事例について取
り扱った。
　前用途と後用途のカテゴリの関係を見てみると 2-3 で述べた「業務施設から住居施設への転
用」や「住居施設から宿泊施設への転用」が事例数が多くなっており、転用パターンとして確
立していると言える。また、転用後に複数の用途を入れることで、施設の利用者を増やしてい
る傾向が見られた。これは既存建築の建物の大きさに関わらずいうことができる (図 3-4,5)。
　コンバージョン建築ではすでに既存建築物というハードの箱が存在しているため、新築の建
築設計と比べ、機能というところから提案できることが多い。そのため設計者にとって機能と
デザインの両方が問われており、今後はそういった空間の使い方や仕組み（ソフト面）と建築
のかたち（ハード面）を、一緒に考えなければ生まれないような、新しい場所のあり方をデザ
インするとうことが重要であると言える。
　構造をみると木造だけに限らず、鉄筋コンクリート造や鉄骨造の事例の数も多く見られる。
また、混構造をみると No,25 から事例数が増えており、2005 年以降に複数の構造種類を用い
て転用する事例が見られることがわかる。混構造にすることで、構造補強を行いつつ、古い構
造と新規の構造で素材の対比が見られ空間にリズムを持たせるがこと可能である。
　次章では３章で抽出した事例を動機と操作手法の視点から細かく分析していく。
図 3-4 THE SHARE 図 3-5 kumagusuku
図 3-6 メリヤリハウス
第４章　後用途に居住機能を伴うコンバージョン建築
4-1　コンバージョンを選択した動機
4-2　操作手法
4-3　傾向分析
4-4　章結
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4-1　コンバージョンを選択した動機
既存建築を利用する際に、コンバージョンという手法を選択するにあたっての動機（コンバー
ジョンという手法に至った理由、目的、魅力と感じたところ）を、事例が掲載された雑誌や
Web の文章等から読み取り、全事例の動機を抽出し、６種類に分類した。ここでの動機は雑誌
に掲載されている文章から抽出しているため、設計者側、家主や発注者側と選別していない動
機となっている。
　なお、動機を抽出するにあたり、物理的に既存建築の使用を求めるという動機は全ての事例
に当てはまるものとし、他にどのような動機でコンバージョンという手法を選択したかを抽出
している。
　新築と比べ低費用・短期で再使用が可能であるため、空き家の有効活用など運用の観点で効
率的と判断し、改修を求めることが要因となっている動機。あるいは既存建物を経済的理由か
ら更新して使用を求めること。
4-1-1　動機の種類
□経済的動機
●主な抽出キーワード
●例
No.5　半蔵門のタウンハウス
コスト、規模、時間的制約や立地条件を満たす解決策とし て、最終的に国立
劇場の向かいにある料亭を自宅として再利用することになった。
東日本橋
それに立地条件や、どのくらいの投資をしてどのくらいの賃料を設定収入 が
あれば採算が合うのか、簡単なエコノミクスを見つけるためのシミュレーショ
ンを行った。
コスト、規模、時間的制約や立地条件を満たす解決策／改変するこ と
は容易／採算が合うのか、簡単なエコノミクス
図 4-1　RE-KNOW 東日本橋
No.13　RE-KNOW
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　既存建物の立地に着目し、もしくは周辺環境が持つ光や風、緑などの自然環境に恵まれてい
るということを生かし残そうとすることが要因となる動機。
□環境的動機
●主な抽出キーワード
●例
No.5　
敷地は神奈川県葉山の海岸沿い、山と海に挟まれた景勝地。（中略）海に面す
る壁面を全面的に取払い開口とした 。さらに、開口から見える海の風景を内
部の壁面に映り込ませるために、内部壁仕上げを熱線反射ガラスとしている。
自然豊かな広大な敷地に建つ夫婦とゲストのための週末住 宅。とても大きな
気積の空間の中を入れ子状に構成すること で、空間に場所として手がかり を
与え、「外部のような体験」と「内部のような体験」を生み出す。
山と海に挟まれた景勝地／緑豊かな郊外 で、かけがえのない景色／庭
に茂った緑は周辺でも貴重な存在
図 4-2　葉山の別荘
No.56　Big T
　葉山の別荘
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　都市の変化に対応し順応するため、もしくは都市景観を整えるために既存の建物を利用する
ことが要因となる動機。
□都市的動機
図4-3　海野宿滞在型交流施設 うんのわ
●主な抽出キーワード
●例
No.40　町－Building　
ストックを活かすことは過去と現在の時間を紡ぐだけでな く、地域性を反映
した町並みを継承することでもあ る。スケールを変えずに新たな価値を生 成
する行為は人々の記憶を緩やかに持続していくことにつながるだろう。
No.50　海野宿滞在型交流施設　うんのわ
長年放置されていた敷地を東御市が買い取 り、運営まで行っている。海野宿
で同様に放置されている民家改修のプロトタイプとなることが期待される 。
海野宿は 1987 年に重伝建に選定されている。
都市景観上のささやかな再編集／都市環境の創出／地域性を反映し た
町並みを継承する
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　建築当初の意匠、姿、様式、技術や設計者の意図を尊重し、建物を再生し、使用を求めるこ
とが要因となる動機。
□起源尊重的動機
図4-4　煉瓦倉庫の隠れ家
●主な抽出キーワード
●例
No.22　求道学舎リノベーション
文京区本郷に建つ築 80 年の旧学生寮を事務所を含むコーポラティブ方式の集
合住宅へ再生した事例である。歴史的建造物の再生において、（後略）。
No.44　煉瓦倉庫の隠れ家
古いレンガ倉庫は歴史的にも貴重な存在であ り、現代において当時と同様 の
手法での建築は適えられな い。よって「残すべき」だと考えた。この倉庫を
存在させ続ける必要を感じた。
明治に建てられた歴史ある建物／歴史的建造物の再生／古いレンガ 倉
庫は歴史的にも貴重な存在
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　時間の経過による味わいや、建主の記憶、愛着など個人的、感覚的に建物の存続を求めるも
のが要因となる動機。
□懐古的動機
図4-5　延岡の家
●主な抽出キーワード
●例
No.70　延岡の家　
「昔に家族やその従業員で使っていた建物の記憶を大事にした い」という熱い
「おもい」を聞き、改修を前提として計画が始まった。（後略）
No.62　三軒茶屋の家
オーナーの祖父が住居兼診療所として利用 し、晩年絵を描き芸術を勤しん だ
場所だった。（中略）この地域に親しまれた祖父の建物をあえて残 し、そこに
新しいアクティビティを生み出し再び愛される場所に育て地域に還元（後略）
経年変化を味方／地域の核となってきた思い出の小学校をいかに残 す
か／家族の記憶
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　既存建築自体での動機よりも、周辺の地域、人により主に利用目的で改修を求めることが要
因となる動機。また、地域活性化を目的としたソフト面での動機。
□周囲創出的動機
●主な抽出キーワード
●例
No.67　HATCHi 金沢
街に開かれたシェアスペースを建物内に有 し、北陸を盛り上げるプレイヤ ー
の活動拠点及び旅行者との交流拠点として機能する宿泊施設であ る。ここで
の「ヒト・モノ・コト」との交流を通じて、（後略）。
地域も高齢化が進 み、（中略）、そうした人達のコモンスペースをどのよう に
つくりだすかという課題も存在してい た。近隣住民のコモンスペースとし て
活用すると共に、地域の人と共に観光客をもてなす宿泊施設を計画した。
文化的な利用に供する場／たまり場をつくる／地域を活性化させた い
活動やコミュニケーションの場をつくりだす
図 4-6　HATCHi 金沢
No.57　SHIBAMATA FU-TEN
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　それぞれの動機別の事例数は経済的動機が 21 事例、周囲創出的動機が 19 事例とそれぞれ全
体数に対し約３割を占める数となった。次に懐古的動機、周囲環境的動機、都市的動機の動機
が続き、起源尊重的動機が他の３つの動機に比べて数が少ない。起源尊重的動機が少ないこと
から歴史的建造物とされるような建物からの転用はあまり見られないことが分かる。一方で周
囲創出的動機が多くなっていることから建物自体より周囲に影響を与えることを目的とした転
用が行われる事例が増えている (表 4-1,2)。
　前用途のカテゴリ別のコンバージョンの動機は、【住居施設の周囲創出的動機】の事例数が
11 と一番数が多く、次いで【住居施設の経済的動機】、【業務施設の経済的動機】が事例数 7
で続いている。他は比較的均等に分布している。【住居施設の周囲創出的動機】を見ると後用
途で宿泊施設へと転用した事例が多い。特徴的なものとして、宿泊することで周辺地域の施
設を宿泊者が同時に利用したり、人々の交流をうむというプログラムの工夫がみられる ( 表
4-1)。
　後用途のカテゴリ別のコンバージョンの動機は、【住居施設の経済的動機】の事例数が 15 と
一番多く、次いで【宿泊施設の周囲創出的動機】、【複合施設の周囲創出的動機】が事例数 7で
続いている。【複合施設の周囲創出的動機】を見ると、アートや観光など「体験」を目的とし
た機能と宿泊機能の複合施設や、「シェア」をキーワードに他者との交流や活動の場となる目
的の機能に共同住宅が伴う複合施設が目立つ (表 4-2)。
4-1-2　動機の考察
□用途カテゴリ別にみた動機（1）
□用途カテゴリ別にみた動機（2）
表 4-1　前用途カテゴリ別のコンバージョンの動機
表 4-2　後用途カテゴリ別のコンバージョンの動機
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4-2　操作手法
　転用されるにあたって建物全体に対して行われた操作手法を【大きさ】、【素材】、【時間】、【ソ
フト】の４つの視点から各事例ごとに重要視された操作を整理した。
　建築の大きさの操作としては「増築」、「減築」、「寸法体系の変更（部屋の大きさを変える )」
に分けられ、全ての事例においていずれかの操作が施されている。特に「寸法体系の変更」が
ほぼ全ての事例にみられる。増築の操作が行われた事例は 15 事例、減築が行われたのは９事
例となっている。以上から建物内部での操作が多くみられるという結果になった (図 4-7)。
　増築では、「別棟を敷地内に増築するもの」、「人の動線を付加させるもの」、「既存建物の上
部や横にボリュームを付加させるもの」に大別できた(図 4-8)。動線に関しては、エレベーター
や廊下といった横動線と縦動線それぞれで増築が見られた。
　減築が確認できた事例ではほとんどが地上階の一部を減築し、街にひらくといった操作がほ
とんであった(図4-8)。また、採光を目的とした減築的操作でボリュームと床を取り除くといっ
た操作も確認できた。
4-2-1　建物全体での操作手法
□大きさ
大
き
さ
増築
主な操作
減築 寸法体系の変更
主な操作 主な操作
建築の境界部で空間を付加する 既存部を削り、外部空間の挿入 建築内部で空間の再構成を行う
例：
地域に建物を開くために１階の一部
の減築を行なっている
例：
建築内部で新たなボリュームやスラ
ブを設け既存空間に変化を与える
例：
屋上に新たなヴォリュームを設けて
新たな空間を付加している
No.25 Villa Vista No.59 CASACO No.49 ONOMICHI U2
図 4-7　大きさの操作
図 4-8　増築と減築の操作
増築 減築
別棟を敷地内に増築 人の動線を増築 地上階の一部を減築 採光を目的とした減築既存建物の上や横に増築
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　素材の操作が記されていたり、図面等から確認できたものは 26 事例であった。特に木造に
おいては既存の柱・梁を現しとして、他を新規の仕上げにすることで新旧の対比を明確にした
事例が多くみられる。また、「木材、鉄骨、ガラス」など複数の素材が異なる部分で使われる
ことで視線が留まる効果や、新たなモノ同士の関係性を生み出している (図 4-9)。
□素材
　確認できた素材の操作を大別すると「既存と新規の素材の対比 ( 計 12 事例 )」、「既存部材
の表情を露にする(計9事例)」、「地場の材料や産業を用いて空間を構成するもの (計5事例)」
に分けられた (図 4-10)。
　
素
材
既存 転用後
例：
既存躯体の木材柱、新規に仕上げが施
された壁・床・天井、新たに挿入され
たガラスの仕切り。部分と部分が新た
な関係性を生み出している。
図 4-9　素材の操作
図 4-10　素材の操作
No.33 HANEGI G-House
【既存建物部材の素材と
新規部材の素材の対比】
【既存の躯体や部位を露わに
することで表情】
【地場の材料や地域の産業を
用いて空間を構成する】
既存柱
壁の新しい仕上げ
間
仕
切
り
の
挿
入
既存の躯体
地域の材料
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　再生建築は一時的なものではなく、時間軸を考慮することが重要である。現時点から過去と
未来を想像し、良質なストックを次世代へと繋いでいく。そのような時間を考慮したデザイン
を探ることも重要である。時間を考慮したデザインが確認できたものは 25 事例であった。そ
の中で、「転用の期限を決めてデザインした事例」、「余白を残すことで将来の増改築の幅を与
える事例」、「入居者自らの手による内装の更新を行うという事例」が確認できた (図 4-11)。
□時間
　時間の操作が確認できた事例をみると、「変化」がキーワードの事例と「記憶」がキーワー
ドの事例に大別できた ( 図 4-12)。「変化」がキーワードの事例では、転用後も繰り返し増改
築することで建物の更新を行うことを考慮している事例が主であったが、転用後の期限（解体）
を決めてコンバージョンという手法を用いることで建物の余生を無駄にないという試行的な事
例も確認できた。「記憶」がキーワードとなっている事例では、建物全体のシルエットや建物
の一部を転用前の建物の記憶として残し、建主や周囲の人にとって時間的つながりのある更新
を施している事例が確認できた。
図 4-11　時間の操作
図 4-12　時間の操作
No.26 SAYAMA FLAT
時
間 既存 既存
【現時点】
再解釈・発見
調和／両方が
感じられる／
将来や未来
新設 例：
４室のみ現場にて 1/1スタディをセル
フビルドで行う方法。内装は入居者に
よって更新が行える。建築を現場で再
解釈し、未来の更新が考慮されている。
【増改築を繰り返したり、
入居後の更新を考慮したもの】
【既存建物の一部や、
前用途での記憶を継承していくもの】
変化 記憶
既存
期限を考慮した転用
転用 更新
既存 転用
建替
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　コンバージョンの動機では周囲創出的動機の事例の数が多かったが、建築のみにとどまらな
い建物の利用やプログラムなど（以下ソフト）、ハードだけでなくソフトでの提案や工夫も転
用するにあたり重要側面である。ソフト面で工夫がみられた事例は 23 事例であった。「施設内
や敷地内を地域に開放、貸し出すといった周囲の人々に利用・交流を促す事例」、「学生や地域
の人々、さらには行政が参加するプロジェクトにすることで周囲の人々が主体となって施設の
認識をし継続的な更新をするという事例」が目立った (図 4-13)。
　ソフト面で工夫が確認できた事例では「地域に開放」、「運営方式」、「学生や地域住民の参加」
というキーワードで大別できた ( 図 4-14)。キーワードが「地域に開放」の事例では、転用後
に地域や建主の知人など、人々に利用してもらったりと交流の場として機能を果たしている事
例が見られた。「運営方式」の事例では利用者のターゲット層を絞るものや、周辺施設と関係
性を持たせ運営の工夫が見られる事例が確認できた。「学生や地域住民の参加」の事例では、
転用するまでの過程から始まり、転用後も持続的な運営として学生や住民の参加を巻き込んで
いる事例が確認できた。
□ソフト
図4-13　ソフトの操作
ソ
フ
ト
既存 転用後
改修過程
街に開かれたシェアスペースを建物内
に有し、北陸を盛り上げるプレイヤー
の活動拠点及び旅行者との交流拠点と
して機能する宿泊施設である。
例： No.67 HATCHi 金沢
図 4-14　ソフトの操作
改修過程
【転用後に地域や周囲の人々に
開放し、利用・交流の場とする】
【運営方式に工夫を施し、地域
や建物の持続的に影響を及ぼす】
【改修過程から、学生や住民等が
関わり、主体性を持たせた更新】
地域に開放 運営方式 学生や地域住民の参加
既存
地域にひらくことで、
利用して更新していく
転用転用 転用後
更新
既存
新たな
関係性
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■建物の全体での操作手法の考察
　以上 4-2-1 では建物全体を通して見られた操作手法を「大きさ」、「素材」、「時間」、「ソフト」
という 4つの視点から見てきた。
　【大きさ】の操作では、「増築」、「減築」、「寸法体系の変更（部屋の大きさを変える」に分け
られ、全ての事例においていずれかの操作が施されている。特に「寸法体系の変更」がほぼ全
ての事例にみられる結果となった。
　【素材】の操作では、「既存と新規の素材の対比」、「既存部材の表情を露にする」といった手
法が主であった。それらの手法によって空間にリズムを与え、新築では生まれない空間演出を
施している。
　【時間】の操作では、「変化」と「記憶」がキーワードで大別でき、操作を抽出した。変化が
キーワードの事例では転用後も繰り返し更新を行い建物に変化を与えている。「時間」がキー
ワードの事例では時間的繋がりを意識し、建物の一部やシルエットなどをあえて残すというこ
とが行われている。
　【ソフト】の操作では、「地域に開放」、「運営方式」、「学生や地域住民の参加」というキーワー
ドで大別できた。特に多く確認できたのは地域の人々など第三者に施設の利用を求めているも
ので、周囲環境にコンバージョンさせることで影響を与えている。
　4-2-2 ではさらに居住機能やその周辺に用いられた操作手法に関して分析していく。
大
き
さ
素
材
時
間
ソ
フ
ト
増築
既存
既存
既存
転用後
改修過程
転用後
既存
【現時点】
再解釈・発見
調和／両方が
感じられる／
将来や未来
新設
主な操作
減築 寸法体系の変更
主な操作 主な操作
建築の境界部で空間を付加する 既存部を削り、外部空間の挿入 建築内部で空間の再構成を行う
例：
地域に建物を開くために１階の一部
の減築を行なっている
例：
例：
既存躯体の木材柱、新規に仕上げが施
された壁・床・天井、新たに挿入され
たガラスの仕切り。部分と部分が新た
な関係性を生み出している。
４室のみ現場にて 1/1 スタディをセル
フビルドで行う方法。内装は入居者に
よって更新が行える。建築を現場で再
解釈し、未来の更新が考慮されている。
街に開かれたシェアスペースを建物内
に有し、北陸を盛り上げるプレイヤー
の活動拠点及び旅行者との交流拠点と
して機能する宿泊施設である。
例： 金沢
例：
建築内部で新たなボリュームやスラ
ブを設け既存空間に変化を与える
例：
屋上に新たなヴォリュームを設けて
新たな空間を付加している
Villa Vista CASACO
HANEGI G-House
SAYAMA FLAT
HATCHi
ONOMICHI U2
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　居住機能が付加されるにあたって、その空間あるいはその周囲で行われた操作手法を【点的
操作】、【線的操作】、【面的操作】【空間的操作】で抽出し ( 図 4-15)、特徴的な操作手法を分
類整理した。
4-2-2　居住機能に対する操作手法
構造部材（木材）
宿泊：ホテル
RC 造基礎
外壁（煉瓦）
客室用家具
開口部
照明
新規２階スラブ 広場・中庭（採光）
廊下（客室を設け
るために）
内壁（モルタルペ
ンキ）
天井（プラスター
ボード）
構造部材（木造）
土間の拡張
間仕切り壁の再編
集
小屋（風呂）：増
築
吹き抜け（採光）
開口
襖（レモン染色の
絹布障子
さまざまな家具の
製作
宿泊：ホテル
構造部材（RC 造）開口
仕切り壁の再編集
ガラスパーテーション
ベニヤと黒色ペンキの
仕上げ
外装（アルミルーバー）
ロフト（オフィ
スの階高を活か
す）
バルコニー
住居：集合住宅
水回り
空調・排水設備
増築
No.1�倉敷アイビースクエア
No.15�quaranta1966
寸法体系の変更
No.64�檸檬ホテル
減築＋寸法体系の変更
減築部
図 4-15　各事例での操作抽出の例（3/70)
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　点的操作は主に建具や、開口、家具などの部位の操作である。点的操作を見ると既存と新設
共に開口、あるいはその付近に関しての操作が多くみられる。これは室内空間に採光を新たに
確保するために必要な操作で、サッシを新たに付け替えたり、格子を設ける、トップライトの
新設など多様な操作が確認できた (図 4-16）。
　また、特に宿泊施設に目立ったが、多機能の造作家具といった家具の配置によって空間を緩
やかに区切り、居住空間を作り出す操作が行われていた (図 4-17)。
□点的操作
図4-16　点的操作
図 4-17　家具の配置による空間を区切る (左図：No,14　右図 :No,60)
開口・その周囲の操作 トップライトの付加 水回りの再配置
照明の配置家具の配置による間仕切 建具の再編集
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　線的操作とは主に柱、梁、基礎などを示す部位の操作であり、構造躯体・基礎部材に値する。
柱や梁の構造部材であるが、転用されるにあたって木造や RC 造など構造種類に限らずそのま
ま躯体は残されることが多い。そのため構造補強のための柱・梁・ブレースの挿入が目立つ。
一方で、可変性を与える操作として小柱や天井にレールをつけるなど線的操作で空間を仕切る
ための操作も抽出した (図 4-18）。
　また、新規の操作ではないが既存の天井や壁を剥がすことで柱・梁を現しにし、空間を広く
見せる事例も多くみられた (図 4-19)。
□線的操作
図4-18　線的操作
図 4-19　仕上げ撤去により空間を広く見せる (左図：No,54　右図：No,57)
柱や梁の補強・再配置 新設の小柱の配置 新設の基礎
既存躯体を現しにする筋交いなどの構造補強 間仕切用のレールの配置
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　面的操作とは主に床、壁、天井などを差し、平面的な操作に値する。面的操作は、主に室内
での間仕切り壁の再編集が目立った。その素材はさまざまであり、構造に合わせた木材やコン
クリート、素材の対比を狙ったガラス、柔らかなカーテンやブラインドなどの可動な事例がみ
られた ( 図 4-20）。既存と新設の素材の対比を行うことで部分と部分に新たな関係性を生み出
している (図 -21)。
□面的操作
図4-20　面的操作 図 4-21　間仕切り壁と既存柱の対比 (No,19)
天井仕上げの再編 間仕切壁の再編集
床の増設や仕上げの再編 外壁 ( ファサード) の再編
耐力壁の増設o r
耐久性の確保 可変性のある間仕切り
壁を撤去し、
一面を開口にする
天井レベルの変更
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　空間的操作ちは、階段、吹き抜けといった領域を横断して生まれる空間操作である。空間的
操作は主に床スラブを抜いて階段の挿入や採光を目的とした吹き抜け、既存建物の階高を活か
してロフトを設けるといった操作が主であった ( 図 4-22)。また入れ子状のボリュームを入れ
ることで内部空間に変化を与える操作も増え、既存建築の大きさを活かしあえて余白を残すと
いう操作も行われている ( 図 4-23）。余白を残すことで、転用後も新たな機能の付加や内部空
間の更新などの対応できるようになっている。
□空間的操作
図4-22　面的操作
図 4-23　入れ子状のボリュームと余白のある空間 (N0,56 Big T)
外部に新たな空間を増設 内部に新たなボリューム
空間の一部を外部に開く 動線や吹き抜けを新設
デッキ、バルコニー
（キャットウォーク） の配置
階高を活かしたロフト
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　懐古的動機で住居機能を伴う施設へ転用した事例では、経年変化の味わいや既存建築の記憶
を確認できる既存の構造躯体に対する操作が確認できた。構造躯体を露出させて残し、壁・床・
天井面に新たな仕上げを施したり、ガラスや柔らかな素材を用いた間仕切りを挿入することで
新旧の対比を視覚的に目立つようにするといった操作である (図 4-24）。
　周囲創出的動機で宿泊機能を伴う施設へ転用した事例では、施設を外に開くことを意識して
利用を促し、施設内部で地域素材を使用したり、アート作品を配置するなどその場ならではの
体験を意識した操作があり、これは独自性を意識した施設にするための操作であると言える
(図 4-25）。
　以下コンバージョンの動機と操作手法の関係性を「住居」「宿泊」「共通」と付加された機能
に分けて分析を行なった。
4-3　傾向分析
4-3-1　動機と操作手法の関係【住居】
4-3-2　動機と操作手法の関係【宿泊】
図 4-24　動機と操作の関係性【住居】
図 4-25　動機と操作の関係性【宿泊】
【懐古的動機の場合】
＋
既存躯体を
現しにする
新しい仕上げ、
新規の間仕切り
新旧の対比が際立つ空間
No.33 HANEGI G-House
No.47 kumagusuku
【周囲創出的動機の場合】
地上階を外部に開く、内部には
アートを配置する点的操作。 体験を提供する宿泊施設
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　動機と住居施設や宿泊施設の用途にかかわらず、転用した事例に用いられた操作を見ると開
口や開口部周辺での操作が多く、種類もさまざまなものが抽出できた。これは居住空間への採
光や気積の確保を目的としており、もともと居住機能を目的としていない空間から居住空間へ
の転用では重要な操作となっていると言うことができる (図 4-26）。
4-3-3　動機と操作手法の関係【共通】
図 4-26　動機と操作の関係性【共通】
共通
【採光や気積の確保】
開口や開口部周辺での操作が多く、種類もさまざまであった。
例：　開口の拡張・新設、格子を設ける、サッシの変更、天窓　など
【新設の開口】
【格子や装飾を設ける】 【天窓や高窓を設ける】 【一面を開口部にする】
視線を遮り、採光の調整
【既存開口の拡張】 【サッシの変更・新設】
既存
木製への変更など
新設
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4-4　章結
　４章では、後用途に居住機能を伴うコンバージョン建築を対象に、動機と操作手法という視
点から分析を行なった。
　4-1 では、コンバージョンという手法を選択した動機をそれぞれの事例から抽出し、6 種類
の動機に分類できた ( 経済的動機、環境的動機、都市的動機、起源尊重的動機、懐古的動機、
周囲創出的動機）。それぞれ分類した事例数を見てみると、起源尊重的動機が少ないことから
歴史的建造物とされる建物からの転用はあまり見られないことが分かる。一方で周囲創出的動
機が多くなっていることから建物自体より周囲に影響を与えることを目的とした転用が行われ
る事例が増えている。
　4-2 では、転用するに当たって行われた具体的な操作手法に関して分析を行なった。
　4-2-1 では転用されるにあたって建物全体に対して行われた操作手法を【大きさ】、【素材】、
【時間】、【ソフト】の４つの視点から各事例ごとに重要視された操作を整理した。
　
　4-2-2 では居住機能が付加されるにあたって、その空間あるいはその周囲で行われた操作手
法を【点的操作】、【線的操作】、【面的操作】【空間的操作】で抽出し ( 図 4-15)、特徴的な操
作手法を分類整理した。
　【点滴操作】では、既存と新設共に開口、あるいはその付近に関しての操作が多くみられる。
これは採光や気積の確保を目的としている。
　【線的操作】では構造躯体に関する操作が主である。そのため、構造躯体はほとんどの事例
で保存されそのまま使用される事例が多かったため、構造補強のための躯体の追加の操作が主
であった。一方で、転用後の更新を目的とした、小柱などを空間にあらかじめ設置する事例も
確認できた。
　【面的操作】では他の操作に比べ多くの種類が抽出できた。主に室内での間仕切り壁の再編
集が目立った。
　【空間的操作】では主に床スラブを抜いて階段の挿入や採光を目的とした吹き抜け、既存建
物の階高を活かしてロフトを設けるといった操作が主であった。
　4-3 ではコンバージョンの動機と操作手法の関係性を「住居」「宿泊」「共通」と付加された
機能に分けて分析を行なった。「住居」機能では懐古的動機、「宿泊」機能では、周囲創出的動
機での特徴的であった操作を抽出した。「共通」で動機に関わらず、多くの事例で確認できた
操作は、開口部や開口部周囲での操作であった。
　５章では代表的な海外事例との国内事例の比較・考察を行なっていく、
第５章　海外事例との比較・考察
５−１　居住機能を伴う
　　　 コンバージョン建築の海外事例
５−２　海外事例の分析
　５−２−１　海外事例での動機
　５−２−２　海外事例での操作手法
５−３　国内事例と海外事例の比較・考察
５−４　章結
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5-1　居住機能を伴うコンバージョン建築の海外事例
　本章では国外に見られる転用後に居住機能を伴うコンバージョン事例の分析を行う。事例抽
出は、代表的な海外のコンバージョン建築を特集した「世界のコンバージョン建築Ⅰ・Ⅱ 1,2)」
を中心に行った。
　対象事例は国内でも転用前カテゴリの数が多かった産業施設からの転用に絞る。その産業施
設の中でも【工場】、【倉庫】【サイロ】系建築に分けて整理した (表 5-1)。
1)　小林克弘 他「世界のコンバージョン建築」,鹿島出版会 ,2008
2)　小林克弘 他「世界のコンバージョン建築Ⅱ」,鹿島出版会 ,2011
3)　ArchDaily 24 February,2017   https://www.archdaily.com/804078/seegmuller-tower-weber-plus-keiling-architects
図 5-1　NO.6　水舎
表 5-1　海外事例リスト
図 5-2　NO.8　Seegmuller Tower3)
所在地
5
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5-2　海外事例の分析
　既存建築の価値が比較的高く認識されていたうえでの転用された事例もあるが、工業地域一
帯の再開発の一環や、住民の反対運動から保存して活用されたなど国内では抽出されなかった
動機が確認できた (図 5-3)。
5-2-1　海外事例での動機
図 5-3　海外事例における動機
動機：操業停止以前の 1981 年に
すでにオーストリアの国定登 録
遺産となってお り、文化的価 値
が認められてい た。また、再生
案のコンペも行われた。
動機：敷地一帯は旧工場地帯 で
あり、再開発が行わ れ、同様の
コンバージョン事例も見られ る。
ブラウン・フィールドの再生 の
一環とも言える。
No.3 ウェンバーグサイロ
動機：政府により建替が決定 し
たが、地域住民により強い反 対
運動があ り、また建物の保存 運
動が活発にな り、倉庫のまま 保
存されることになった。
No.4 フィンガーワーフ
動機：広範なフィヨルドを有 し
かつて世界有数の造船都市とし
て発展したヨーテボ リ。現在は
他の産業が台頭 し、造船業は ほ
ぼ姿を消してしまった。
クオリティホテル＆エリックスバーグホール
動機：ル・コルビュジエが絶 賛
したことで知られるこの建物 は
ジャコ モ・マッテ＝トルッコ に
よって設計され た。再生案の コ
ンペも行われた。
動機：立地する周辺一帯は非 行
化や社会問題の元凶となってい
た社会背景もあ り、放置された
サイロを産業遺跡として残して
再構築することとなった。
No.1 ガゾメーター No.2 リンゴット
No.5 ジェミニレジデンス No.8 
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　元用途の施設タイプが工場であると比較的内部が躯体で区切られた空間が残る。そのため、
寸法体系の変更により居住空間を作り出している。一方で大空間がある元用途が倉庫やサイロ
の事例は躯体を保存しつつ、内外部で大規模な空間挿入の操作が見られ居住空間を作り出して
いる (図 5-4)。
5-2-2　海外事例での操作手法
No.1�ガゾメーター
寸法体系の変更＋増築
No.2�リンゴット
寸法体系の変更
No.5�ジェミニレジデンス
増築
外壁：煉瓦壁
構造躯体（S 造）
開口
ガスタンクの面影
を残す屋根の躯体
を保存
住居：集合住宅、学生寮
内部にボリューム
の挿入
外部に増築棟
構造部材（RC 造）
大きな開口
照明
床・天井（RC 造）
巨大なスロープ
（既存の自動車用）
仕切り壁の再編
集
宿泊：ホテル
既存構造（サイロ）
開口（既存構造体
に新設）
スラブの挿入
サイロ上部屋根
の新設（光を通
す素材）
住居：集合住宅
周囲にボリューム
の付加
内部に動線の確保
図 5-4　海外事例における操作手法
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5-3　国内事例と海外事例の比較・考察⑴
　5-2 まで特徴的な居住機能を伴うコンバージョン建築を見てきた。既存建築の大きさの違い
はあるものの、海外事例では既存建築に対し大胆な空間的操作が目立つ。既存構造躯体に対し
て新たなボリュームを躯体に沿って付加させることで居住空間を形成している ( 図 5-5)。一
方で、内部空間での居住空間形成の操作では国内事例でも確認できた操作が使われていた (図
5-5)。特に目立った操作としては「寸法体系の変更」に分類できる、内部に入れ子状のボリュー
ムを構成することで居住空間を生みだしている。
　国内の産業系施設のコンバージョン建築の代表的施設を見てみると、【工場系】では本研究
の対象事例でもある「倉敷アイビースクエア」や「サッポロファクトリー ( 新建築 1993 年 3
月号掲載）」( 図 5-6)、【倉庫系】では「横浜赤レンガ倉庫 ( 新建築 2002 年 6 月掲載 )」( 図
5-7)、「石の美術館 (新建築 2000 年 9 月掲載 )」などが挙げられる。２章のコンバージョン動
向を見ても【工場系】施設はさまざまな用途の施設へ転用される傾向があり、【倉庫系】はギャ
ラリーや博物館など展示系施設への転用が多い傾向にある。比較的既存建築の規模が大きい元
用途が産業系施設は居住機能を伴う施設への転用が少ないのである。よって規模が比較的小さ
い産業系施設からの転用が主となるため、操作手法では空間的操作よりも他の操作（特に点的
操作、面的操作）が主となり居住空間が新たに構成されるのである。
1) 設計者公式ホームページ　http://kkaa.co.jp/works/architecture/stone-museum/
【国外の操作】 【類似する操作】
空間的操作で、ストックの規模の大きさ
から既存ボリュームに沿った空間が新設
される。新設で大規模の構造躯体を作り
出すと経済的負担が大きくなるが、既存
構造を利用して、大胆な操作で居住空間
を形成する。
共有部客室 客室
客室 客室
例： KYOTO
例：
例：
内部に新たな入れ子状のボリュー
ムを設けることで居住空間を作り
出している。ボリュームの間の空
間は共用部として使われる。
国
外
国
内
例：
住
居
住
居
図 5-5　国内事例と海外事例の比較
図 5-6　サッポロファクトリー 図 5-7　横浜赤レンガ倉庫 図 5-8　石の美術館 1)
No.5 ジェミニレジデンス
No.4 フィンガーワーフ
ONOMICHI U2
しづや
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5-3　国内事例と海外事例の比較・考察⑵
　国内の【サイロ系】施設のコンバージョン建築の事例は確認できなかった。海外事例で確認
できた既存用途が「穀物サイロ」はそもそも規模が大きいものは日本にほとんど存在していな
い。これは穀物の国内自給率が低く、北海道などの酪農地域、輸入されたものを保存するため
に沿岸部など限定された地域のみ建設され、現在は建造費用がかさむこと、高水分の牧草を大
量に詰め込んだ際の強度不足からなる倒壊事故が頻発したこと等から、海外事例のような「円
筒型サイロ」は使用頻度が減少している 2)。以上より、前提として既存建築の数が少ないこと
から【サイロ系】施設からのコンバージョン建築は日本でこれからも誕生しにくいと考えられ
る。
　近年見られる規模が小さいサイロから住居系施設への転用例として「SILO HOUSE4)」がある。
アメリカのアリゾナ州に存在し、1955 年に建設されたスチール製の穀物サイロで 2014 年に専
用住宅へと転用された。広さはわずか 34㎡で狭小住宅である。2階はロフト形式のベッドルー
ム、1 階はキッチンとバスルーム。コンパクトでシンプルさを追求した住宅へと転用できてい
る。日本国内でもこういった規模が小さなサイロのような産業系施設を利用することで居住機
能を伴う施設への転用も考えられる。
2) https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%AD
3) 小岩井農場 HP　https://www.koiwai.co.jp/makiba/history/culture.html
4) 設計者 HP　http://kaiserworks.com/silo-1
図 5-9　日本最古の木造サイロ (北海道 )
図 5-11　SILO HOUSE 外観 図 5-12　SILO HOUSE 内観
図 5-10　日本最古のサイロ (岩手県 )3)
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5-4　章結
　５章では、代表的な産業系施設から居住機能を含むコンバージョン建築の海外事例を分析し、
国内事例と比較・考察を行なった。海外事例は産業施設の種類を【工場系】、【倉庫系】、【サイ
ロ系】に分けて分析を行なった。
　既存建築の大きさの違いはあるものの、海外事例では既存建築に対し大胆な空間的操作が目
立つ。既存構造躯体に対して新たなボリュームを躯体に沿って付加させることで居住空間を形
成していることが明らかとなった。
　一方では、内部空間での居住空間形成の操作では国内事例でも確認できた操作が使われてい
た。特に目立った操作としては「寸法体系の変更」に分類できる、内部に入れ子状のボリュー
ムを構成することで居住空間を生みだしていることが確認できた。
　
第５章の対象事例
情報源 掲載号
事例No. 1
ガゾメーター
世界のコンバージョン建築Ⅰ
http://www.jeannouvel.com/projets/gazometre/
http://www.coop-himmelblau.at/architecture/projects/apartment-building-gasometer-b/
関連サイト1
関連サイト2
https://en.wikiarquitectura.com/building/gasometer/
関連サイト3
オーストリア　ウィーン
http://www.zn903.com/cecspoon/lwbt/Case_Studies/Gasometer_City/Gasometer_City.htm
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅　他
2001
住居
1896-99
産業
ガスタンク
転用前 転用後
 構造は鉄骨造で煉瓦の外装が被覆している。A棟はJean Nouvelが担当し、ショッピングセンター・オフィス・集
合住宅が入っている。B棟はCoop Himmelb (l) auが担当し、ショッピングセンター・劇場・学生寮が入ってい
る。C棟はManfred Wedhorn が担当し、ショッピングセンター・オフィス・集合住宅が入っている。D棟は
Wihelm Holzbauerが担当し、オフィスがメインである。1986年の操業停止以前の1981年にすでにオーストリ
アの国定登録遺産となっていた。保存が前提の再利用計画が立案されるが、最終案に至るのは10年後の1996年で
コンペが実施され、上記4組の建築家が担当することになる。またウィーン市は地下鉄を延長するなど、ブラウン
フィールド再生の一方策として解釈されるべきである。

 集合住宅・寮：住宅
外壁：外壁はほとんどそのまま保存され利用される。内部はガスタンクであった面影を感じることができるような
巨大な円筒空間が保存され、４棟それぞれの利用がされている。
スラブ：低層部はショッピングセンターなどになっており、巨大なスラブを挿入することで空間を形成している。
中高層部の居住領域はスラブを外壁に沿って挿入して形成しているため、大きな円筒空間を保持している。
屋根は内部に光を取り込む工夫をして躯体n
動機 起源尊重、コンペ 操作手法 次元
事例No. 1
ガゾメーター
増築 非行化や社会問題の
解決の一手
外壁：煉瓦壁
構造躯体（S造）
開口
ガスタンクの面影を残す
屋根の躯体を保存
住居：集合住宅、学生寮
内部にボリュームの挿入
外部に増築棟
情報源 掲載号
事例No. 2
リンゴット
世界のコンバージョン建築Ⅰ
https://www.booking.com/hotel/it/camplus-lingotto.ja.html
http://www.rpbw.com/project/lingotto-factory-conversion
関連サイト1
関連サイト2
http://www.shinodanozomi.com/aichigeidai/Lingotto.html
関連サイト3
イタリア　トリノ
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル、店舗、映画館、美術館
2002
レンゾ・ピアノ
複合
1921
産業
自動車工場
転用前 転用後
 ル・コルビュジエが絶賛したことで知られるこの建物はジャコモ・マッテ＝トルッコによって設計されたフィアッ
トの自動車工場の改修。既存建物には手を加えず、数々の機能を何期にも分けて徐々に食い込んでいくデザインが
されている。主に商業施設としての機能が入り、賑わっている。
500mに及ぶ建物の巨大さに加え、屋上に設けられた楕円状の自動車テストコースが大きな特徴である。
1982年に工場は閉鎖され、1983年に再開発計画のコンペが行われた。その結果レンゾ・ピアノが勝利し、巨大
な近代産業遺構は蘇った。

 ホテル：宿泊
躯体：躯体は既存のものを全て使用している。商業複合施設となった現在は当時工場であった名残を感じることが
できる。特に、自動車を屋上まで上げるための大スロープは力強く、現在では、徒歩で通行することが可能。躯体
をそのまま利用すること、工場としての階高のため、客室は階高が高くなっている。
壁面は新たな壁・開口が設けられている。
動機 起源尊重、コンペ 操作手法 建築の大きさ 次元
事例No. 2
リンゴット
増築
寸歩体系の変更
規模が大きいこともあ
り、段階的な改修
コンペ
構造部材（RC造）
大きな開口
照明
床・天井（RC造） 巨大なスロープ
仕切り壁の再編集
宿泊：ホテル
情報源 掲載号
事例No. 3
ウェンバーグサイロ
既往研究
http://tagelyneborg.dk/wennberg_silo/index.htm
https://www.arkitekturbilleder.dk/bygning/wennberg-silo/
関連サイト1
関連サイト2
https://da.wikipedia.org/wiki/Wennbergsiloen
関連サイト3
デンマーク　コペンハーゲン
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2004
Tage Lyneborg Tegnestue
住居
1960s
産業
サイロ
転用前 転用後
 1991年に閉鎖した大豆貯蔵用サイロを集合住宅にコンバージョンした事例。敷地一体は旧工業用地帯であり、近
年再開発が盛んに行われ、同様のコンバージョン事例も見られる。既存サイロは直径6mのものが１２基並んびそ
れと直方体のボリュームの構成になっている。サイロ内部を居住空間とし、隣のサイロとの間に水回りや縦動線を
収納している。住戸数は142で１６階におよぶ。

 集合住宅：住宅
床：サイロ間をまたぎ新設のスラブを設けることで住戸の床が形成している。出窓の部分も同様のスラブである。
外壁：既存サイロ部分に縦一列に開口を設けることで、既存サイロの高さや直線美と調和のとれた開口部となって
いる。
間仕切り壁：サイロ内部に新たな間仕切り壁を設けることで新たに内部が区切られている。
縦動線：階段・エレベーターが新設された。
動機 起源尊重、コンペ 操作手法 次元
事例No. 3
ウェンバーグサイロ
寸法体系の変更
増築
既存構造（サイロ）
新設出窓
開口（既存構造体に）
水回り
スラブの挿入
間仕切り壁の新設
住居：集合住宅
バルコニー
縦動線（階段・EV）
情報源 掲載号
事例No. 4
ジェミニレジデンス
世界のコンバージョン建築Ⅱ
https://www.mvrdv.nl/projects/143/fr%C3%B8silo?photo=2004
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
デンマーク　コペンハーゲン
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2005
MVRDV
住居
1963
産業
穀物貯蔵庫
転用前 転用後
 1963年当時に穀物貯蔵庫であったサイロを集合住宅へとコンバージョンした事例である。
戦後、海運業界の不振と運搬手段の変革のあおりを受けて港の機能や倉庫群は疲弊し、この一帯は非行化や社会問
題の元凶となっていた。そこで、30年ほど放置状態だった家畜飼料用の穀物を貯蔵するサイロの処遇問題が浮上
し、産業遺跡として残して再構築することとなった。
約4分の１の高さに持ち上げた独特なフォルムの住宅部分は既存構造体の開口を最小限にするため、外周に取り付
けられた。MNRDVとJJW ARCHITECTSのコラボレーションによってダイナミックな作品が実現された。

 集合住宅：住宅
壁：既存サイロの外壁に新しく壁を設け、居住領域を形成。下層部分は既存サイロの外壁が見え、新旧の対比が見
られる。内壁に沿って動線が配置され、サイロ特有の大空間を建築内部では残している。仕上げは白く明るい空間
になっている。
床：サイロ内部には動線となる床が少し挿入され、サイロ外部に床を挿入することで居住領域を形成している。
屋根：サイロ上層部の屋根は、光を通す素材（ファイルテック）で作られており、明るい空間を演出している。
構造：既存サイロは構造的な限界からドア程度の開口しか開けれれていない。
動機 街の発展、再生（都市背景） 操作手法 建築の大きさ 次元
事例No. 4
ジェミニレジデンス
増築 非行化や社会問題の
解決の一手
既存構造（サイロ）
開口（既存構造体に） スラブの挿入
サイロ上部屋根の新
設（光を通す素材）
住居：集合住宅
周囲にボリュームの付加
内部に動線の確保
情報源 掲載号
事例No. 5
フィンガーワーフ
世界のコンバージョン建築Ⅰ
http://yadokari.net/minimal-commerce/55421/
https://www.archdaily.com/783223/ovolo-woolloomooloo-hassell
関連サイト1
関連サイト2
https://ovolohotels.com.au/ovolowoolloomooloo/photos/
関連サイト3
オーストラリア　シドニー
http://coretokyoweb.jp/?page=article&id=583
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル、集合住宅
2005
HASSELL
複合
1915
産業
倉庫
転用前 転用後

 「フィンガー・ワーフ」は、オペラハウスの東側に位置するフィンガー・ワーフと呼ばれる埠頭に約100年前に建
設された羊毛倉庫を、ホテル、集合住宅、レストランなどに転用した事例である。倉庫として使用されなくなった
際に、取り壊して新たな建築を建てるという計画も生じたが、1991年に市民による保存運動の結果、転用活用が
決まった。細長い形状の既存建築に対して、主要な外壁を保存修復しつつ、階段、エレベーターなどの縦動線を設
置している。ホテルとなった倉庫の大空間には小屋のようなボリュームが挿入されることで、親密な空間が生み出
された。湾に近い北側に集合住宅が配置されて、ホテル部分とは、ガラスの扉によって安全に隔離されている。た
だし、ガラスの扉であるがゆえに、既存建築の魅力である長大さは、視覚的に感じられる工夫がなされている。

 ホテル・集合住宅：住居・宿泊
外壁：主要な外壁は残し、外観は羊毛工場であった頃の名残を残している。また、船に羊毛を運搬するために使用
された木製コンベイヤーが内部にインテリアとして残されている。
スラブ：全長400m、建築の幅が６０mと細長い大空間に居住空間を作るために、長手両外壁側にスラブを挿入し
て複数階とし空間を層に形成している。
躯体：切妻屋根の小屋組には当時の木材が使用されたままであるが、構造補強として鉄骨が使用されている。
屋根：屋根の形状に沿って居住空間を形成しており、天窓やロフトを設けるなど屋根を活用している。
動機 	 操作手法 建築の大きさ 次元
事例No. 5
フィンガーワーフ
寸歩体系の変更 地域住民の反対運動に
より、建物が残される
ことになる
構造躯体（木造）
天窓
内部インテリア
客室ボリューム
共有空間ボリューム
（入れ子）
階段・EVの対比
新設のスラブ
住居・宿泊：集合住宅・ホテル
情報源 掲載号
事例No. 6
水舎
世界のコンバージョン建築Ⅱ
http://thepractice.neriandhu.com/index.php?q=content/waterhouse-boutique-hotel-south-bund
https://www.archdaily.com/263158/the-waterhouse-at-south-bund-neri-hu/5029c99f28ba0d25610000a4-the-waterhouse-at-south-bund-neri-hu-photo
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
中国　上海
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
2010
Neri & Hu
宿泊
1930s
産業
軍司令部、倉庫
転用前 転用後
 水舎は、かつての郡司令部が置かれた建物とそれに隣接した倉庫を一体化して、客室が１９部屋ある高級ブティッ
クホテルにコンバージョンした事例である。古いものである既存建築の痛んだコンクリート壁をそのまま利用し、
新設要素に錆びた鉄材を用いることで新旧要素にシンプルな対比を結んでいるが、しかし全体としてはどちらも経
年変化した佇まいとして不思議と融和したまとまりが獲得されている。

 ホテル：宿泊
外壁：既存のコンクリートそのままを使用し、新設の要素に錆びた鉄材を使用している。内部には中庭があり、中
庭の外壁はファサードとは対照的な装いをしており、建物内部に入ってから中庭に行くと対照的な空間になってい
る。
内装：内装は外壁と同様多くの面積に既存のまま使用している。受付は大空間でそこに新設の渡り廊下があり、既
存の内壁との新旧の対比を生んでいる。
躯体：躯体は新旧混ざって存在している。材質や色が違うことから躯体が空間においてリズムを持たせている。
動機 Cool Docksの開発の一環 操作手法 建築の大きさ 次元
事例No. 6
水舎
増築
寸法体系の変更
非行化や社会問題の
解決の一手
外壁・内壁：コンクリー
ト壁
内装仕上げ
様々な客室に合わせた
スラブ・天井
構造躯体
（コンクリート造）
構造躯体（鉄骨など）開口（採光・眺望）
宿泊：ホテル
内部に動線ボリュームの
挿入
中庭
上部に増築（コールテン
綱）
情報源 掲載号
事例No. 7
クオリティホテル11 & エリックスバーグホール
世界のコンバージョン建築Ⅱ
https://www.booking.com/hotel/se/quality-11.ja.html
http://www.dahlbeck.net/works/blog/8-goeteborg
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
スェーデン　ヨーテボリ
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル、イベントホール、オフィス
不明
White Arkitekter
複合
1962
産業
造船所
転用前 転用後
 かつて世界で有数の造船都市として知られていたヨーテボリの湾岸地区に立地していた造船所をホテル、イベント
ホール、オフィスに転用した事例。ディーゼルエンジンの製造・試験場として稼働していた二つの工場を高級ホテ
ルへ転用した。保存と増築、改修を行い既存建築の大空間や工場であった面影をうまく残すことに成功した事例で
ある。

 ホテル：宿泊　外壁：既存の水平成層なファサードや材質を踏襲していることにより、既存の単純明快な工業施設
の面影を残してている。上部は増築であり、増築により既存の水平性を高めている。
床：大空間から必要面積を確保するため増床が行われた。これによって居住空間を形成している。床を入れていな
い箇所を設けることで内部には吹き抜け空間が設けられている。
柱：既存の柱は露出しており、明快でシンプルな産業施設の力強さを表している。また、当時のクレーンやアン
カー重機も露出したまま残っている。
屋根：増築されたボリュームにハイサイドライトを設けることで下層まで吹き抜けをとうして光が差し込む。
動機 造船業衰退、再開発の一環 操作手法 次元
事例No. 7
クオリティホテル11 & エリックスバーグホール
増築 工場当時の面影が残る
部材の使用。
構造躯体（S造）：露出
増床のための構造：S造ハイサイドライト
既存の水平連続窓が活
かされた開口
既存建築上部に増築
吹き抜け
動線空間
工場当時の重機・アン
カー
新設のスラブ・増床
間仕切り壁
デ=ステイルをコンセ
プトにした塗装
宿泊：ホテル
情報源 掲載号
事例No. 8
Seegmuller Tower
既往研究
https://www.archdaily.com/804078/seegmuller-tower-weber-plus-keiling-architects
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
フランス
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊施設
2015
宿泊
1934
Gustave UMBDENSTOCK
産業
サイロ
転用前 転用後
 このプロジェクトはストラスブールの港湾遺産の発展と古い産業建物の保存と改築、ストラスブールの現代都市生
活のための新しい目的地の創設が動機で計画された。この旧穀物サイロは1932-1934の間に建設された。改修前
は１０階建で構成された。改修でにあたり169室の学生宿泊施設と関連施設が新規機能とされた。タワー中心構造
の解体と構造上独立したコアを建設し、新しく宿泊機能が加えられた。

 宿泊施設：宿泊
外壁：外壁は保存されている。新たな開口部や補習などはいくつか行われているがサイロであったファサードは健
在である。
構造：ファサード等を保存するためには耐震基準の関係から新しい躯体を設置しなければならなかった。そこで古
いサイロからなる中心構造を解体し、構造上独立した新しいコアが建設された。
スラブ：サイロの中心を解体したことにより、新しいスラブを挿入することになった。
動機 起源尊重、周囲創出 操作手法 次元
事例No. 8
Seegmuller Tower
増築
寸歩体系の変更
構造部材（RC造）
既存柱の露出
耐震用の新規構造躯体開口
照明
外壁保存
コア仕切り壁の再編集
宿泊：宿泊施設
結章　総括・展望
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総括と今後の展望
　居住系施設のコンバージョンは、住宅の需要、住宅に関わらず建築ストックの問題、宿泊施
設の多様化など社会の変化に伴い、今後も多様化していくことが考えられることが第２章より
明らかとなった。
　
　第４章では居住機能を伴うコンバージョン建築に関して、動機と操作手法の視点から分析を
行なった。動機に関しては 6種類に分類でき、経済的動機が一番事例数が多かったが、次いで
周囲創出的動機の事例数が多くなる結果となった。これは近年見られる事例では、転用するに
あたり建物のデザインだけでなく、周辺地域や周囲の人々に影響を与えるソフト的なデザイン
も求められていると考えることができる。コンバージョンは機能というところから提案できる
ことが多く、築年数のある建物には現代において計画しても作りえない空間や素材が存在する。
ソフトとハードが相互に影響し合うような空間が求められていると言える。
　操作手法の分析では国内の居住機能をもつ施設へのコンバージョン建築では、動機に関わら
ず、採光や気積のための開口や開口周囲での操作が主であり、特に点的操作や面的操作によっ
て居住機能が形成されていることが明らかとなった。
　また動機と操作手法の関係では、動機に合わせて、既存建物の部位とコンバージョンに伴っ
て行われた操作で新築では生まれない居住空間を生みだしていることが明らかとなった。つま
り、「動機」はコンバージョンする際の土台となり、デザイン手法の手がかりとなり得ること
が分かった。
　５章では国内事例と海外事例の比較・考察を行なった。海外ではストック規模などの違いは
あるが、産業施設を空間的操作によって居住機能を伴う施設へコンバージョンし、地域に還元
していることが特徴的であった。一方では、内部空間での居住空間形成の操作では国内事例で
も確認できた操作が使用されていた。特に目立った操作としては「寸法体系の変更」に分類で
きる、内部に入れ子状のボリュームを構成することで居住空間を生みだしていることが確認で
きた。
　以上より近年の居住機能を伴うコンバージョン建築の動向を整理し、近年の国内事例と一部
の海外事例を分析したが、既存建築をコンバージョンという手法で居住機能を伴う施設へ転用
することは、新築では生まれない居住空間を生み出す有効な手法であることを示した。その点
で宿泊施設の多様性や、住宅需要とストックの問題に対しての解決策の重要な手となる。
　今後は海外事例の中でも元用途が産業施設以外の用途からのコンバージョン建築と国内事例
の比較・考察を行うことで、よりこれからの国内のコンバージョン建築の多様性に役立つとい
え、本稿がその一助となることを期待する。また、コンバージョンを選択するにあたっての動
機は本研究では設計者の動機と、家主や発注者の動機は抽出方法の理由から分けずに抽出した
が、より鮮明な分析を行うにはそれぞれの立場からの動機を抽出することが必要であると考え
る。
資料編
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参考論文
現代日本におけるコンバージョン建築に関する研究　白鳥悠人 ,2013, 東京理科大
日本のコンバージョン建築に関する考察 - 動向調査と意匠分析 -　坂之上佳菜 , 三田村哲
哉 ,2014
建築リノベーションの動機と手法に関する分析−近年の国内事例を対象として−　小川泉 ,2014
近年の国内の木造建築改修に関する考察−構造的手法と意匠的手法の関係性に着目して−　猪川
晃俊 ,2016
産業系建築から居住系建築へのコンバージョン手法−居住領域の形成に着目して−　向吉正
樹 ,2017
海外の四地域における建築コンバージョンのデザイン手法と都市的背景に関する研究　首都大
東京 ,角野 渉 ,博士論文 ,2012
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参考文献
引用写真 HP
1) 小林克弘 他「世界のコンバージョン建築」,鹿島出版会 ,2008
2) 小林克弘 他「世界のコンバージョン建築Ⅱ」,鹿島出版会 ,2011
3)「新建築」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 11 月号
4)「新建築 住宅特集」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 8 月号
5)「日経アーキテクチュア」,日経 BP 社
6) 松村秀一 編著「建築再生学 考え方・進め方・実践例」,市ヶ谷出版社 ,2016 
7) 松村秀一 監修「コンバージョン [計画・設計 ]マニュアル」,エクスナレッジ ,2004
8) コンバージョン委員会「建築コンバージョン事例集 100」, テツアドー出版 ,2004
9) 小池志保子 他「リノベーションの教科書 企画・デザイン・プロジェクト」,学芸出版社 ,2018
10) 小林克弘 他「スカイスクレーパーズ　世界の高層建築の挑戦」,鹿島出版会 ,2015
11) 松村秀一 他「建築再生の進め方　ストック時代の建築学入門」,市ヶ谷出版社 ,2007
　本稿で使用した引用写真は、資料編の各事例の「関連サイト」より引用している。
国内の対象事例
情報源 掲載号
事例No. 1
倉敷アイビースクエア
新建築 1974.7  2018.11
http://www.japan-architect.co.jp/jp/backnumber/book.php?type=SK&year=1974&month=7
https://www.ivysquare.co.jp/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
岡山県倉敷市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
1974
浦部建築事務所
複合
1889
産業
紡績工場
転用前 転用後
 江戸幕府の代官所跡に1889年（明治22年）に建設された倉敷紡績創業の旧工場で、1973年（昭和48年）に改修
され、ホテルを中心とした観光施設として再生された。場所は倉敷美観地区に含まれ、建物は2007年（平成19
年）11月30日に経済産業省より「近代化産業遺産」に認定されている。このホテルは日本のコンバージョンの魁
ともいう建物である。
　煉瓦と古い木材の梁を残し、壁は漆喰で固め、デザインは欧州の形とした。
倉敷アイビースクエアのすぐそばには、白壁が象徴的な、風情のある建物がたくさん立ち並ぶ、倉敷の代表的な観
光スポット「倉敷美観地区」がある。

 ホテル：宿泊
倉庫を改造した2階建、内側の部屋からは中庭が観え、自然を楽しめる。部屋数161の内、132室がツインになっ
ているなど、グループ向けの部屋構成になっている。
　鋸屋根の倉庫を改修し、２階建とするため新たなスラブが挿入されている。
動機 １、起源尊重 操作手法 建築の大きさ、素材、時間
事例No. 1
倉敷アイビースクエア
減築→中庭、広場
増築→別棟
新規床の付加
煉瓦（既存） 繰り返し増改築
構造部材（木材）
宿泊：ホテル
RC造基礎
外壁（煉瓦）
客室用家具
開口部
照明
２階スラブ
床（絨毯敷きこみ）
広場・中庭（採光）
廊下（客室を作ることで）
内壁（モルタルペンキ）
天井（プラスターボード）
情報源 掲載号
事例No. 2
修繕寺フォーラム　渡月　1990
新建築 1991.04
http://backnumber.japan-architect.co.jp/japanese/2maga/sk/magazine/sk1991/sk04/index.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
静岡県伊豆市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅＋ギャラリー、フォーラム
1990
富永譲＋フォルムシステム研究所
住居
1955
宿泊
旅館
転用前 転用後
 依頼主は古くから観光地として有名であるが発展の見られない温泉の町に一石を投じ、ギャラリー等の文化的な利
用に供する場を生み出そうと考えた。事例は昭和30年頃に建てらた木造３階建の旅館であり、そ住宅兼ギャラ
リー、フォーラムと転用したものである。木造3階建てのヴォリュームをそのまま残し、内部に面的な手を入れて
利用し、中庭を挟んで新しい鉄骨部分をそこに接ぎ木した。地上階と一階が公共的な用途に当てられ、奥にピロ
ティ下を介して町のポケットパークのような場所を作り出した。２階３階は居住スペースであり、そのプランの構
成は間仕切りを自立させる近代建築的手法を日本建築の木軸の架構や比例に合わせているが、３階の奥の和室だけ
は昔のインテリアを再現している。

 住宅：住居
35年ほどたった木造は、かなり太い材で組み上げられた造であり、旅館という用途に対応するためであろうか、
屋根裏で合掌を組み、両側壁に力を流す架構であり、内部仕切りの変更も容易なようにつくられていた。内部の軸
組を残し、そのスケールで天井を設定し、階段の位置をつけかえ２階、３階に新しい住宅プランを生み出した。
様々な箇所で比較的容易に取り替えができたのは木造ならではの長所である。
動機 周囲創出 操作手法 建築の大きさ、ソフト
事例No. 2
修繕寺フォーラム　渡月　1990
増築（別棟） 旅館としての記憶 小さな公共の場
構造部材（木材）
アルミパネルの外装
仕切り壁
天井（位置変更）
住居：住居
開口サッシ 階段
情報源 掲載号
事例No. 3
広尾の住器(CITY SCREEN ⅩⅩⅢ)
住宅特集 1993.04
http://www.urbangauss.com/index-23/index-a.html
https://melkdo.jp/view/140218003
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都渋谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
1992
池上 俊郎+アーバンガウス研究所
住居
1960頃
住居
アパートメント
転用前 転用後
 東京・広尾に立地する。大使館や女子大が立地する、知的で国際的なイメージの高い地である。事例は昭和30年
代に建てられた木造アパートが１家族の為の住宅へと再生された。
居住形式の差異を、空間の差異として、かつて想像力の外にあった幻象を探り、産み出す作業である。
編集対象は２つである。
１、露地空間における都市景観上のささやかな再編集を行うこと。２、住居形式と居住景観の再編集を行うことで
ある。

 専用住宅：住宅
内部は、既存の構造体を基本的に残した。木造アパートの形式を強調し、中心軸へと置換した。
135mm×135mmの塗装し直した白い角柱が約900mmピッチで立ち並ぶシンボルコリドーである。そのシンボ
ルコリドーを軸に基本的に1階をパブリックスペース、２階を各自の個室群とし、既存建物のプランを再編集し
た。
南北部の外被を修正し、都市と呼応させた。
動機 １、都市　２、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 3
広尾の住器(CITY SCREEN ⅩⅩⅢ)
寸法体系の変更
構造部材（木材）
照明
開口
天井
柱の追加（シンボルコ
リドー）
仕切り壁の再編集
内壁塗装
南北の外被（都市と呼
応、亜鉛合金）
住居：住宅
吹き抜け（シンボルコリ
ドー）
情報源 掲載号
事例No. 4
降星の甍　星田民家改造計画
新建築 1995.12
http://www.nitta-masaki.com/wrk/kousei/index.php
http://backnumber.japan-architect.co.jp/japanese/2maga/sk/magazine/sk1995/sk12/index.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
大阪府交野市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅＋音楽ホール
1995
複合
１８世紀後期
住居
町屋
転用前 転用後
 元々の家屋はほぼ200年前に建てられた民家で、基本的には平家であるが屋根裏を物置とし、その明かり取りに
よって中２階的な立面を見せる、この集落では典型的な構えの原型となる建物であった。ここから一部分を既存と
して残しながら全体を改造していくというプロジェクトであった。最大の新要素は新たな用途である音楽ホールの
付加である。音楽ホールの立面は住居スペースに比べ、極めて造形的なものになっている。

 住宅：住宅
玄関土間から板の間、６畳、８畳と続く座敷部はそのまま残し、あとは解体・増築することとした。新しい要素と
して新用途の音楽ホールのほか、水回り、寝室用の和室、２階の子ども部屋、おばあちゃんのゾーンが追加され
た。構成の変遷にかかわらず最初からかわらなかったことは素材の瓦である。風景に「同化」した建築を成立させ
ている。
動機 １、都市 操作手法 建築の大きさ、素材、時間
事例No. 4
降星の甍　星田民家改造計画
増築（音楽堂・２階他）
減築
瓦（屋根） 風景に「同化」
構造部材（木材・一部
のみ残す）
屋根（瓦）
玄関土間、板の間、６
畳・８畳と続く座敷部
住居：住宅
水回り 廊下
音楽堂
ギャラリー
吹き抜け
寝室・２階子供部屋
情報源 掲載号
事例No. 5
半蔵門のタウンハウス
住宅特集 1998.10
https://melkdo.jp/view/140318007
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都千代田区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
1998
アーキノーバ建築研究所/高 俊民
住居
1982
商業
料亭
転用前 転用後
 料亭として１５年間使われてきたRC構造のペンシルビルの建物を専用住宅へ転用した事例である。
このプロジェクトは建築家である建主が住み慣れた四谷から、さらにより都心に住まいを求めることらスタートし
た。コスト、規模、時間的制約や立地条件を満たす解決策として、最終的に国立劇場の向かいにある料亭を自宅と
して再利用することになった。道路側の顔となる東側外壁は既存の瓦絵を残してデザインに取り込み、スチールと
アルミスパンドレルで覆っている。
都市型rehabにおいては経済的メリットと同時に、居住空間の合理性、充実性が必須である。

 専用住宅：住宅
再生にあたって、建物の構造体は恒久的な部分のため、ほぼそのまま利用することにした。１階の客室であった部
分は道路側前部分を撤去、解放的なピロティとし、アプローチとパーキングスペースを確保した。コアには１階か
ら４階をつなぐホームEVのシャフトを設けるため、フロアスラブに開口をぬいた。
２階には天井高を利用して、ロフトを新たに設け、子ども部屋とした。将来的には改築が可能なことも考慮した。
地階では当初から使われていた１４畳の日本間を残し、表面的な再仕上げを施した。
動機 １、経済　２、都市 操作手法 建築の大きさ
事例No. 5
半蔵門のタウンハウス
寸法体系の変更
減築（一階一部）
構造部材（RC造）
水回り（風呂・キッチン）
瓦（開口）
開口
仕切り壁の再編集
地下空間の仕上げ
ファサード仕上げ
（アルミ）
居住：住宅
ロフト
ピロティ
EV
情報源 掲載号
事例No. 6
葉山の別荘
新建築 2001.02
http://forum.inax.co.jp/renovation/archives/028hayama/028-summary.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100102&pos=8&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
http://www.hosakatakeshi.com/japanese/works-projects/hayama.html
関連サイト3
神奈川葉山町
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
別荘
2000
西田司＋保坂猛
住居
不明
商業
スナック、店舗
転用前 転用後
 敷地は神奈川県葉山の海岸沿い、山と海に挟まれた景勝地。スナックや定食屋が雑居していた鉄骨ラーメン構造の
3階建ての建物を改修し、海辺の別荘として転用している。海に面する壁面を全面的に取払い開口とした。さら
に、開口から見える海の風景を内部の壁面に映り込ませるために、内部壁仕上げを熱線反射ガラスとしている。風
景がうっすらと映りつつ、人間はシルエット程度に映るような反射率のガラスを丁寧に選ぶことで、風景に囲まれ
ているかのような空間となることを目指した。1階はキッチンやリビング、2階は寝室および浴室、3階は賃貸住宅
となっている。

 週末住宅：住宅
海岸から擁壁によって小高く上がっている1階の改修は、既存の壁を取り払い、新しくガラスの引戸を設置した。
引戸をすべて解放すると室内と外部との境界があいまいになり、半屋外の空間となる。また内壁を延長させた塀で
海側を除く敷地境界をコの字に囲むことで、敷地全体を半屋外空間へと取込んだ平面構成となった。この内壁には
キッチン、トイレ、階段など諸機能が付属し建具により収納されている。これらの操作により、海の景色とガラス
に映り込んだ海とがあいまった、四面に海が広がっているかのような空間となった。賃貸として使われる3階への
アクセスは屋外階段を使用し、1、2階と分離している。
動機 １、環境　２、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 6
葉山の別荘
減築
構造部材（鉄骨造）
１階内部壁仕上げ（熱
線反射ガラス）
ガラス引き戸
大開口（１階海の方角
全面）
外階段
住居：週末住宅
水回り（キッチン、ト
イレ）
情報源 掲載号
事例No. 7
清里キープ自然学校
日経アーキテクチュア 2000.11.13
https://tech.nikkeibp.co.jp/pdf/NA/20001113/405528/?ST=nxt_charge
http://www.arch.cit.nihon-u.ac.jp/gallery/000349.html
関連サイト1
関連サイト2
https://seisenryo.jp/experience_natureschool.html
関連サイト3
山梨県高根町
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊研修施設
2000
安部貞司＋日本設計
宿泊
1980
医療福祉
病院
転用前 転用後
 高原の観光地として知られる山梨県清里。1938年小河内ダム建設に伴い入植した人々と，同年学生とキリスト教
研修施設「清泉寮」の建設に入った立教大学のポール・ラッシュ教授らによって切り開かれた土地だ。　キープ協
会は　「清泉寮」を核に，戦後荒廃のひどかった農山村振興のためにラッシュ氏らによって建設された「清里農村
センター」が母体。1980年に建設された病院が、環境教育に注力する一環として宿泊施設に転用することにし
た。食堂、ダイニング、エントランスギャラリーなどが新たに付け加えられた要素である。

 宿泊研修施設：宿泊
病室２室の間の壁を抜いて、「コモンルーム」を挟んだ宿泊室に作り替える。階高が低いためにダイニングなどで
は天井をはがして高さを確保。あっさりと仕上げて逆に床に注力した。無機的な既存建物に活気を与えるため、色
などグラフィカルな要素を積極的に採用した。既存サッシを利用など使えるものはそのまま使用し、配管配線とい
う設備がダメだったので全てやり直した。
動機 環境 操作手法 建築の大きさ
事例No. 7
清里キープ自然学校
寸法体系の変更
増築
構造部材（RC造）
水回り（風呂）
開口（サッシも）
配線・配管のやり直し 耐力壁の増設
間仕切り壁の再編集
ファサードの再編：塗装、
木下見板
エントランスギャラ
リー（増築）
宿泊：宿泊施設
情報源 掲載号
事例No. 8
湯島コンプレックス
新建築 2002.02
http://www.a-r-b-o-s.co.jp/residence/rs_yushima.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100202&pos=8&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都文京区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅
2001
関根裕司
住居
1987
業務
オフィス
転用前 転用後
 事例は5階建てのごく普通の賃貸オフィスビルを住居へと転用したものである。
下階から、プライベートな「トレーニングジム」、トレーニング後の「レストスペース」、宿泊可能な「座敷ス
ペース」、４・５階のメゾネット構成の「日常的な生活の場」という４つの「離れ」の構成になっていてそれぞれ
全く違う味付けになっている。ひとつの住宅の日常空間が垂直に連続するモノトニイな構成ではなく、各フロアを
それぞれ４つに演出された「離れ」として設定し、それをオムニバスに積み上げることにしている。

 個人住宅：住宅
オフィスビルを住居に転用するということで、通常の住宅を拒絶する床面積をこの器は持っていた。ただ、移動手
段がEVによるものという特異性がアクティビティに変化が与えられ、空間設定によって面白くなると捉えた。依
頼主の性格を考慮し、各フロアに家族や親戚や近隣の仲間など多くの人々を迎え入れる「たまり場」を配置してい
る。それらはフロアの広がりを殺さないように、曖昧な境界（仕切り）で区切られている。
動機 １、経済　２、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、ソフト
事例No. 8
湯島コンプレックス
寸法体系の変更 たまり場（多くの人た
ちの利用）
構造部材（RC造）開口
仕切り壁の再編集
５階仕上げ（床：フロー
リング、壁・天井：珪
藻土コテ塗）
各フロアの曖昧な境界
階段 ( メゾネット構成）
住居：住居
水回り（キッチン、風
呂）
情報源 掲載号
事例No. 9
ハウスフロムアパートメント
住宅特集 2001.08
http://agak.lomo.jp/works/works2/005house-from/index.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=200108&pos=3&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
神奈川県川崎市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
2001
山本学
住居
1990
住居
アパート
転用前 転用後
 築10年の2階建木造アパート（６畳程度のワンルームアパート(４戸））を家族３人の為の住宅にリノベーション
した。
敷地は緑豊かな郊外にあり、2階からの景色は都心の住宅では得ることの出来ないかけがえのない財産である。そ
こで、LDKを2階に配し、1階には個室や浴室を割り当てた。限られた床面積を無駄なく使いきり、さらにはデッ
キの増築や、天井形状の変更により、実際よりも視覚的な広がりが感じられるように計画されている。

 専用住宅：住宅
かつて共用部であった外階段部分を玄関と内階段にし、かつて住戸であった4室をそれぞれ居間・食堂・個室にし
ている。既存の出窓はそのままにし、内側に網戸がつけられた。2階南側に張り出したデッキは今回の改修時につ
けられたもので、中央に位置する階段で分断された２室を階段西側の部屋とデッキによって回遊性を持たせ、一体
化させた。日照を得るために妻側に大きめなハイサイドライトが設けられ、鉄骨で補強がされている。
動機 １、環境　２、懐古 操作手法 建築の大きさ
事例No. 9
ハウスフロムアパートメント
増築
寸法体系の変更
構造部材（木材）
筋交い
電気設備・空調設備
配管アルミサッシ
出窓
木製格子（開口部）
ハイサイドライト 内壁・合板
外壁
仕切り壁の再編集
住居：住宅
デッキ
情報源 掲載号
事例No. 10
表参道テラスハウス
新建築 2003.03
http://horibe-aa.jp/work_016.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100303&pos=10&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都渋谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2003
住居
1985
住居
社宅
転用前 転用後
 事例は築17年のかつて企業の社宅であった３軒長屋を賃貸住宅として蘇らせたものである。
”時間の試練に耐え得る改装”ということをコンセプトに、経年変化を味方につけ、時間の経過とともに価値の上が
るようなリニューアルが求められた。一過性の劇的な空間の変化を目的とせず、肉体（躯体）のポテンシャルを活
かし、肉体から遊離しないように注意深く、長い時間軸を意識した持続力のあるリニューアルを、と考えた。

 賃貸住宅：住宅
改装設計で一番頭を悩ませた梁の多さと梁下の低さ、そして開口部の低さなどは、実はできあがってしまうと空間
に安定感と落ち着きを与え、全くデメリットを感じなくなった。階段室には待合スペースが設けられ、SOHOとし
てのしようも考慮されている。
動機 １、懐古　２、経済 操作手法 建築の大きさ、時間
事例No. 10
表参道テラスハウス
寸法体系の変更 経年変化を味方につけ
る（時間の経過と共に
価値の上がるリニュー
アル）
構造部材（RC造）開口サッシュ
仕切り壁の再編集
床仕上げ（カラマツフ
ローリング）
壁仕上げ（砂漆喰仕上
げ）
階段 ( 待合スペース）
住居：住居
簾戸
情報源 掲載号
事例No. 11
センチュリーシティ北浦和
日経アーキテクチュア 2004.04.05
https://www.roujin-homes.jp/cp/70/
https://www.haseko.co.jp/hc/technology/works/200303_04.html
関連サイト1
関連サイト2
https://tech.nikkeibp.co.jp/pdf/NA/20040405/221077/?ST=nxt_charge
関連サイト3
埼玉県さいたま市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
老人ホーム
2003
長谷工コーポレーション
医療福祉
1991
住居
集合住宅
転用前 転用後
 女子寮を改修し、有料老人ホームに転用した事例である。優良な住宅地に囲まれているだけでなく、コンバージョ
ンしやすい建物だった。まず、構造を触らずフレームをそのまま活かすことができた。鉄筋コンクリートのラーメ
ン構造による４階建ての建物だったので、構造を兼ねていない間仕切りを改変することは容易だった。ただし、改
修ならではの困難もあり、内部に特別避難階段を設ける必要が生じた。そこで階段設置のために床を一部抜いた。
これに伴い、構造体の剛性を維持するために、小針を設けて補強した。外部にを非難用滑り台を設けた。
スプリンクラーを全館に配管。

 老人ホーム：住居
居室の改修では「既存の設備をどこまで残すかがポイントである」。今回は、トイレの給排水管はほとんど動かさ
なかった。また入居者の使い勝手にかかわるものは動かした。コンセントやスイッチ類など車椅子利用の人でも利
用しやすいように再配置した。「有料老人ホームなどの高齢者住宅はホテルと一緒で、ソフトを売るもの。ホテル
と違って、特定少数が何年も、何十年も住むのだからさらに条件は厳しい」。都心部では、高齢者住宅のニーズが
高いにもかかわらず、住環境に恵まれ、事業計画に適した面積を確保でき、交通も至便と３拍子そろった用地はな
かなか見つからない。そんな時は、既存建物の改修・転用は有用な手法である。
動機 経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 11
センチュリーシティ北浦和
増築
構造部材（RC造）
構造補強：小梁
電気設備の再配置
スプリンクラー（配管） 間仕切り壁の再編集
住居：老人ホーム
非難滑り台（外部）、特
別非難階段（内部）：
情報源 掲載号
事例No. 12
コラボレーションとしてのSII住宅
住宅特集 2003.10
http://backnumber.japan-architect.co.jp/japanese/2maga/jt/jt2003/jt10/text.html
http://www.hi-ho.ne.jp/s-ada/old/pf3/in0.htm#%E2%96%A02002
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都大田区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2003
OZONE×匠明×東京ガス
住居
1990
住居
専用住宅
転用前 転用後
 蒲田にある築13年の賃貸マンションを所有・経営する郵船不動産が９階、１０階の旧オーナー住戸を分割して賃
貸住宅にコンバージョンした事例である。
賃貸住宅のリフォームは入居者の多様なライフスタイルに対応したプラニング（可変性）が必要である。また、居
住後のメンテナンス（更新性）も容易にでき、同時に建物の長寿命化・循環型社会への貢献としての耐久性も求め
られる。

 賃貸住宅：住宅
今回のプロジェクトでは、デザインを主役ではなく脇役とし、普遍的な空間構成により、キャンバスとしてのワン
リビングを提案した。単に「もの」に付加価値をつけたり、建築家を起用した「デザイン」というだけの供給側の
論理ではないリフォームシステムとしてSⅡ住宅という考え方を応用することで、住まい手が自由に空間をつくる
ことを可能にした。その一つがパネルシステムでW900×H2700mmのパネルを天井につけたレールによって移動
させ、自由に空間を間仕切ることを可能にした。今後は空間の他に設備の可変性が求められる。
動機 都市 操作手法 建築の大きさ
事例No. 12
コラボレーションとしてのSII住宅
寸法体系の変更
構造部材（SRC 造）
天井を剥がし既存現し
排水配管
可動間仕切のレール
開口
水回り 仕切り壁の再編集
床仕上げ：OSB,MDF（仕
上げによって領域性）
住居：賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 13
RE-KNOW東日本橋
新建築（特集） 2006.02
http://www.open-a.co.jp/portfolio.php?p=720
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都中央区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2004
Open A Ltd.
住居
1969
業務
オフィス（倉庫）
転用前 転用後
 東日本橋に建つこのビルは築40年弱でもともとはオフィス、倉庫として使用されていて、数年間廃墟となってい
て、ある投資家が競売で入手したものであった。その建物を集合住宅を転用した事例である。
R-projectのひとつであり、いくつかの個人投資家の仕事とのひとつとなっている。
何を作るかより、何を省くか、マイナスのデザインという、編集的な設計プロセスを経た。それに立地条件や、ど
のくらいの投資をしてどのくらいの賃料を設定収入があれば採算が合うのか、簡単なエコノミクスを見つけるため
のシミュレーションを行った。

 集合住宅：住宅
ベースビルディングが持つ隠れた空間的な色気のようなものを感じ取り、たとえばコンクリートの素地の様子や、
梁のダイナミックさなど、そのビルが持っているポテンシャルを最大化する。（マイナスのデザイン）スケルトン
にしたガランとした空間に必要最低限の設備をまるで家具のようにゴロンと乱暴に配置する。サバサバした空間
だ。設計者はこのような作業をミニマム・コンバージョンと呼んでいて、いくつかの仕事をしているうちにノウハ
ウ化できたという。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、素材
事例No. 13
RE-KNOW東日本橋
仕切り壁の再編集（ガ
ラス仕切り）
減築（マイナスのデザ
イン）
コンクリートの素地の
様子
構造部材（RC造）
張の演出（ダイナミッ
クさ）
開口
水回り（キッチン・風呂）
外壁
住居：集合住宅
情報源 掲載号
事例No. 14
早稲田大学本庄ドミトリー改修プロジェクト
新建築 2004.11
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100411&pos=13&from=backnumber
https://www.yamashitasekkei.co.jp/project/wasedaunivhonjodomitory/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
埼玉県本庄市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ドミトリー
2004
山下設計
宿泊
1971
教育
セミナーハウス
転用前 転用後
 築33年を迎えた早稲田大学本庄セミナーハウスを個室型の宿泊室を中心とするドミトリーへと全面改修した事例
である。「グレーチングバルコニー」と名付けた鉄骨架台を建物外周部に配置し、新たな設備配管ルートおよび屋
外機スペースを確保した。このバルコニーは、環境制御の装置としても機能しており、表皮となる有孔折板の配置
方法を方位や周辺環境に応じて変化させることで、空調負荷の抑制や外部からの視線調整を図っている。

 ドミトリー：宿泊
計画ではドミトリーという性格上、滞在に最低限必要な家具や備品をあらかじめ建物側で用意することになった。
今回のワンルーム形式の場合、建築的な形態もさることながら、キッチンや家具などの空間を構成するプロジェク
トの配列そのものが、空間の質を決定づける大きな要因になる。２・３階の宿泊室ではデスク＋書棚＋クローゼッ
トを一体化した多機能家具を配置した。既存に起因する平面の違いから、間口の広い３階は多機能家具を中央に配
置、奥行きのある２階ではキッチン、家具、ユニットバスを三角形の位置に配置することで空間に緩やかな領域を
与えている。
動機 経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 14
早稲田大学本庄ドミトリー改修プロジェクト
寸法体系の変更
構造部材（RC造）開口
排水設備
水回り
多機能家具（デスク＋書
棚＋クローゼット） 二重床
仕切り壁の再編集 グレーチングバルコ
ニー
宿泊：ドミトリー
情報源 掲載号
事例No. 15
quaranta1966
新建築 2005.06
http://www.takenaka.co.jp/majorworks/23942002003.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100506&pos=10&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都目黒区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2005
竹中工務店＋日本建設
住居
1966
業務
オフィス
転用前 転用後
 東京、自由が丘にある築39年のオフィスビルを隣地駐車場に規模を縮小して建替え、既存建物を共同住宅にコン
バージョンした計画である。
建築プロジェクトを｢都市の部分改修｣と捉え、プロジェクトが如何に都市の価値を向上させるかとの視点で計画を
進めた。経済合理性、資源の有効活用、新しい開発モデルの確立を目指したストリートスケープと一体となった都
市環境の創出、建築機能改善などを総体的に模索し、これまでの単なる用途転換としての｢コンバージョン｣を越え
た、新築との併用という先駆的な解答を導き出した。

 集合住宅：住居
戦後の核家族の器として住宅という類型から乖離し始めた都心居住における生活をもう一度問い直し、最も優先順
位の高い順番で無駄を削ぎ落として機能を配置した。
２階はSOHO向けの間取りである。広い横連窓を活かし、空調機やパイプを露出させ高い天井高を実現させた。
動機 １、都市　２、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 15
quaranta1966
寸法体系の変更
構造部材（RC造）開口
仕切り壁の再編集
ガラスパーテーション
ベニヤと黒色ペンキの
仕上げ
外装（アルミルーバー）
ロフト（オフィスの階
高を活かす）
バルコニー
住居：集合住宅
水回り
空調・排水設備
情報源 掲載号
事例No. 16
木挽町御殿Project 6F
新建築 2005.06
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100506&pos=11&from=backnumber
http://forum.10plus1.jp/renovation/archives/072kobikimachi/
関連サイト1
関連サイト2
http://www.naya1993.com/00menu-frame/menu.html
関連サイト3
東京都中央区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅（６F）
2005
納谷建築設計事務所
住居
1975
宿泊
ビジネスホテル
転用前 転用後
 ビジネスホテルとして使用されていた築約30年のビルの6階を、新しいオーナーの住居へとコンバージョンした事例である。
前オーナーは、東京・銀座にある8階建てのこのビルの数フロアをビジネスホテルとして運営していた。今回は、このビル全体
をフロアごとにコンバージョンしていく計画「木挽町御殿Project」の一環として、6階のワンフロアをコンバージョンしてい
る。もともとビルの中央にエレベーターと直通階段が位置しており、フロアを大きく二分していた。来客が多く、サロン的な
スペースをつくりたいというクライアントからの要望があったため、東側部分をリビング、ダイニング、キッチンを含むセミ
パブリックゾーンとし、西側部分を寝室、子供部屋、サニタリーなどを含むプライベートゾーンとして設計した。

 住宅：住宅　ビジネスホテル時はワンフロア6室のプランだったが、これらの間仕切りをすべて解体した。東側のセミパブリックゾーンで
はLDKの空間を固定壁で仕切ることはせずに、カーテンやバーティカルブラインドで緩やかに囲むことによって、開放的でフレキシブルな空
間を設計した。また、フロア全体の天井高を2,000mm弱に設定し、LDKのエリアをそれぞれ300mmの織上げ天井にすることで、空間の領域
をつくりだしている。
もともとの配管に関する図面が残っておらず、解体後にはじめて上下階を貫通するユニットバス用の給排水管が6本存在することがわかったた
め、西側プライベートゾーンの水回りでは、その西側中央の一本を活用することになった。浴槽から6m以上離れていたために、このスペース
の床レベルを210mm上げることによって勾配を確保している。東側中央の配管に関しては、どうしても空間上に表われてしまうため、鏡面仕
上げのスチールのクロームメッキカバーをかぶせることで存在が目立たなくなるように工夫している。
動機 経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 16
Project 6F
寸法体系の変更
構造部材（鉄骨 ALC 造）
水回り
家具 パーティカルブラインドやカーテンによる仕切り
仕切り壁の再編集
天井面の変化
住居：住居
情報源 掲載号
事例No. 17
ホリックハウス
日経アーキテクチュア 2006.03.27
http://www.bluestudio.jp/rentsale/rs000592.html
https://tech.nikkeibp.co.jp/pdf/NA/20060327/755845/?ST=nxt_charge
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都文京区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2005
ブルースタジオ
住居
1992
業務
オフィス
転用前 転用後
 オフィスビルを一棟まるごと住宅にコンバージョンする取り組みの先駆けとして話題を読んだ。高級分譲マンショ
ンを目指して船出したものの（2003年）、思いのような制約には至らず、事業計画を見直して賃貸メンションへ
とかじを切った。コンバーションの可能性と限界が垣間見える取り組みとなった。

 集合住宅：住宅
１フロアを２分割して作った標準的な住戸は、生活に必要な最小限の設備は備えるが、内装仕上げを施さない”ス
ケルトン貸し”だ。賃貸マンションへと企画を変更した時点で、建物はオフィス時代の内装を撤去したスケルトン
状態。一方、十分な改修コストを投入できる余裕は既になくなっていた。そこで、ペンキを塗ってもいい、ペット
を飼って汚してもいい＿＿。スケルトンという状態を逆手に取り、自由に住空間を演出したい”こだわり層”をター
ゲットにする事で道が開けた。
３階住戸は分譲マンション用に作ったモデルルームでそのまま貸している。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、時間
事例No. 17
ホリックハウス
寸法体系の変更 居住者が自由に住空間
を演出して良い
構造部材（RC造）開口
仕切り壁の再編集
壁：塗装のみ
１階ファサード
床・天井：コンクリー
ト現し
住居：集合住宅
水回り
情報源 掲載号
事例No. 18
Park Axis 門前仲町
新建築 2006.02
http://open-a.co.jp/portfolio.php?p=862
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都江東区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2005
Open A Ltd.
住居
1990
業務
オフィス
転用前 転用後
 「東京R不動産」を使って生まれた、門前仲町のプロジェクトである。大手ディベロッパーがこのサイトを見て築
15年のオフィスビルをなんらかの方法で再生するアイディアを考えて欲しいという依頼であった。
10階建ての空室が目立つオフィスビルを集合住宅へと転用した事例である。
おそろしく普通のオフィスビルであったが、上層部からは隅田川と佃島の素晴らしい風景が眺められるという閉じ
た壁の向こうにポテンシャルが眠っていた。
このプロジェクトの変わった工夫として、結果連動型設計報酬とした（価格とスピードでその賃貸集合住宅が埋
まっていったかに連動して設計費が変形する）。

 集合住宅：住宅
風景を塞いでしまっていた小さかった窓は構造限界まで拡張し、大窓にすることでスーパービューのリビングに
なった。最上階のスラブはぶち抜き、かつては室外機置き場だった屋上とつなげてプライベートデッキにした。１
階の付置義務駐車場は２階と繋げてメゾネットのガレージハウスにした。不利な制約をことごとく逆手にとって価
値化することに注力している。
動機 環境 操作手法 建築の大きさ
事例No. 18
Park Axis 門前仲町
寸法体系の変更
構造部材（RC造）
水回り
開口の拡張
照明
仕切り壁の再編集 階段（メゾネット住
戸）
ガレージ
デッキ（最上階）
住居：集合住宅
情報源 掲載号
事例No. 19
松原ハウス
新建築 2006.02
http://www.hiroshikikuchi.com/?mode=proj&no=6170&la=jp
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都世田谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2005
菊地宏建築設計事務所
住居
1965
住居
戸建住宅
転用前 転用後
 築40年程の木造の一軒家を長屋形式の二住戸の賃貸に変えるプロジェクトである。きちんと調整すれば魅力的な
ものになると固く信じて設計に挑んだ。すでにそこに建物があることから空間を整理する作業が大きな部分をしめ
た。まず空間を確保し、小割されていた部屋をまとめ大きくした。それにあわせて光の量も調整した。北側にまっ
たく窓を持たなかったことから大きな窓を設け十分安定した光を入れた。逆に二階南側の既存開口部は大きすぎた
ので、一部隠蔽した。一階においては北側の窓を集合させ大きな開口とした。同じ窓面積でも形を整理するだけで
随分その明るさは違った。外壁は、エンジ色とした。ガラスに映りこむ明るい緑と外壁のエンジ色が境界で衝突し
それぞれの色を強く高めあうようにした。

 賃貸住宅：住宅
設計が進むにつれ、この空間は全く異なるイメージを挿入することができた。１階は、列車の車窓。玄関を入り、
左の引き戸を開けると長窓の車窓が広がる。一連の動作を列車に乗り込む動作と一致させ、寸法も合わせた。２階
は教会。これは空間の形と現れた構造がそれに似ていたからに他ならない。光の入れ方は教会を意識している。１
戸建を２住戸に変えるということ、空間や光の調整など作業を進めるにあたり予想していなかった空間の変化が生
まれた。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、素材
事例No. 19
松原ハウス
寸法体系の変更 既存柱が目立つ塗装
構造部材（木造）
開口（拡張・隠蔽も含む）
水回り（２住戸分） 外壁仕上げ（エンジ色）
仕切り壁の再編集
壁：構造用合板
天井を剥がすことで
生まれた屋根裏
住居：賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 20
月影の郷
新建築 2005.09
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100509&pos=12&from=backnumber
https://satomono.jp/school/15222/1794/
関連サイト1
関連サイト2
http://forum.inax.co.jp/renovation/archives/052tsukikage/052-summary.html
関連サイト3
新潟県上越市
https://www.reform-online.jp/news/renovation/12820.php
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊体験交流施設
2005
NASA設計共同体＋他４大学研究室
宿泊
1972
教育
小学校
転用前 転用後
 地域の少子化・過疎化により閉校となった、新潟県上越市・月影小学校の再生計画である。2001年に小学校閉校
が決定して以来、この4つの研究室は、他学間共同研究プロジェクトとして地元住民とのワークショップを開き、
地域の核となってきた小学校をいかに残すか、議論を繰り返してきた。3年におよぶ基本設計までの学生と地元住
民とのワークショップの過程では、アーティスト・イン・レジデンスへの転用なども目論まれていたが、結果的
に、農林水産省からの補助金を受け、地元在来のアグリツーリズム（農村田舎体験）を基盤とした、宿泊体験交流
施設へと用途転用することになった。

 宿泊体験交流施設：宿泊
全体が透徹し・完結したデザインを優先せず、各階各室の個性を生み出しながら、3階教室などの未完部分を積極
的に作ることで、今後の継続的な展開の可能性を備えた建物となっている。階は普通教室を二分割し、ロフトを新
設することで７名定員の宿泊室とした。改修工事の一部は、学生たち自身の手でセルフビルド。オープン後も年2
回のルーバー交換などの機会を利用して、展示や家具づくりを地域の子どもたちや住民と協働して行った。さら
に、施設を運営するスタッフは、すべて地元の人たちで構成されている。
動機 １、懐古　２、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、時間、ソフト
事例No. 20
月影の郷
寸法体系の変更 竣工後の活動 学生・地域住民参加の
ワークショップ
セルフビルド
交流の場としての機能
構造部材（RC造）開口
仕切り壁の再編集
外装（木質ルーバー）
ロフト
宿泊：宿泊体験交流施設
照明（ポータブルラン
プ）
家具（ベット・棚）
情報源 掲載号
事例No. 21
ラティス芝浦
日経アーキテクチュア 2006.3.27
http://www.bluestudio.jp/portfolio/po000959.html
http://www.takenaka.co.jp/majorworks/21506622006.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都港区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2006
竹中工務店＋ブルースタジオ
住居
1986
業務
オフィス
転用前 転用後
 芝浦運河に面して建つ築１９年のオフィスビルを賃貸住宅・ＳＯＨＯにコンバージョン（用途変更）した事例であ
る。多様なライフスタイルを求めるクリエイター層をターゲットにし、芝浦運河沿いという恵まれた立地、階高
3.8ｍの既存建物の躯体を最大限有効に活かした、全60戸からなる賃貸住宅・ＳＯＨＯである。バリエーションに
冨んだ、遊び心を充足できる生活空間を提供すると共に、塗装により外観も一新し、運河沿いに新しい風景を創出
しました。コンバージョン物件としては、当時日本最大級。
（2014年に解体）ラティス青山同様当初から2014年末には取り壊される条件で再生が行われた。「残された余
生をどのように過ごすか」これも再生建築ならではの問題なのかもしれない。

 賃貸住宅：住宅
オフィスビルの特徴である高い階高、大きな横連窓を活かし、湾岸のロフト暮らしをイメージしたつくりとし、1
階は住居内に車庫を併設したガレージハウス。上階は大型エレベーターで自室までバイクなどを搬入可能。最上階
は、200㎡超のペントハウス。全室に趣味のためのスペース「土間」をゆったりと設けている。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、時間、ソフト
事例No. 21
ラティス芝浦
寸法体系の変更（入れ
子）
将来解体を視野に入れ
た再生
クリエイター層をター
ゲットに改修
構造部材（SRC 造） 連続開口
外壁仕上げ（塗装）
仕切り壁の再編集水回り
照明
衛生設備
土間
ガレージ
階段（メゾネット住
戸）
ロフト
住居：賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 22
求道学舎リノベーション
新建築 2006.08
http://www.shu-koh-sha.com/works/housing/kyudogakusya.html
http://forum.10plus1.jp/renovation/archives/084kyudo/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都文京区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
コーポラティヴ集合住宅
2006
近角建築設計事務所／集工舎建築都市デザイン研究所
住居
1926
武田五一
住居
学生寮
転用前 転用後
 文京区本郷に建つ築80年の旧学生寮を事務所を含むコーポラティブ方式の集合住宅へ再生した事例である。歴史
的建造物の再生において、大きく二つ問題になるのは、やはり躯体自体の経時変化対策と、以降の使用のための設
備の更新である。本プロジェクトでは、「スケルトン補修」のフェーズと、「インフィルインストール」のフェー
ズとの大きな二つの施工フェーズを独立したかたちで設定し、それぞれの目標を定めるかたちで改修を行なってい
る。これは定期借地権の分譲という仕組みを使うこととセットになる方針であり、融資関係、責任範囲、またス
ペックの意思決定などをクリアにすることができた。

 コーポラティヴ集合住宅：住宅
コーポラティヴということもあり、旧躯体のスパン単位で、4スパンを基本としたバリエーションの設定、および
各入居者とのセッションによるプランニング、自然素材を基本とした内装コーディネートなど、肌理細やかな住居
デザインが心がけられている。また、躯体の階高が十分に取れたこともあり、床下に230mmのふところを設定で
きた。これにより設備配管の引き回しに自由度がとれ、また、さや管ヘッダーの使用によりメンテナンス性も向上
している。敷地内に残された大樹をそのままにすることにも配慮した施工が行なわれ、その努力の結果、敷地内の
豊かな緑環境も無事引き継がれることになった。
動機 １、起源尊重　２、懐古 操作手法 建築の大きさ　、ソフト
事例No. 22
求道学舎リノベーション
寸法体系の変更 コーポラティブ方式、
定期借地権による居住
者自ら建物の維持保全
構造部材（RC造）
さや管ヘッダー
サッシュ変換（採光） 仕切り壁の再編集
外壁の耐久性確保（ポ
リマーセメントモルタ
ル等）
天井・床仕上げの更新
（自然素材）
住居：コーポラティブ集合住宅
情報源 掲載号
事例No. 23
帷子（Katabira）の家
住宅特集 2009.02
http://www.atelier-ash.jpn.com/works/R-04_katabira/index.htm
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=200902&pos=10&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅
2006
矢田朝士
住居
不明
業務
事務所＋店舗
転用前 転用後
 都市部の商店街に建つ小規模ビルの2階フロアの一部を設計者の両親のための住宅へ改装したものである。錫の
テーブルの天板、和紙を貼ったガラス戸、ステンレスの仕上など、素材や色彩の使い方でいろいろな空間を生み出
すことを試みている。それらの試みによって、一日の中でゆっくりと変化してく光や空気をとらえることができる
終の住まいが目指されている。

 住宅：住宅
半透明のパーテーションを使い、微かに反対側を映し雰囲気を伝えつつ軽やかに間仕切る光の光のスクリーンをつ
くった。寝食の区切りは麻布張りの透ける建具を使い、風を通し、透過した柔らかな光を部屋の隅々にまで届け、
光と人の動きを陽炎のように映す。
家族スペースは東側全面が収納であるが、建具を屏風に見立てることで舞台のようなハレの場となり、光の陰影に
よってそこにはリズム感が生まれる。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、素材
事例No. 23
帷子（Katabira）の家
寸法体系の変更 素材や色彩でさまざま
な空間
構造部材（S造ラーメン）
吊天井
天井仕上げ（レベル変化）
半透明パーテーション
屏風に見立てた建具
麻布張り建具
開口（格子の縁取り）
照明
ガラス框戸
スズ天板のテーブル
住居：住宅
情報源 掲載号
事例No. 24
西新井の住宅
住宅特集 2007.04
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=200704&pos=7&from=backnumber
http://www.naya1993.com/00menu-frame/menu.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都足立区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅＋賃貸住宅
2006
納谷学＋納谷新／納谷建築設計事務所
住居
1989
商業
店舗
転用前 転用後
 既存は鉄骨造＋ACLの築16年３階建ての店舗であり、その１階をクライアントの住宅に２階を賃貸住宅へと転用
した。１、２階は店舗であったため、上下階をつなぐ内部鉄骨階段があった。この階段を取り除き、１階と２階を
独立させた。
建主住戸についてはバリアフリー仕様としており、間仕切り壁のかわりにレースのカーテンで部屋（領域）を仕切
り、開口部のクレセントの位置やキッチンの高さを下げて、車椅子での生活に対応させている。

 専用住宅＋賃貸住宅：住宅
１階ではこの住宅のどこにいても住戸全体を見渡すことができ、防犯上の死角をつくらない大きなワンルームを用
意した。その上で自由な動線、ちょうど８の字が連続してサーキュレーションできるような行き止まりのない計画
を心がけた。ワンルームながら緩く領域をつくり、自由に境界を変化させプライバシーを守るため、平面を４分割
し、その二つのゾーンだけを造作家具と折上げ天井により仕上げた。半分だけ仕上げて全体を成立させた。そして
仕上げた二つのゾーンの中に複数の小さな領域を構成した。やわらかい境界を作り出す素材を使用している。
小さな領域をいくつか生み出す試みだが、最小限の仕掛けで最大限の効果を得ることを目指している。
動機 経済 操作手法 １、建築の大きさ（小さな領域）　２、素材
事例No. 24
西新井の住宅
柔らかな素材で空間の
領域分け
寸法体系の変更
構造部材（S造 +ACL）
造作家具
風呂（車椅子用）
折り上げ天井
バーティカルブラインド
レース状カーテン（間仕
切り壁の代わり）
緩やかな領域わけ
住居：専用住宅＋賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 25
VIlla Vista
新建築 2007.08
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100708&pos=5&from=backnumber
http://www.iida-arc.com/works/315/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都世田谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2007
飯田善彦建築工房
住居
1980
住居
社宅
転用前 転用後
 第一生命が池尻に所有する1980年竣工の家族用社宅を賃貸住宅として再生させた事例である。
増改築前は傾斜敷地に合わせて半層ずれた二つの建物が外階段で繋がれた、変則的な構成のRC構造の３階建の建
物である。立地の良さ、構造的有意性という二つの点からクライアントは建築を残したいと考えた。また、クライ
アントの歴史的、もしくは倫理的な認識、生保という業態の中で先達が社業として展開してきたこれまでの成果に
対する自負と敬意があるように感じられた。

 賃貸住宅：住宅
内部は間仕切り・天井は全て取り払い、既存の大きな梁を手がかりにしながら多様なプランを試みている。現状を
調査しながら現場と検討を重ね、居室部分は天井高を確保できる直天井にしながらも、既設の打ち込み配管や家
具、壁・天井の懐を利用するなど、すっきりと納めた。壁面位置を変更することで元バルコニーを室内化してい
る。
増築部は、エレベーターシャフト以外は屋上に載せる、あるいは横に持出すなどして既存の建物に付加している。
動機 １、懐古　２、周囲環境 操作手法 建築の大きさ
事例No. 25
VIlla Vista
増築（屋上、横に付加）
寸法体系の変更
構造部材（RC造）
既存梁を表し（空間の
仕切り）
住居：賃貸住宅
増築部の構造部材（S造）サッシ（木製に変換）
設備ユニット
水回り
家具（機能をまとめる）
間仕切り壁の再編集 バルコニー（避難経路）
デッキテラス
EV
直天井（天井の撤去）
壁仕上げ（シナベニヤ、
新旧の対比）
情報源 掲載号
事例No. 26
SAYAMA FLAT
新建築 2008.08
http://schemata.jp/sayama-flat/
https://www.archdaily.com/271584/sayama-flat-schemata-architects
関連サイト1
関連サイト2
http://architectuul.com/architecture/sayama-house
関連サイト3
埼玉県狭山市
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100808&pos=19&from=backnumber
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2007
長坂常／スキーマ建築計画
住居
1978
住居
社宅
転用前 転用後
 都心部からはずれた街に建つ築29年の社宅を集合住宅へとコンバージョン。単身者やDINKsを対象とした住戸で
は，インテリアの一部を残しながら間仕切り壁や押し入れなどを撤去し，残された素材が新しい関係性をつくり出
した。資本が投下されない地域での改修の提案。
工事費を抑えるためにも、４室のみ現場にて1/1スタディをセルフビルドで行う方法をとった。その４室の承認が
取られ残りの部屋の改修も行った。

 集合住宅：住宅
予算もないことからその「引く」だけで再構成するデザインを考えた。具体的には所々の壁を取り除き、いままで
関係してこなかったモノ同士が向かい合い関係付けられることによって、それらが時に美しく見えることに気づ
き、その間引くことでデザインする方法を本プロジェクトのコンセプトとした。例えば、nLDK的の和室にある障
子が壁を挟んで隣り合う、洋室のキッチンとその間の壁を壊すことで関係を持ち新たな秩序が生まれるそんなデザ
インである。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、素材、時間、ソフト
事例No. 26
SAYAMA FLAT
寸法体系の変更
（マイナスのデザイン、
引くデザイン）
マイナスのデザインで
生まれる新たな素材の
関係性
４室を試験的に先行し
て実施
入居後、内装を自ら手
を加えて良い
構造部材（RC造）
（梁・柱を現しに）
壁・床：防塵塗装、ビニ
ルクロス
壁・天井：コンクリート
現し
住居：住居
襖
開口
設備
水回り
障子
床：エポキシ樹脂の厚塗
り
入居者自らの手による
内装の更新
情報源 掲載号
事例No. 27
HUNDRED CIRCUS East Tower
新建築 2008.08
http://www.nikken.co.jp/ja/archives/00208.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100808&pos=18&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都新宿区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住居＋ホテル他
2008
日建設計（基本設計）
複合
1991
宿泊
シティホテル
転用前 転用後
 1991年に開業したかつてのシティホテルを、サービスアパートメント、商業施設、オフィス、ジムなどの複合施
設にコンバージョンした事例である。
レストラン階は4組の建築家が客室に改修，低層階は共同住宅に用途変更した。交差点側は広場として都市に開
放。
総合設計制度許可の取消し願いや、構造大臣認定の2度の再取得、異種用途区画や避難規定など法関連の整理をす
ることで、超高層建築の再生を可能とした。

 共同住宅＋ホテル：住宅＋宿泊
地上５階まではもともと結婚式宴会ホールやチャペルがあったため、4.5~5.5mの階高がある。既存の躯体と外壁
で規定されるボリュームの中に、多様なタイプの住戸を織り込んでいる。設備や構造に加え、災害時の放棄的整合
などを、既存建物が内包していた様々な条件を拾いげてプラニングした結果、居室の天井高さ(最高3.85m)も相
まって、伸びやかで新鮮な居住空間が生まれた。高層階の部屋では窓の外に広がる都市風景とは対照的に、山小屋
を思わせる木仕上げのヒューマンスケールを持った日常的な空間をつくるなど様々な空間をもった建物へとなっ
た。
動機 １、周囲創出　２、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 27
HUNDRED CIRCUS East Tower
寸法体系の変更
構造部材（S造、一部
SRC+RC 造）
宿泊：ホテル
水回り
照明
開口
窓周り（ミラー）
内装仕上げ（紺と金基調）
内装仕上げ（木材）
切妻天井
床の段々作り（レベル変
化）
寸法体系の変更
増築
構造部材（S造、一部
SRC+RC 造）
既存ブレースの現し
仕切り壁の再編集
床の挿入
床：タイルカーペット
壁・天井：ビニルクロス
バルコニー（避難用）
階段（メゾネット住戸）
住居：共同住宅
開口
水回り
ホテル部（高層階）
住宅部（低層階）
情報源 掲載号
事例No. 28
まちやゲストハウス
住宅特集 2009/02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=200902&pos=12&from=backnumber
http://m-guest-house.jugem.jp/?eid=4
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
石川県金沢市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ゲストハウス
2008
アトリエ・ワン
宿泊
1888
住居
町屋
転用前 転用後
 「金沢アートプラットフォーム2008」の展覧会の一環として行われた築120年の町家の改修でゲストハウスとし
て再生させた事例である。町家を使っていく枠組み自体をデザインしようとするプロジェクト。ゲストハウスとし
て使用するために、大勢の学生が関わり、徹底した大掃除や既存の家具の再生、照明・寝具の製作、トイレの増築
を行った。

 ゲストハウス：宿泊
町屋ならではの光を体験する場所として、極力原型の空間に戻すことを考えた。さらには学生チームが中心となっ
てゲストハウスの企画立案を行い、既存家具の再生、照明器具の製作、浴衣のデザイン、のれん、布団カバーのデ
ザインと製作、什器の手配、引き出しギャラリーの運営、庭の整備を行った。
多様な主体がかかわり、助け合いながら運営するゲストハウスのような枠組みに置き換えれば、この町に潜む美と
して息を吹き返すのである。まず大事なのは、町屋改修そのものよりも、家とそこを使う人々との関係という枠組
みの作り替えであろう。持続的な枠組みが必要である。
動機 １、周囲創出　２、懐古 操作手法 建築の大きさ、ソフト
事例No. 28
まちやゲストハウス
学生チームによるゲ
ストハウスの企画立
案・持続的な運営の
枠組み
構造部材（木造）
根太、大引
宿泊：ゲストハウス
水回り（トイレ）
照明
開口
寝具
ファサード（格子）
土間：土間コンクリート
鏡面壁（土間とトイレ）
壁：既存土壁
天井：竿縁天井
床：既存床板
寸法体系の変更
情報源 掲載号
事例No. 29
Kanta's Jungle・LCSH#14
住宅特集 2009.07
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=200907&pos=1&from=backnumber
http://www.kenyokogawa.co.jp/worksDtl.asp?k=59
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
愛知県名古屋市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅
2008
横河健／横河設計工房
住居
1985
商業
店舗＋倉庫
転用前 転用後
 喫茶店として使われていた川沿いの鉄骨造の倉庫を住宅として転用した事例である。1階天井の一部を抜いて吹き
抜けを取り、1階と2階の気積をつないだ。吹き抜け部分リビングの床は石張り。それが外部テラスと統一した仕
上げとなっていて、外部が内包化されたような、インテリアが外に開くような空間がつくられている。既存建物の
検証済み証が残っていなかったことから役所から改修の申請はおりなっかた。そのため構造負荷を減らす、より危
険性が増大しない改修計画へと方針を転換した。
地域の方にとって以前の喫茶店は一つの風景になっており、駐車場に敷いて再利用した枕木を見て懐かしむ人もい
るという。

 専用住宅：住宅
桜並木とともに川を目の前にした、開かれた敷地である。喫茶店として使用していた鉄骨のフレームを利用して予
想外の空間ヴォリュームを想像してみようという閃きがあった。10m以上×8mの平面と既存の２階建にもう一つ
の床を組み込むことで３層の立体ジャングルができる、これはコストをあまりかけずとも通常の住宅スケールを超
える立体的な空間を手にすることを意味するのだ。さらに目の前の桜並木に思いっきり開いて屋外の空気を引き込
むようにすれば、半屋外的な主室はさらに住宅スケールを超える。室内の間仕切りは極力無くし、素材もドライな
仕上げにした。
動機 １、懐古　２、経済 操作手法 建築の大きさ、時間
事例No. 29
Kanta's Jungle・LCSH#14
寸法体系の変更 喫茶店時の素材を他の
箇所で使用
構造部材（S造）開口（ファサード面）
開口回り（サッシュ）
トップライト
床レベルの再編集
床仕上げ（床暖房）
外壁
天井：杉足場板
外壁仕上げ：ガルバリウ
ム鋼板
吹き抜け（床一部撤去に
よる）
ロフト
螺旋階段
住居：専用住宅
家具（テーブル他）
空調設備
水回り（トイレ）
情報源 掲載号
事例No. 30
裏磐梯のホテル
新建築 2009.12
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=100912&pos=2&from=backnumber
https://shinkenchiku-db.com/20091202-2/
関連サイト1
関連サイト2
https://aalto-s.com/1/
関連サイト3
福島県北塩原村
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
2009
益子義弘　河合俊和　大竹慎太郎
宿泊
1969
宿泊
保養施設
転用前 転用後
 既存の築40年の保養施設を、民間のホテルとして再生させた事例である。右手前のレストラン、切妻屋根の左端
にある露天風呂、北側のポーチや渡り廊下が増築された。
本体の骨格は今後にも十分に保ち生かせるものと診断された。また、当初に意図された建築としての全体のシル
エットは、一帯の風景におおよそ適っているものと思われた。
周辺の特色ある風景や環境を滞在する人たちの経験にいかに新鮮に結ぶことができるか、それが改修全体の課題で
あると考えた。

 ホテル：宿泊施設
客室は、既存の骨格を読み解く中ですべてのプランが異なるものとなり、また最上階の客室は小屋組みに誘われて
高い吹き抜けの空間となっている。それらの多様な構成は、おそらくまったくの新規の計画の中では生まれ得な
かっただろう。改修という地(既存)と図(構想)の交錯の中から発想された具体化されたものと言ってよい。なお、
全体の構成素材には地場の自然材を多く用いている。その意図は言うまでもなくこの地域固有の空間の質に関わる
ことであると同時に、デザインを際立たせず自然な安らぎの空気をいかに生み出せるかということを目標に置いた
ことにもよっている。
動機 １、環境　２、経済 操作手法 素材、建築の大きさ
事例No. 30
裏磐梯のホテル
寸法体系の変更
増築（レストラン、風呂）
構造部材（木造、一部
S+RC 造）
地場の自然材
宿泊：ホテル
水回り
照明
空調設備
客室用家具
開口
開口回り（格子、サッシ）
仕切り壁の再編集 EV（客室の領域変化）
壁仕上げ：漆喰塗り
半透明な間仕切り壁（柱
＋格子）
情報源 掲載号
事例No. 31
FTK BLD.
新建築（特集） 2009.11
http://aokou.jp/works/refining/apartment/ftkbld/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
兵庫県神戸市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅＋店舗
2009
青木茂建築工房
複合
1972
医療福祉
医院
転用前 転用後
 既存建物は1972年に建設された医院である。二つの医院で運営されていたが、入院扱いは取り止め、外来診療の
みによる規模縮小に伴い、この機会に「被災を知る古い建物を再生しながら、地域を活性化させたい」というクラ
イアントの強い想いから計画がスタートした。
アーケードから見える1、2階は店舗とした。アーケードと連続した中庭に面することにより、奥の店舗にも高い
賃料設定が可能となった。アーケードから隠れる3～5階は共同住宅としている。外観は、中庭、店舗へ引込むア
プローチ動線をそのままデザインとして反映した。

 賃貸住宅：住宅
「光の中庭」はアーケードの中の憩いの場として地域に解放している。商店街の催し、近畿大学による音楽会等地
域の中庭として機能している。増築部の住宅も既存の建物に合わせ新たに作られている。
動機 １、周囲創出　２、懐古 操作手法 建築の大きさ、時間、ソフト
事例No. 31
FTK BLD.
増築
寸法体系の変更
中庭の地域への解放歴史を刻んだ壁
構造部材（RC造、一部
S造）
構造部材（増築：S造）
構造補強（柱、梁）
開口の拡張 中庭（光）
バルコニー
住居：賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 32
後藤寺サクラ園
新建築（特集） 2009.11
http://aokou.jp/works/refining/welfare/post_17/
http://www.gotouji-sakura.com/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
福岡県田川市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅（高齢者）＋デイサービス
2009
青木茂建築工房
医療福祉
1965
住居
社宅
転用前 転用後
 事例は1965年ごろ竣工し、元々の用途は旧国鉄の寄宿舎であり、現オーナーが10数年前に土地ごとに建物を取得
したものであった。施主の希望はこの建物を高齢者向け賃貸住宅とデイサービスに転用することであった。賃貸住
宅部分は最低30戸がないと事業の採算が合わず、既存建物では収まらないため、増築が必要となった。
本計画は福岡県の高齢者優良賃貸住宅制度の補助認定を受けている。既存建物部分は改良住宅として全体が補助対
象となりその費用の2/3に補助金がつくこととなった。

 賃貸住宅：住宅
一部屋の大きさを十分に確保して高齢者向けにするため、既存の部屋の二つをつなげることで新たな居室をつくり
あげている（構造上不要なRC壁の解体＝引くデザイン）。2005年の改正建築基準法により、1/2以上の増築が
あった場合には構造上は既存不適格とはならず、現行法の既存遡及が求められる法律ができた。よって既存建物に
は延床面積の1/2以内の増築となるよう昇降機、事務室のみ増築し、残りは敷地西側に別棟で増築を行った。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 32
後藤寺サクラ園
寸法体系の変更
増築 (EV含む、別棟）
構造部材（RC造、一部
S造）
構造部材（増築：S造）
構造補強（柱、梁）
開口の拡張（サッシを
含む）
水回り
住居：高齢者向け賃貸住宅
仕切り壁の再編集
外壁の新設
外装目隠しスクリーン
EV
情報源 掲載号
事例No. 33
HANEGI G-House
住宅特集 2010.08
http://ymgci.net/gallery-category/residential/#hanegi-g-house
https://www.archdaily.com/490378/hanegi-g-house-makoto-yamaguchi-design
関連サイト1
関連サイト2
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201008&pos=4&from=backnumber
関連サイト3
東京都世田谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2009
山口誠デザイン
住居
1986
住居
専用住宅
転用前 転用後
 1986年に建てられた、ごく見慣れた印象の木造2階建て戸建て住宅を上下階に分けて２戸の賃貸長屋住宅へと改
修し、建物の継続的な利用を目的とした事例である。単身者やカップルのための住まいおよびSOHO利用を主に
想定している。改修をするにあたり、既存建物と改修部分とをともに「部分」として扱いコラージュする。コラー
ジュすることで、空間構成としてある種の不整合さを生みだしている。
この住宅は継続的な保守がなされ、経年による不具合は特になかった。

 賃貸住宅：住宅
既存建物を”構造としての”軸組、そこに付随する”表層としての”障子や長押などと序列をつけて整理せずにすべて
等しく「部分」としてとらえ直した。そして新しく付け加えるものも同列に「部分」として扱い、すべてを取捨選
択しながらコラージュする。そうすることで新旧の要素が不可分に混ざり合う状態となった。例えば、２階では新
設のガラス壁が細長い室内を手前と奥のスペースとして間仕切る一方、既存の軸組がそのガラス壁をまたいでい
る。またガラスの高さは1.8m程度なので、その上方で室内は繋がっている。
動機 １、懐古　２、経済 操作手法 素材、建築の大きさ
事例No. 33
HANEGI G-House
寸法体系の変更 部材を全て「部分」と
してとらえ直す（新旧
の対比）
構造部材（木造）（長押
し、柱、梁などの現し）障子
間仕切り壁の再編集（ガ
ラス壁含む）
床仕上げ：磁器質タイル
外壁仕上げ：リシン吹付
内壁仕上げ：PB
テラス（外壁をまたい
で配置）
水回り
照明
住居：賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 34
ルミナスコート壱番館
新建築（特集） 2009.11
http://aokou.jp/works/refining/apartment/post_15/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
千葉県千葉市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
社宅＋賃貸住宅
2009
青木茂建築工房
住居
1969
住居
寮
転用前 転用後
 千葉市に建つ築39年の5階建ての共同住宅（旧社宅）を所有されているクライアントから「一部を社宅、残りを共
同住宅として民間に貸したい」と依頼を受け、階段室型（いわゆる公団住宅型）の共同住宅をどのようにリファイ
ニングするかがテーマとなった。
耐震補強、補修、設備の更新、デザイン性をふまえた内外装の更新を計画し、また、現代においては使い勝手の悪
い間取りの階段室型（5階建）の既存建物に、共用廊下とエレベータの動線を付加（増築）する事で、建築的・収
益的にバリューアップを図り、一部は社宅として、その他は賃貸物件として建物を蘇らせる計画とした。

 社宅＋賃貸住宅：住宅
クライアントは板金関連の会社であり、自社製品を多様に採用し、その施工技術を表現する格好の場となった。正
面外壁面をグレーチングや角波型ガルバリウム鋼板で既存建物をパッケージした。
内部の間取りは1R、1LDK、2LDKの3タイプを計画し、地域の不動産状況に合わせ、現代の生活スタイルに合っ
た間取りとし、設備は全て一新とした。
また、施工は建築主自ら自社施工を行ない、コストの部分についても、「低コスト」へのチャレンジを行ってい
る。
動機 １、経済 操作手法 １、建築の大きさ
事例No. 34
ルミナスコート壱番館
寸法体系の変更
増築（新規導線確保）
構造部材（RC造）
構造部材（増築：S造）開口部サッシ
設備
住居：社宅＋賃貸住宅
仕切り壁の再編集
外壁の新設（金属板）
ガラス間仕切り
EV
共用廊下
エントランス
情報源 掲載号
事例No. 35
目黒のテラスハウス
新建築 2011.02
http://www.speac.co.jp/archives/204
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101102&pos=14&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都目黒区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
賃貸住宅
2010
宮部浩幸／SPEAC
住居
1950
住居
戸建住宅
転用前 転用後
 空家になりかけた築60年の木造住宅を庭とともに二分割し賃貸向けにテラスハウスとして再生した事例である。
既存の建物は広い庭のついた一軒家、庭に茂った緑は周辺でも貴重な存在である。今回は庭の貴重な緑や建物が重
ねてきた時間を価値として活かし、庭も建物も継承できる方法を模索した。リフォームして賃貸すると周辺のマー
ケットに置いてはかなりの高額物件となり相当な空室リスクが予想された。そこで賃貸しやすい規模になるように
2分割し、庭付の長屋とした。古色を帯びた木部や庭の木々を活かしながらSOHO使用や二人暮らしに向いた空間
を作った。一軒で貸す場合よりも合計期待賃料は高くなり、空室リスクも下げることができた。

 賃貸住宅：住宅
家を２分割することで１戸当たりのサイズを小さくすることで入居者の幅を広げた。DINKsや子ひとり世帯を中心
にSOHO利用やアトリエ的な利用も想定した。２分割にあたっては、庭との連続性と上下階の音の問題を考慮し
て、南北方向に戸境壁を設け、二つのメゾネットとした。庭も南北に壁を設け２分割にした。塀の高さを高さ
1,800mmで視線は通らないが、声や気配は感じられる程よい距離感を作った。室内では古色を帯びた柱や梁を活
かすことで、時間的な厚みを感じる空間が生まれた。
動機 １、環境　２、懐古 操作手法 建築の大きさ、素材、ソフト
事例No. 35
目黒のテラスハウス
寸法体系の変更 空間とエコノミクスの
トータルデザイン
柱＆梁による時間的な
厚み
構造部材（木造）
柱、梁の現し
間仕切り壁の再編集 階段
戸境壁（耐震補強兼ねる）
庭の塀
外壁：アクリル樹脂エマ
ルション塗装
水回り
住居：賃貸住宅
情報源 掲載号
事例No. 36
８ビル
住宅特集 2012.08
http://www.shio-atl.com/work_54.html
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201208&pos=15&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
大分県大分市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住居＋オフィス＋ギャラリー
2010
塩塚隆生アトリエ
住居
1980
住居
単身者用アパート
転用前 転用後
 既存建物築３０年・ＲＣ造３階建ての単身者用アパートであった。６畳のワンルームが各階４戸・計１２戸が入っ
た建物を、オフィスやギャラリー・住居などが混ざり合った建物にコンバージョンした。 まず、建物に付随して
いるベランダや庇を取り除き、採光や通風など敷地内の環境を改善する。内装は躯体を残して取り除き、コンク
リートの壁を一部開口することで、同一フロアの各室が行き来できるようにした。同一サイズの室の連なりという
集合住宅の形式を使って、１２個の室と２つの階段室の組み合わせで、用途や必要面積の変化に微細に追従できる
多様さを持った建築に替えようとした計画である。

 共同住宅：住宅
３階の住宅を拡張する場合は２階の区画を住居として使ったり、１階のオフィスのスペースが足りなくなれば２階
のいくつかの区画をオフィスに当てたり、各階をそれぞれ一つの家族が使うことで３家族の共同住宅になり得た
り、２階の４つの区画をそれぞれオフィスやショップとしてシェアするなど、時間軸における使い方の変化を呑み
込む建築を目指した。12個の区画を住宅やオフィスとしてフレキシブルにシェアできる空間づくりになってい
る。内装は躯体を残して取り除いているが、内装を取り去った際の荒々しい表情が改修後の空間を特徴付ける。
動機 １、都市 操作手法 時間、建築の大きさ
事例No. 36
８ビル
寸法体系の変更 ４つの区画を時間軸に
おける使い方の変化に
対応
構造部材（RC造）
開口（フロアをつなぐ）
開口（ベランダ、庇の
撤去→採光、痛風）
水周り
住居：住居
天井：コンクリート現し
床・壁：コンクリートに
塗装（仕上げを剥がした
荒々しさを残す）
情報源 掲載号
事例No. 37
HOSTEL64 Osaka
日経アーキテクチュア 2010.4.26
http://hostel64.com/
http://www.haconiwa-mag.com/magazine/2015/07/hostel64/
関連サイト1
関連サイト2
http://www.footprints-note.com/guesthouses/osaka/6
関連サイト3
大阪府大阪市
https://tech.nikkeibp.co.jp/kn/article/building/news/20100426/540905/
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホステル
2010
アートアンドクラフト
宿泊
1964
業務
オフィス
転用前 転用後
 空室化が目立つ昭和のビル。1964年に建築され、かつては工具メーカーの倉庫＋事務所＋従業員宿舎として使わ
れたこの建物も、見つけた時は完全に空室状態。オーソドックスな外観で華やかさは無いものの年齢を重ねた渋さ
があった。建物が持つ趣きはそのままに、使い方を変えてみてはどうか。必要な確認申請をクリアして一棟まるご
と改修し、国内外からの旅人が訪れるデザインホステルとして息を吹き返した。新旧和洋混在のデザインコンセプ
トで、リアルな「日本」であり「大阪」を表現している。

 ホステル：宿泊
宿泊施設に転用しやすい要件は、建築基準法や条例などで規定する十数項目に及ぶ。避難階段や階段、出入口の有
効幅、採光などが含まれる。こうした要件を満たすオフィスビルを探して改修された。３～４階には和室と共用の
水回り設備などが既存であり、宿泊施設で利用しやすい条件が整っていた。また、ベットの幅を特注で製作するこ
とで基準を満たすようにした。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ、ソフト
事例No. 37
HOSTEL64 Osaka
寸法体系の変更 外国人旅行客をター
ゲット
構造部材（RC造）
客室（ドミトリータイ
プ）を区切る柱・梁
最小限の間仕切り壁の
再編集
外装はほぼ保存
階段特注ベッド
宿泊：ホステル
情報源 掲載号
事例No. 38
ホテル カンラ 京都
日経アーキテクチュア 2010.11.08他
https://www.uds-net.co.jp/work/hotel-kanra-kyoto
https://www.kokuyo.co.jp/com/press/2010/10/1096.html
関連サイト1
関連サイト2
https://tech.nikkeibp.co.jp/search/?q=%E3%83%9B%E3%83%86%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%A9%E4%BA%AC%E9%83%BD&type=&media=6&sday0=&sday1=&sday2=&eday0=&eday1=&eday2=&opt_num=0&opt_sort=0
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
2010,2016
UDS株式会社
宿泊
1989,1988
教育
教育施設
転用前 転用後
 京都 東本願寺北の築23年の教育施設をコンバージョンし、2010年秋にホテルが誕生した。「カンラ：感洛」には、日本が育
んできた美・知恵・おもてなしが息づく「洛」の地でその心 を「感」じてほしいという想いが込められている。
客室は既存の構造を活かしながら、京都の伝統的な住宅形式の町家をモダンに表現した、細長い”マチヤス タイル”のデザイン
が特徴。多くの客室に畳の間を備え、モダンでスタイリッシュな京都らしい空間は国内のみならず、海外のお客様にも高い評
価をいただいている。2016年隣に建つ専修学校を用途変更し39室の増床を行い、リニューアルオープン。 「継承と革新」を
デザインコンセプトに、セレクトショップ、3つのレスト ラン、スパが新たにオープンし、全68室の町家スタイルのラグジュ
アリーホテルとして生まれ変わった。

 ホテル：宿泊
客室は既存の構造を活かしながら、京都の伝統的な住宅形式の町家をモダンに表現した、細長い”マチヤス タイル”のデザイン
が特徴。 京都の職人技や自然を感じさせる要素を織り込み。「ここでしかできない体験」の提供に挑んでいる。
計画に際し、確認申請時に構造計算をしないで済む範囲の用途変更にとどめ、かつ初期投資を抑える設計を心がけた。専修学
校時代の外観はほぼそのまま残し、宿泊客の目が届く１回まわりだけ木製パネルとのれんを配して表の顔を整えた。細長い客
室も、外壁や基本的な避難経路には手を加えずに、開口を確保するために考え出した形態だ。
動機 １、経済　２、周囲創出 操作手法 建築の大きさ
事例No. 38
ホテル カンラ 京都
寸法体系の変更（隣接
建物も別棟へ改修）
構造部材（RC造、一部
SRC 造）
備品：スギ材
水周り：スギ・ヒバ材
宿泊：ホテル
外観の保存
間仕切り壁の再編集 まちやスタイルの客室
（水回り、畳敷き、小上が
り、ベットスペースの順）
情報源 掲載号
事例No. 39
メム　メドウズ（宿泊棟）
新建築 2012.01
http://www.japan-architect.co.jp/jp/backnumber/book.php?book_cd=101201
http://kkaa.co.jp/works/architecture/memu-meadows/
関連サイト1
関連サイト2
http://www.omi-gyu.com/blog/?p=9063
関連サイト3
北海道広尾郡大樹町
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊施設
2011
隈研吾建築都市設計事務所
宿泊
1980頃
産業
廐舎
転用前 転用後
 競走馬の牧場 (大樹ファーム) が、サステナブルな建築・都市のあり方を追求する研究・教育・研修施設として再
生した。その中の宿泊。ラボ棟が事例である。築30年の馬の厩舎は、馬の住まいから人間のための宿泊施設へと
再生された。馬の幸福は人間の幸福でもあるはずだという考えに基づいて、手を加える部分は最小限としている。
馬のベットルームであったところに、そのまま寝れるというのがこの牧場という環境で最大の贅沢と考えた。

 宿泊：宿泊
１階外壁と基礎を付加することで現行法規に適合させ、その新しい外壁を利用し、空気層と断熱材を追加し、住環
境を整えた。室内側の仕上げには乳白のポリカーボネート波板を用いることでうっすらと断熱材と木軸組が見える
ようになっている。宿泊室のインテリアには部屋の領域を区切れるような工夫が見られる。扉は既存の廐舎の際に
使われていた扉を使用している。
動機 １、懐古　２、経済 操作手法 建築の大きさ、時間
事例No. 39
メム　メドウズ（宿泊棟）
寸法体系の変更 馬が住んでいたところ
から人間が寝る場所に
構造部材（木造）
柱、束水回り
既存扉の再利用
家具：フレキシビリティ
の高いもの
基礎
間仕切り壁
床：構造用合板
壁：構造用合板、断熱材、
ポリカーボネート波板
（室内側）
宿泊：宿泊施設
情報源 掲載号
事例No. 40
町-Buildong
住宅特集 2013.05
http://maeda-inc.jp/%E7%94%BA-building/
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201305&pos=5&from=new
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
広島県福山市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
2011
前田圭介/UID
住居
1971
商業
店舗＋事務所
転用前 転用後
 商業地域に建つ３階建てビルを住居に転用する計画である。実測調査を行い鉄骨フレーム造であること、解体して
新築するより補強するほうが経済的であることが確認された。そこで各層をつなぐ階段室の配置や、ビルのスケー
ルを生かしつつ住宅のスケールを取り込むこと、周囲のビルとの関係から考慮された採光や通風などが検討されて
いる。場所の記憶とは一つの建築がつくるものではなく、周辺環境を含めた風景がつくりだすものである。ストッ
クを活かすことは過去と現在の時間を紡ぐだけでなく、地域性を反映した町並みを継承することでもある。スケー
ルを変えずに新たな価値を生成する行為は人々の記憶を緩やかに持続していくことにつながるだろう。

 専用住宅：住宅
新築の住宅では生み出せないスケールや延床面積から新たな価値の可能性を読み取った。新築と同等の費用を投資
しながら再生することの価値観を建主と共有していくことが何より重要であった。
スケールの変化する中で、退屈な垂直動線を工夫する必要があった。そこで連続した垂直移動の動作ではなく、フ
ロアレベルの変化がもたらす居場所によって退屈な移動の意識を解消させた。
２階に二つの大きさの異なるテラスを設けることで採光、空間の変化などをもたらしている。
動機 １、都市　２、懐古 操作手法 建築の大きさ
事例No. 40
町-Buildong
寸法体系の変更
減築
構造部材（S造）
ブレース補強 テラス（光＋緑）
吹き抜け
リビングの大開口
ボーダー状ファサード
壁・床・天井：構造用
合板
開口（既存サッシ）
スリット開口
照明
住居：専用住宅
間仕切り壁の再編集、ガ
ラス建具
情報源 掲載号
事例No. 41
THE SHARE
新建築 2012.02
https://www.the-share.jp/
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101202&pos=9&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
http://www.zycc.co.jp/works/public/016.php
関連サイト3
東京都渋谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
シェア住居＋オフィス＋店舗
2011
ジーク
複合
1963
住居
企業寮
転用前 転用後
 原宿駅近くに建つ築48年の企業寮を改修し、「シェア」をコンセプトにしたオフィスとシェア住居、商業店舗の
複合施設へと改修した。ラウンジやキッチンなどがあるシェアスペースは建物全体の耐震補強をすることで躯体間
仕切壁、外部キャットウォークの新設によってPSを撤去し見通しのきく空間をつくった。
街とつながる１階にカフェダイナーやアパレル等の店舗とラジオステーション、２階にはスモールオフィス・シェ
アハウス、3~6階に６４室のシェア住居を配した。

 シェア住居：住宅
この建物のデザインで重要なのは、ここで行われる活動やコミュニケーションの場をつくりだすことである。既存
躯体のラフな表情をベースに木質素材・グレイッシュトーンカラー・ヴィンテージ家具等によって構成された空間
は、親しみやすく自然と声を交わしたくなるような空気感を目指した。また入居者の創造性に呼応する柔軟性と余
白にも富んでいる。家具配置によって様々な用途に活用できるラウンジや、発表やブレストにも対応するチョーク
ボード壁と地域情報を交換するシェアマップなど、建物内のデザインは常にそこに集う人々の物語を映し出し、成
熟していくのである。
動機 １、周囲創出 操作手法 ソフト、素材、建築の大きさ
事例No. 41
THE SHARE
寸法体系の変更 既存躯体のラフな表情
をベースに木質素材や
落ち着いらカラーの仕
上げ
建物で行われる活動や
コミュニケーションの
場をつくりだすこと
構造部材（RC造）
設備
水回り
２重サッシ
間仕切り壁の再編集
天井（仕上げ撤去によ
る素材現し）
床（既存撤去後、タイ
ルカーペット）
キャットウォーク（室
外機用）壁：構造補強
住居：シェア住居
情報源 掲載号
事例No. 42
ホテルアールメッツ宇都宮
日経アーキテクチュア 2012.08.25
http://www.jred.co.jp/works/hotel/r_mets/index.html
http://www.belca.or.jp/bn201211.htm
関連サイト1
関連サイト2
https://tech.nikkeibp.co.jp/kn/article/nad/mag/20120810/579510/
関連サイト3
栃木県宇都宮市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
2011
ジェイアール東日本建築設計事務所
宿泊
1974
商業
店舗
転用前 転用後
 商業施設として使われていた駅ビルをホテルへコンバージョンした珍しいプロジェクト。階高の高さやフロアの広
さを積極的に活かし、豊かなホテル空間の創出を目指した。地元の大谷石採掘場をイメージし、デザインコンセプ
トは「Rolling Stones In The Hotel」。宿泊各階の廊下に礎石のように設置した「R-CUBE」は、「ジャズとカ
クテル」「サイクルスポーツ」など、栃木や宇都宮に関わる様々なテーマを表現している。
商業施設ならではの大空間を利用して、一般的なビジネスホテルに一味加える試みを随所に盛り込んだことが功を
奏した。観光地に近く、ビジネス客を観光に取り込むことで地域の活性化につながると考えた。

 ホテル：宿泊
宿泊客が利用できる多目的ラウンジは、２層の吹き抜け空間だったレストランフロアの構造を活用して、落ち着き
のある大空間に仕上げた。天井高も最大３mと商業施設からのコンバージョンだからこそ、初期投資を抑えながら
空間のゆとりを維持できた。商業テナント利用を前提として建設されたので、ホテルに合わせた平面計画が難し
い。採光条件と、部屋面積を確保し客室を配置した結果、廊下幅が1.8m~5mまで変化する表情に富んだ空間であ
る。従前からあった大きな窓を生かして内窓を加え、採光面積の条件と防音や断熱の性能を両立している。こん
バーションの制約を逆手にオンリーワンの施設をつくることが目指されてい。
動機 １、周囲創出　２、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 42
ホテルアールメッツ宇都宮
寸法体系の変更
構造部材（SRC 造、一部
S造）
前用途の雰囲気を残す避
難階段
廊下（客室配置により）
床スラブ新設
開口部内窓（採光、防音、
断熱）
家具
宿泊：ホテル
間仕切り壁の再編集
情報源 掲載号
事例No. 43
鎌倉のリノベーション/音楽ホール付シャアハウス
住宅特集 2012.08
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201208&pos=2&from=backnumber
https://www.japlusu.com/news/renovation-project-kamakura
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
神奈川県鎌倉市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
シェアハウス＋音楽ホール
2011年
北山恒＋architectureWORKSHOP
住居
1970年代
住居
住宅
転用前 転用後
 鎌倉の高台に建つ、音楽家のオーナーと４人の住人のための木造２階建て家屋の改修計画である。４年ほど前に設
計した「鎌倉のスタジオ付住居」の隣地にある築４０年の住宅を、このクライアントが購入したことで相談を受け
た。１階を音楽ホールとパーティキッチン付きのホワイエ、２階を４人の住人のためのシェアタイプの住宅とし
た。耐力壁が少なくバランスも悪かった１階は、外壁をほぼ取り払い適宜筋交いを入れ、パブリックな空気が流れ
るように透明感のある空間とした。２階は、できるだけ以前のプランを生かした計画とし、外壁や開口部は既存の
ものをそのまま利用している。

 シェアハウス：住宅
内部は、壁を取り払って大きなホールとし、必要に応じて建具で空間を仕切ることができるようにしている。客席
部分はもともと和室や押入れがあったため既存柱が連立していたが、演奏を聴いている人々に、再生した空間であ
るという痕跡を感じてもらうためあえて残した。模様の入った型ガラス、ガラスブロック、縦格子付きの階段など
時を経たマテリアルを残すことで、新旧のコントラストを楽しめる空間とした。２階はできるだけ以前のプランを
生かした計画とし、外壁や開口部は既存のまま利用している。
動機 １、周囲創出 操作手法 建築の大きさ
事例No. 43
鎌倉のリノベーション/音楽ホール付シャアハウス
寸法体系の変更
構造部材（木造）
筋交い（耐震補強）水回り
開口サッシ
型ガラス、ガラスブロッ
ク（旧マテリアル）
間仕切り壁の再編集
防湿コンクリートによ
る床レベルのダウン
天井（仕上げ撤去によ
る現し）
縦格子付き階段
壁：ラワン合板素地仕
上げ
可動間仕切り
住居：シェアハウス
情報源 掲載号
事例No. 44
煉瓦倉庫の隠れ家
住宅特集 2014.02
http://www.k2d.co.jp/works/221/
https://www.world-architects.com/ja/keisuke-kawaguchi-and-k2-design-hiroshima/project/lian-wa-cang-kuno-yinre-jia
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
広島県三原市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
2012
河口佳介+K2-DESIGN
住居
1940頃
産業
備蓄倉庫→建具製作工場
転用前 転用後
 このレンガ倉庫の歴史は戦時中に遡る。もともとは燃料の備蓄倉庫として使用されていたとのこと。後に、現施主
様のお父上の仕事場として機能し、これからは住宅を内在しながら時を重ねていく。古いレンガ倉庫は歴史的にも
貴重な存在であり、現代において当時と同様の手法での建築は適えられない。よって「残すべき」だと考えた。こ
の倉庫を存在させ続ける必要を感じた。建物の構造は、万が一地震などにより古い倉庫の上部が壊れてしまった際
に、しっかりと新しい居住空間を守れるよう鉄骨を採用した。

 居室はLDK・和室・サニタリーをワンルームの中に配置。素朴な表情のブロックを積み上げてコーナー分離を施し
ている。全てのスペースは、建物の外、つまりレンガ壁に面して視界が開かれている。通常の生活において、外部
に対しての視線を気にする必要がないので、全面ガラスの壁面を採用。建物内からは、常時美しい赤レンガを眺め
ることが出来る。さらに天窓を設け、古い倉庫の梁を見上げながら、屋内に優しい自然光を取り込んでいる。倉庫
本体の天窓や屋外への開口部を、新しい建物への光と風の出入り口につなげた。美しいレンガとの調和を考え、床
は環境に優しい天然アフゼリア材を採用、蜜ろうワックス仕上げとなっている。
動機 １、起源尊重　２、懐古 操作手法 素材、時間、建築の大きさ
事例No. 44
煉瓦倉庫の隠れ家
寸法体系の変更（入れ
子）
現代において当時と同
様の手法での建築は適
えられない煉瓦を残し
ていく
構造部材（S造）
梁（補強）：既存倉庫の
木造部
ガラスボックス
ガラスボックス挿入によ
り生まれた倉庫内通路
水回り
植栽
開口・天窓
住居：専用住宅
ブロック塀の間仕切り
既存煉瓦壁
既存屋根
戦時中から残る煉瓦
情報源 掲載号
事例No. 45
躯体の窓
新建築 2014.05
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101405&pos=16&from=new
http://studioarchitect.jp/studio/ghost#98
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
千葉県船橋市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
週末住宅＋ハウススタジオ
2013
増田信吾＋大坪克亘
複合
1983
住居
賃貸住宅
転用前 転用後
 スタジオ機能を設計段階からプランに落とし込み、遊休化した築30年鉄筋コンクリート造2階建てのアパートをハ
ウススタジオ兼週末住宅へとコンバージョンするプロジェクト。室内と庭との境界面をデザインするために、既存
の窓を取り払い、壁から約200mm離れた位置に建物全体を覆うスチールサッシを設えた。劣化した外壁塗装は除
去。南側壁面は叩いてはがすことによって小叩き仕上げのような風合いとした。

 週末住宅：住宅
話し合いをしていく中で、このスタジオは都心にはない広い庭を敷地内に持っているため、現存するRC2階建て
の建物とその南側に並ぶ開口部に面した庭の新たな関係を考えていこう、ということになり設計がはじまった。
最終的には開口から窓を庭側にずらしてサッシ、カーテン、ガラス戸を含めた建物より大きな一つの窓として建物
側と庭側の間に施した。
上下の戸の分割線を2階開口部の手すりの高さにすることで、レールとしても手すりとしても機能する。
この窓を通して庭と建物が分離せず、とても自由なつながりを持つことで、敷地全体で一つの場所となった。
動機 １、経済 操作手法 建築の大きさ（＋自然）
事例No. 45
躯体の窓
寸法体系の変更
構造部材（RC造）
構造部材（S造）：出窓
部
水回り
開口
カーテン（8m)
宿泊：ホテル
南側立面（出窓）：スチー
ルサッシ・ガラス（既存
壁から 200mmずらして）
情報源 掲載号
事例No. 46
能登のゲストハウス
住宅特集 2018.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201802&pos=14&from=new
https://haijikg7.exblog.jp/iv/detail/?s=20204099&i=201409%2F17%2F39%2Fa0135439_14465990.jpg
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
石川県輪島市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ゲストハウス
2013
中村好文
宿泊
1913
住居
古民家
転用前 転用後
 民家をライブラリーのあるゲストハウスにする改修。ひっきりなしに訪ねてくる友人、知人、その他大勢の来客の
ためのゲストハウスにすることにした。
外観はほぼそのまま引き継ぎ、内部を一部2層吹抜けにして南側壁面には天井まで届く本棚（高さ約5m）を設
置。漆芸作家である建主によって、床や梁を漆塗りで仕上げている。
母屋はそれなりに大きな民家なので、予算的にもとても全面的に改修するわけには行かず、第一期改修工事とし
て、とりあえず１階の一部と２階全体を改修することになった。

 ゲストハウス：宿泊
改修にあたっては、外観の印象を大きく変えないこと。できれば改修したことが一目では分からない程度の控えめ
な外観にしようと考えた。そん代わり、内部では外観からは想像できないほどダイナミックで、ドラマティックな
改修を目指した。新旧を鮮やかに、かつ、効果的に対比させたいと考えた。既存の引き戸をガタピシ開けると、突
然吹抜け空間に２層分の本棚を設えたライブラリーが出現するようにした。天井を取り払うことで天井高が生ま
れ、２層分の吹抜けができ、十文字にクロスした見事な梁が現れた。
動機 周囲創出 操作手法 １、素材　２、建築の大きさ
事例No. 46
能登のゲストハウス
寸法体系の変更 古民家の味わいのある
材質
構造部材（木造）
梁・柱の現し（仕上げ
は新規）
水回り
天窓
開口
間仕切り壁の再編集
壁：漆喰塗り
壁・床・天井：PB、EP
外観ファサードの保存
吹き抜け
キャットウォーク
螺旋階段
宿泊：ゲストハウス
情報源 掲載号
事例No. 47
kumagusuku
新建築 2016.03
http://kumagusuku.info/
http://dotarchitects.jp/works.html
関連サイト1
関連サイト2
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101603&pos=8&from=backnumber
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ゲストハウス＋ギャラリー
2014
ドットアーキテクツ
複合
1945
住居
古民家
転用前 転用後
 築70年の民家を改修し，ゲストハウスとギャラリーへ改修したプロジェクトである。自身も美術活動をしている
クライアントによって「宿泊型のアートスペース」として建築内のさまざまな場所に美術作品が展示されている。
簡易宿所部分を100㎡未満にすることで、建築基準法や旅館業法など法的な問題を解決している。柱や梁を一部補
強し、既存の建築の痕跡を可能な限り残している。既存建築は社宅・寮・倉庫と、変遷のたびに決して計画的とは
言い難い改修が繰り返され、最終的には朽ちかけたまま放置されていた。
京都にアートを体験できる新しい場を作りたい、アーティストの共同スタジオを作りたい。そんなきっかけから計
画はスタートした。

 ゲストハウス：宿泊
既存建築は朽ちかけていたとはいえ、さまざまな人々の関わりや、たくさんの生活の痕跡が随所に見られる建築で
あった。その痕跡を意匠として積極的に残し、「工芸の家」メンバーが施した伝統技法や自然素材はもちろん、構
造補強を兼ねた新設部分も含めて、今までとこれからをつなぐ役割を担ってもらうべく、経年変化により風合いに
変わる素材を使った。２階はシングルやツインなどの客室があり、企画展が行われている間は全ての場所でアート
体験ができる。
動機 １、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、ソフト、素材
事例No. 47
kumagusuku
寸法体系の変更 工芸の技術を建築に織
り込む
アート作品の更新によ
り建物の継続的な利用
構造部材（木造）
梁・野地板の露出
梁の新設水周り
アート作品
天窓
宿泊：ゲストハウス
間仕切り壁の再編集
ガルバリウム鋼板の屋根
内壁：漆喰現し、合板木
目現し
ロフト
テラス
情報源 掲載号
事例No. 48
メリヤスハウス
住宅特集 2016.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201602&pos=3&from=backnumber
http://www005.upp.so-net.ne.jp/k-architects/proj030.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
奈良県奈良市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
2014
川村建築設計室
住居
1975
産業
工場
転用前 転用後
 メリヤス工場だった木造建物を住居にコンバージョンした。既存建物の内部に鉄骨造のヴォリュームを入れ子配置
になるよう基礎から新設し、木造部をもたせ掛けることで補強。黒色塗装を施しブラックアウトさせることで家族
の記憶に近づくよう配慮している。
今日、日本の建物のほとんどは、強度が足りなくて潰れて行ってるのではなく、価値が弱まって潰されているので
はないか。この建物は、鉄骨で物理的な補強も施しましたが、潜在している価値を読み解き感じ取って、次の時代
に向けて価値的な強さを取り戻したことこそが、大きな仕事のひとつだと考える。

 専用住宅：住宅
このような古い建物は今まで、温熱環境、使い勝手の面等で様々な辛抱を強いられながら一部の愛好者に使用され
るか、逆に、新しさや生活の便利さを求める多くの一般の人々には当然のように壊されてきた。今回、それらとは
違った観点から、そのどちらでもない新しい答えを導いた。記憶を継承しながら、普通の人が現代的な生活が出来
る計画である。建物本体を補強するのではなく、内部に新しい生活の観点から必要な部屋を鉄骨で入れ子に配置
し、健全な構造体として基礎から新設して既存のボリュームを持たせかけるようにした。
動機 １、懐古 操作手法 建築の大きさ、素材
事例No. 48
メリヤスハウス
寸法体系の変更（入れ
子）
経年変化に合わせた材
料の使用
構造部材（木造） 壁・天井：既存のまま
床：杉板
構造部材（一部鉄骨補
強）
可変性のある間仕切り
壁
鉄骨造の入れ子ボリュー
ム
水回り
収納
開口
住居：住宅
情報源 掲載号
事例No. 49
ONOMICHI U2
新建築 2014.05
https://www.onomichi-u2.com/
https://www.suppose.jp/works/2014/05/onomichi-u2-part1.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
広島県尾道市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル＋店舗　他
2014
複合
1943
産業
倉庫
転用前 転用後
 昭和18年に建てられた船荷倉庫だった県営上屋２号倉庫をホテル、サイクルショップ、イベントスペース、BAR,
レストラン、ベーカリー、コーヒーショップ、物販店を併設した商業施設へと転用した事例である。
活かすこと、残すこと、循環していくこと。「サイクル」をテーマに町の魅力を引き出し、豊かな未来を作ること
を目指した。そこに住まう人々が街に愛着を持ち、訪れる人の関わりが生まれる場所を提案した。躯体をそのまま
残し、その中に新しい建築を足していくことで、歴史を継承しつつ、新たな場所となるよう計画した。建物上屋は
県の所有となるため、設計や運用にあたっては行政も大家として参加し、施設の活用方法などについて積極的に議
論を交わしながら進められた。

 ホテル：宿泊
既存倉庫に新しく付加される鉄骨造の建物には、小さな古民家が密集する尾道の町並みの「小さなスケールの連続
と路地」という関係を継承させた。建物全体を「町」と見立て、人々の関わりを生むきっかけを散りばめた。
木材・モルタル・スチール等の古民家や造船の街に因んだマテリアルを採用し、漁灯を連想させるような照明など
の細かな部分も緻密に設計することでソフト・ハードともに、この町らしさを体験できる空間を作りいだした。
客室は自転車を室内に持ち込める設え。既存躯体の内側に壁を設けることによって光庭を作り出し、水回りを通し
て採光する。
動機 １、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、素材、時間、ソフト
事例No. 49
ONOMICHI U2
寸法体系の変更 5年後の使用契約後に
現状復帰する可能性を
考慮する
大家として行政も参加
して、設計・運営など
の議論が進められた
構造部材（RC造、一部
S造）
木材・モルタル・スチー
ル等、古民家や造船の街
に因んだマテリアルの使
用
宿泊：ホテル
客室：既存構造とは離し
た軽量鉄骨でのボリュー
ム
光庭
新設床：床レベルの変化自転車を持ち込める設え
情報源 掲載号
事例No. 50
海野宿滞在型交流施設　うんのわ
新建築 2018.04
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101804&pos=11&from=backnumber
https://www.archideach.com/works/2014/10/06/1412570309781.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
長野県東御市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊・飲食施設
2014
児野登/アーキディアック　土本俊和/信州大学
宿泊
1906
住居
古民家
転用前 転用後
 北国街道の宿駅として1625年に開設された海野宿に建つ古民家の宿泊・飲食施設への改修計画。長細い敷地に中
庭を囲むように建つ築約100年の主屋、土蔵、蚕室、物置の4棟をそれぞれ、宿泊棟、宿泊施設のフロントとして
機能する玄関棟、飲食棟、休憩棟へと改修している。長年放置されていた敷地を東御市が買い取り、運営まで行っ
ている。海野宿で同様に放置されている民家改修のプロトタイプとなることが期待される。
改修は国の国宝重要文化財等保存整備費補助金と、県の文化財保護事業補助金計１億２０６０万円を受けた。海野
宿は1987年に重伝建に選定されている。もともとは町並み保存の観点から観光化を積極的には求めないまちづく
りが進められたが、2009年から本格的な利用を求めた、基本構想が進められた。

 宿泊施設：宿泊
建物をジャッキアップし、基礎を新設。内部は合板と筋交いを入れて補強された。
客室は既存の小屋組みを表にしている。内部は街道に面する南側の壁飲み残し、一度軸組だけの状態にした後、新
たな断熱材入りの土壁を施工している。伝統的建造物群保存地区に指定されているため、通りに面する外壁が保存
され、窓サッシを木製へ変更、屋根瓦も新調した。
動機 １、都市　２、起源尊重 操作手法 時間、建築の大きさ
事例No. 50
海野宿滞在型交流施設　うんのわ
寸法体系の変更
増築（渡り廊下）
重伝建としての町並み
保存
構造部材（木造）
梁の現し 外部衣装の保存
構造補強：筋交
小舞
間仕切り壁の再編集 増築（渡り廊下）
階段（メゾネット客室）
水回り
建具
サッシ（木製）
開口
宿泊：宿泊施設
情報源 掲載号
事例No. 51
MORIUMIUS（モリウミアス）
新建築 2017.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101702&pos=13&from=backnumber
http://ondesign.co.jp/works/082/#workTitle
関連サイト1
関連サイト2
http://moriumius.jp/
関連サイト3
宮城県石巻市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
複合体験施設
2015
西田司 他/オンデザイン
宿泊
1921
教育
小学校
転用前 転用後
 2002年に廃校となり放置されていた築90年の木造校舎を、地元の漁業・林業・農業などを活かした自然体験学校として再生
し、地域の人たちにも開かれた新しい拠点として整備する計画。
長らく手つかずだった建物は地元の雄勝スレートで覆われた屋根及び柱、梁がスケルトン状態で残った状態であり、古い木造
建築としての骨格がより明確に可視化され、建具や外壁が取り払われた状態は周囲の自然との関係性がより近く感じられた。
ハンカイ(半壊、半開)状態を出来る限り活用し、新たな要素は最小限で極力目立たない方法で付け加え、既存スケルトンの空
間を視覚的に極力阻害せず構造補強を行い、居住性が求められる部分には壁、床、建具、断熱等の要素を既存フレームの内側
に必要最小限付け加えるにとどめ、自然学校の機能を確保している。

 滞在型施設：宿泊
学びのフィールドは周囲に広がる豊かな森や海など自然環境にまかせ、施設内には最小限の滞在型機能を設計し
た。元々の後者の形式から教室群の一部をレストランやドミトリータイプの客室、フロントに割り当て、最小限の
機能とサイズに絞った上で、断熱改修や設備改修を行った。
地域参加
動機 １、環境　２、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、ソフト、素材、時間
事例No. 51
MORIUMIUS（モリウミアス）
寸法体系の変更 改修の痕跡も残す 地域の方々、子供達が
参加し、建物を更新す
るプログラム
構造部材（木造）
小屋組露出
窓台、楣
筋交いによる補強 壁・床：構造用合板
コンクリート基礎
大引・根太・廻縁
雄勝スレート
宿泊：複合体験施設
設備
家具（ドミトリータイプ
のベット）
水回り
開口
情報源 掲載号
事例No. 52
晒屋町の長屋群
新建築 2017.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101702&pos=16&from=backnumber
http://www.uoya.info/ao/project.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
集合住宅
2015
魚谷繁礼建築研究所
住居
1920
住居
長屋
転用前 転用後
 築95年の路地奥にある4軒長屋の改修．幅1.5mの路地空間は共用部で，隣地の建物のトンネル状になった1階を
抜けて前面道路へ出る．各住居へは東側の路地から濡縁に上がりアクセスする．1階は厨房食堂と居間が配置さ
れ，西側には裏庭がある．
この路地と長屋群の再生計画は、事業者と設計者だけでなく、地域も巻き込んで企画した。路地の入り口上部は町
内の祭事に使用する道具の収納スペースに提供し、路地の突き当たりには非常時に町内に水を提供できるように雨
水タンクを設置している。この路地が地域で子供を育てる舞台となることが期待されている。
京都市により事業費の一部が助成されている。

 集合住宅：住居
路地奥で腐朽し空き家となった長屋４軒をシングルファザーやシングルマザーを含む子育て世代を主に想定した４
軒の賃貸住宅に改修している。
濡縁によって４軒の住戸は繋がり、子供たちが遊ぶ舞台となる。
動機 １、経済　２、周囲創出 操作手法 建築の大きさ
事例No. 52
晒屋町の長屋群
寸法体系の変更
構造部材（木造）
床：杉板
壁：珪藻土塗
界壁
濡縁（共用部）
パーゴラ
水回り
住居：集合住宅
情報源 掲載号
事例No. 53
バーグドルフ映画図書館
住宅特集 2016.09
https://www.bergdorfbib.co/
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201609&pos=4&from=new
関連サイト1
関連サイト2
https://sites.google.com/site/ikimonokenchiku/bna
関連サイト3
群馬県高崎市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住居＋映画図書館
2015
藤野高志/生物建築舎
住居
1988
商業
書店
転用前 転用後
 私設映画図書館が併設された住宅。建主の両親がかつて書店を営んでいた建物を転用した事例である。大きな居間
には映画にまつわる書籍などが並び、180インチのサイズで映像を投影できる白いスクリーン壁が設置されてい
る。普段は居間として利用されるが、地域のイベントと連動したトークショーや上映会など、人が集まることもで
きる。特徴的なファサードには書店の面影が残る。
かつて施主の両親が営んでいた町の書店を改修し、友人の友人くらいまでの人が訪れ、本を読んだり映画を見たり
できる図書館のような家が望まれた。

 住居：住居
提案したのは中心に大きな居間を持つ住宅。一つの空間で人々が思い思いの時間を過ごす時、大きな気積は個々の
距離感のバッファーであり、雰囲気を共有する媒体となる。外の社会から今までの距離感を制御できれば、施主ひ
とりの時も、人が集まる時も、それぞれの状況に適した空間になる。自然環境とは違い人間は主体的に動くので、
外の世界と遮断することで、帰って他者との距離が縮まることもある。
居間との境界となる既存本棚の裏側に透明ポリカーボネートの波板を建てて外の光を表面に反射させ、狭い私的空
間を明るくしている。
動機 １、周囲創出　２、懐古 操作手法 １、建築の大きさ　２、ソフト
事例No. 53
バーグドルフ映画図書館
寸法体系の変更 図書館や地域のイベン
トで開放して地域の
人々に利用してもらう
構造部材（S造）
出窓
本棚（書店当時の）
水回り
ポリカーボネートの間仕
切壁（明るさ）
間仕切壁の再編集
白いスクリーン壁
宿泊：複合体験施設
情報源 掲載号
事例No. 54
プライベートチャペルのある家
住宅特集 2016.09
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201609&pos=10&from=backnumber
http://planet-creations.jp/works/gallery/renovation/private_chapel.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
滋賀県大津市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
チャペル＋宿泊室
2015
PLANET Creations 関谷昌人建築設計アトリエ
複合
不明
産業
納屋
転用前 転用後
 大学で神学を教える妻と夫が、終の住まいとして手に入れた古い母屋と納屋で構成される古民家を住まいの部分
と、学生を集めてキリスト教の話をしたり祈ったりするためのプライベートチャペルに改修することだった。納屋
を改装したプライベートチャペルがあるが、コストを抑える為これは全ての内装が針葉樹合板となっている。元々
の計画は、漠然と学生との交流スペースとしてゲストハウス的に使いたいとはっきりしなかったが、母屋との違い
をはっきりさせることが、この建物の性格をはっきりさせることと考え、元々のフラットな天井を取り去り、杉板
と杉皮の天井をそのままあらわしとし、断熱材もいれず、まるで家畜小屋のようなチャペルとなったが、これはキ
リストが馬屋で生まれたことにちなんでいる。

 宿泊室：宿泊
チャペルでは夏休みに自宅の施設に学生を招いて合宿のように研修や親睦を深め、教える側、学ぶ側それぞれが、
大学のキャンバスとはまた違う環境で、交流することで、若い人と老齢を迎えるそれぞれの人生を豊かにするので
はないか、また教区の人達との集会にと、リタイヤ後も社会に役立つ事でつながってゆきたいという施主の希望が
強くあった。プライベートチャペルは竣工後、施主によって「マグダラハウス」と名づけられた。
動機 １、周囲創出　２、懐古 操作手法 １、素材　２、建築の大きさ
事例No. 54
プライベートチャペルのある家
寸法体系の変更 既存素材と新規素材の
統一をはかり小屋を表
現
構造部材（木造）
内壁・床：構造用合板（針
葉樹）
吹き抜け
天井：野地現し
水回り
ステンドグラス
宿泊：宿泊施設
情報源 掲載号
事例No. 55
もやしの町家
住宅特集 2017.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201702&pos=2&from=backnumber
http://www.uoya.info/ao/project.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住居＋多目的スペース
2015
魚谷繁礼建築研究所
住居
1915頃
複合
工場＋町家
転用前 転用後
 京都駅から北へ1kmほどの場所にある築100年ほどになる町家の改修。かつて酒の麹の栽培所として使われてき
た建物で、種麹を「もやし」と呼称することから「もやし町家」と名付けられた。中庭を挟んだオモテとウラにそ
れぞれ1階2階があり、オモテ・ウラ×1階・2階のおおよそ面積の等しい4つのスペースからなる。
４つのスペースの使われ方を限定するのではなく、町家本来の空間性を踏襲し、オモテからウラ、１階から２階へ
とオクに向かうに従いプラベート性の高まるような空間のヒエラルキーを再構築すべく設計した。

 住居：住居
あえて４つのスペースの使われ方を記すとオモテ１階がリビング、ウラ１階がダイニング、オモテ２階が風呂（ゲ
ストルーム）、ウラ２階がベッドルームとなるが、建物を開く際には、建主の生活はウラ２階で完結し、オモテ
１・２階やウラ１階が訪れる人に開かれる。建主の不在時には、ウラ２階も除く諸スペースが展示や研修会、食事
会などの貸し出されることも多い。レベル変化を与えることで、天井の高い空間にし、オモテ１階からは明るい中
庭と暗いウラ１階を介して明るい裏庭まで視線が抜けるようにした。同時にウラ１階を、開口が多いオープンな空
間でありつつ、半地下でプライベート性の高まった空間にしている。
動機 １、経済　２、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、時間、ソフト
事例No. 55
もやしの町家
寸法体系の変更 展示会や研修会、食事
会でスペースを貸し出
す
現状を引き受け、後世
へと引き継ぐ
構造部材（木造）開口
軒裏（天井を剥がして現
しに）
床レベルの変化：大谷石
仕上げ
主居室天井：平天井撤去
で新たな勾配天井
住居：住居
設備
水回り
情報源 掲載号
事例No. 56
Big T
住宅特集 2017.02
http://torafu.com/works/big-t
https://www.axismag.jp/posts/2016/11/67343.html
関連サイト1
関連サイト2
https://jp.toto.com/company/press/2016/10/14_003025.htm
関連サイト3
東日本
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
週末住宅
2015
トラフ建築設計事務所＋寳神尚史
住居
不明
産業
農業用倉庫
転用前 転用後
 自然豊かな広大な敷地に建つ夫婦とゲストのための週末住宅。T字型に連結された規格品の二つの農業用倉庫で構
成され、住居棟と屋内テニスを楽しめるレクリエーション棟とで計画。それぞれの機能を分棟とし、内部に入れ子
状に配置している。はじめ内部に簡易に必要な機能を確保し、住まいながら徐々に付け足していける、余白のある
空間を目指した。

 週末住宅：住居
住居棟では、キッチンとゲストルーム、リビングと夫の寝室、夫人の寝室といった諸室を入れ子状に配置し、路地
のような半外部的な共用部をつくりだした。共用部に対して開かれた窓や、縁側のある部屋、引戸を開放して拡張
できる個室など、各室での生活は共用部に漏れ出し、ゲストを交えての団欒の場となる。とても大きな気積の空間
の中を入れ子状に構成することで、空間に場所として手がかりを与え、「外部のような体験」と「内部のような体
験」を生み出す。
動機 １、環境　２、経済 操作手法 建築の大きさ、時間
事例No. 56
Big T
寸法体系の変更 住まいながら徐々につ
けたしていける余白の
空間
構造部材（S造：既存倉
庫）
構造部材（木造：新規
入れ子ボリューム）
新規入れ子ボリューム
入れ子ボリュームによ
る路地のような動線、
共用部
トップライト
照明
大開口
住居：週末住宅
情報源 掲載号
事例No. 57
SHIBAMATA FU-TEN
新建築 2017.05
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101705&pos=10&from=backnumber
http://shibamatafuten.com/?id=l01
関連サイト1
関連サイト2
http://works.tgmssk.com/post/162166753578/shibamata-fu-ten
関連サイト3
東京都葛飾区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊施設
2016
馬場正尊＋平岩祐季／Open A　塚越智之＋宮下淳平／塚越宮下設計
宿泊
不明
住居
社員寮
転用前 転用後
 12年間使われていなかった葛飾区の職員寮を改修した宿泊施設。地方自治体が運営業者や建築家と手を組み、使われていない
公共空間の活用手法を総務省に共同提出し、企画や設計費用のサポートを受けることができる「公共施設オープンリノベー
ションマッチングコンペティション」という枠組みの中で採択された。
柴又は映画「男はつらいよ」の舞台となった場所で、帝釈天やそこへ続く参道商店街、書院庭園で有名な山本亭等が点在する
都内の観光地となっている。しかしアクセスが不便，宿泊施設がないこと等，観光地として将来に不安を抱えていた。一方こ
の地域も高齢化が進み、お年寄り単身世帯が増加していて、そうした人達のコモンスペースをどのようにつくりだすかという
課題も存在していた。近隣住民のコモンスペースとして活用すると共に、地域の人と共に観光客をもてなす宿泊施設を計画し
た。

 宿泊施設：宿泊
1階を大きく改修し、食堂、キッチン、シャワー室等の共用部、2～4階は既存のつくりを活かした宿泊室としてい
る。1階の食堂やキッチン、テラス、庭は近隣の住民にも利用してもらえるように、道路境界にあった門は撤去
し、顔見知りの人が気兼ねなく入ってこれるようになっている。またこうした近隣の人と宿泊者の交流を通して、
地域の魅力を伝えていけるよう、参道商店街のあり方を観察し、店先の軒下や通りと連続する土間、縁台等を改修
のアイデアとして取り入れている。
動機 １、周囲創出 操作手法 ソフト、建築の大きさ、時間
事例No. 57
SHIBAMATA FU-TEN
寸法体系の変更（既存
を活かした客室の間取
り）
４階は 2期工事にて改修 近隣住人と宿泊客が交
流できる計画
（近隣住人のコモンス
ペースとしての役割）
構造部材（RC造）
壁：既存タイルに塗装
（AEP)
床：土間、畳、板間
天井は躯体現し
内装撤去
宿泊：宿泊施設
引き戸
既存 PS を掘込棚へ
情報源 掲載号
事例No. 58
HAGISO/hanare(丸越荘）
新建築 2016.01
http://hanare.hagiso.jp/about/
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101601&pos=7&from=new
関連サイト1
関連サイト2
https://mrs.living.jp/tokyo/event_leisure/reporter/2255706
関連サイト3
東京都台東区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊施設
2016
宮崎晃吉
宿泊
1956
住居
アパートメント
転用前 転用後
 「町全体を大きなホテルに見立てる」というコンセプトの元に、HAGISOから少し離れた場所にある古い築50年
の木造アパートを改修して宿泊施設とした事例である。宿泊客はHAGISO2階にあるレセプションで受け付けをし
てから、hanareへ行く。町中にあるコンテンツ（銭湯・お稽古教室など）を有効活用して、まち全体を一つの大
きなホテルに見立てることで 地域と一体になったホテルとしている。

 宿泊施設：宿泊
元々は８室の居室と、二つの共同トイレによる田の字型プランであったが、旅館業法に適応するために各階1室分
を水回りのためのスペースとして使用した。宿泊室の床は300mmほど上げることで廊下とのレベル差をつくり、
腰高の窓の高さに合わせることで掃き出し窓のように見せ、床の広がりと外観のギャップを生み出している。構造
躯体は既存のままとし、白く塗った壁と合わせて新旧入り混じる空間となっている。
動機 １、周囲創出　２、懐古 操作手法 建築の大きさ、ソフト、素材
事例No. 58
HAGISO/hanare(丸越荘）
寸法体系の変更 構造部材と塗装部で新
旧入り混じる空間
街全体をホテルと見立
て街中にあるコンテン
ツを利用してもらう
構造部材（木造）：現し
型ガラス
開口
床：レベル変化
（300mmほど）
屋根断熱（天井高確保）：
ガルバリウム鋼板
間仕切壁再編集
外壁：塗装塗り直し
水回り
サッシ・玄関まわり
（ファサード）
宿泊：宿泊施設
情報源 掲載号
事例No. 59
CASACO
新建築 2016.07
http://www.tomito.jp/post/178966290168/casaco2016-%E8%A8%AD%E8%A8%88-tomito-architecture-%E6%96%BD%E5%B7%A5-%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%B9-%E8%87%AA%E4%B8%BB%E6%96%BD%E5%B7%A5
https://colocal.jp/topics/lifestyle/renovation/20170114_89480.html
関連サイト1
関連サイト2
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101607&pos=7&from=new
関連サイト3
神奈川県横浜市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
住宅＋シェアスペース
2016
tomito architecture
複合
1951
住居
二軒長屋
転用前 転用後
 CASACOは、築65年以上の木造二軒長屋を改修した事例である。２階には語学留学中のホームステイゲストを含
む国際色豊かなメンバーの居室が集まり、１階はシェアスペースである。ただ居住者だけが使うシェアスペースで
はなく、地域の多世代や外から来た人々にも広く開かれているのが特徴である。旅行好きの若者から「子供や旅人
に向け家を開きたい」という相談、道にはみ出したような建物に愛嬌に惚れ、予算は0円という理由から仕組みづ
くりから関わることになる。様々な専門家と地域住民によるプロジェクトチームが生まれ、市民自らが公共的な場
所を作ることを行政がサポートする「ヨコハマ市民まち普請事業」に採択されたことで、改修資金を得ることがで
きた。

 留学生向けホームステイ用居室、管理人居室：住宅
建具や家具や資材を周辺の空き家などから譲り受けたり、解体や塗装などの仕上げ、石畳の敷設は多くの方々に手
伝ってもらいながら、とにかく時間をかけてゆっくりとつくり、2年以上かけてオープンに漕ぎ着けた。
「出来事」と関係する建築の部分は頂いた家具や建具、ピンコロ石など匿名的な要素を空間の主題と位置付けた。
固有の物語をもった物たちが、空間に従属せずに居場所を見つけ出しつつも、全体に溶け込んでいることが、人々
の参加を許容する空気感を醸し出すのではないだろうか。
動機 １、周囲創出 操作手法 建築の大きさ、ソフト、素材
事例No. 59
CASACO
寸法体系の変更
減築（道路側１階１角）
１階のシェアスペース
は地域の多世代や外か
ら来た人々にも広く開
かれている
構造部材（木造）
構造補強：鉄骨フレーム 床仕上げ・間仕切り壁の
再編集
外壁塗装
軒下空間（ピンコロ石）
吹き抜け（床撤去）
地域素材（ピンコロ石、
植栽、建具、家具など）
住宅：留学生向けホームステイ用居室、管理人居室
地域から集めた素材の活
用（ピンコロ石、植栽、
建具、家具など）
情報源 掲載号
事例No. 60
リガレッセ
新建築 2017.10
https://shinkenchiku-db.com/20171013/
https://www.urbanfourth.com/
関連サイト1
関連サイト2
http://blog.canpan.info/nfkouhou/archive/926
関連サイト3
兵庫県豊岡市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
看護小規模多機能型居宅介護
2016
有馬裕之＋Urban Fourth
医療福祉
1870
住居
古民家
転用前 転用後
 約150年前の江戸時代後期に建てられた民家を再生し、「看護小規模多機能型居宅介護」を行う施設へ転用した。
地域の老人が、それぞれの生活状況に応じて選択できる「通い」「ショートステイ」「訪問看護」の機能を組み合
わせ、可能な限り自立した生活を目指す施設である。
「150年ほど経た江戸後期のこの民家空間において、その伝統形式に新しい機能を補完して蘇らせること」、「過
疎の町に暮らすvulnerableな人々の生活のための新しいコミュニティ空間を生み出すこと」というふたつの目的
がこのプロジェクトには込められている。

 看護小規模多機能型居宅介護：住宅
その時々で使用する人数に変化があることや医療上の頻繁で連続的なチェックが必要な事があって、その変化が頻
繁に行われるためにサニタリーゾーンや管理ゾーン以外には内壁がほとんど存在していない。カーテンやかつて使
用されていた襖や障子を部分的に配置しながら、緩やかにプライバシーが守られるように空間が続いている。収納
エレメントや家具も全て移動可能である。
空間内外の各所でそれぞれの場に合わせてSCENEを生み出す再生、組み替えを行いながら、使用されなくなった
過去の場が老人たちの居場所として全く違った利用方法で再構される。
動機 １、周囲創出　２、懐古 操作手法 建築の大きさ、ソフト
事例No. 60
リガレッセ
寸法体系の変更（家具
や可動間仕切りによる
空間の仕切り）
vulnerable な人々の生
活のための新しいコ
ミュニティ空間の創出
構造部材（木造）：柱・
梁現し
可動間仕切り：格子パ
ネル、カーテン
間仕切り壁
低層部外壁
構造柱
カーテンレール
屋根：瓦葺き
壁（上層）：土壁
家具収納（ボックス）・
障子：間仕切り・空間を
区切る
建具
住居：介護施設（ショートステイ等）
情報源 掲載号
事例No. 61
上京のサービス付き高齢者住宅
新建築 2018.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101802&pos=8&from=new
http://www.kawai-architects.com/projects/016.html
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
高齢者向け住宅
2016
河井敏明/河井事務所
住居
不明
業務
オフィス
転用前 転用後
 サービス付き高齢者住宅である。元来オフィスビル兼住居だった建物を再生し、バリアフリー化するなどにより現
在の用途とした。元のオフィス階（2～3階）と住居階（4～5階）は異なる窓の形状を持つが、外装の木ルーバー
と外部ブラインドにより統一感を持たせる。採光や広めの室、部屋ごとに全てプランが異なる事等々、いわば規格
外の事ごとは改修にまつわる物理的、法規的な制約によって結果的に出来上がっている側面もある。新築ではな
く、改修故の制約の中だからこそできたことがあるのも一面の真実である。改修の場合、既存建物の中で動かす事
が出来ない事ごとをそこでしか出来ないものをつくり出せるポジティブな要素としてとらえることによって、豊か
な環境を紡ぎだす事ができることがわかる。

 高齢者向け住宅：住宅
現在建てられているほとんどのサ高住が補助金の最低基準である専有25㎡ギリギリでつくられているが、これは
学生等が住むワンルームマンションの今日の標準的な専有面積であり、どうしても「仮住まい」の感が拭えず、サ
高住がプログラム上で想定している「終の住処」としては不十分だと考えられる。本計画では全10室の中で私が
「終の住処」として相当と考える40㎡のユニットを2室、さらに広い50㎡の部屋を1室設けている。 フロア全体
の連続感をつくり出すため、欄間にガラスをはめるなどの工夫をしている。
動機 経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 61
上京のサービス付き高齢者住宅
寸法体系の変更
構造部材（RC造）
機能を限定しない竿（天
井部に吊り下げられ、間
仕切や洗濯物を干すとき
に利用）
外装の気ルーバー
トップライト
間仕切壁の再編集（住戸
間の欄間は鏡張り、住戸
とホールの欄間はガラ
ス）：適度なプライベート
で天井を共有
住宅：高齢者住宅
照明
ブラインド（ファサード
の統一感）
開口（採光）
情報源 掲載号
事例No. 62
三軒茶屋の家
住宅特集 2018.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201802&pos=2&from=new
http://schemata.jp/blue-bottle-coffee-sangenjaya-cafe/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都世田谷区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
店舗＋住居＋ギャラリー
2016
長坂常/スキーマ建築計画
複合
1963
複合
診療＋住居
転用前 転用後
 築５０年になる低層の建物が建つ。その前に立って見上げると空に向かってぽっかりと視界が広がり、空いている
贅沢さを感じる。オーナーの祖父が住居兼診療所として利用し、晩年絵を描き芸術を勤しんだ場所だった。場所柄
占有面積を増やし十分にテナントビルやアパートに建て替えることもできるものの、ご遺族の方のお爺様に対する
想いからただ単に事業性を上げることを目的にするのではなく、この地域に親しまれた祖父の建物をあえて残し、
そこに新しいアクティビティを生み出し再び愛される場所に育て地域に還元してゆきたいという意志で、4月に竣
工した２階の住宅部と１階のギャラリーに続きテナントを入れることを考えた。そのオーナーの意志にBLUE
BOTTLE COFFEEが賛同し、BLUE BOTTLE COFFEE JAPANとして7店舗目となる三軒茶屋店が竣工した。
u]
 住居：住宅
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動機 懐古　、周囲創出 操作手法 素材、建築の大きさ、時間
事例No. 62
三軒茶屋の家
寸法体系の変更 庭の緑を残す
杉板で組まれた型枠で
打たれた荒々しい既存
のコンクリート仕上げ
地域に親しまれた祖父
の建物をあえて残し、
今度は地域に還元する
施設へ
構造部材（RC造）
間仕切り壁の再編集
内壁：既存タイル、コ
ンクリート現し（杉板
模様）
モルタル仕上げによる
空間の統一（土間、バ
ルコニー、ダイニング・
キッチン）
吹き抜け（採光）水回り
住居：住宅
情報源 掲載号
事例No. 63
白金の家
住宅特集 2018.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201802&pos=17&from=backnumber
https://jp.toto.com/tsushin/2018_newyear/case01.htm
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
東京都港区
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
2016
團野浩太郎＋團野沙知子
住居
1981
産業
町工場
転用前 転用後
 東京都心のかつて工場地であった地域が住宅地に変わりつつある場所に建つ、鉄骨造3階建ての町工場を自邸に改
修。既存の建ち方を受け継ぐように小柱や仕上げなどを施している。
物件探しの段階で求めたのは、新耐震基準が導入された1981年以降に建設され、かつ減価償却期間が過ぎた築30
年以上の物件。土地だけの価格で建物まで手に入るからだ。運がよければ解体費が見込まれ、より価格が下がって
いる場合もある。ここでは、費用が浮いた分内装に力を入れられるので、新築ではなくリノベーションが選択され
た。

 専用住宅：住宅
既存建物に、まったく違う文脈を当て込むのではなく、その時代が刻まれたありさまをただ愛でるのでもない、立
ち方を受け継いで物語の続きを描くように改修したいと考えた。工場から住宅への転用には、既存建物の温熱環境
を向上させながらも、その空間のおおらかさを損なわないことが求められた。住宅は、階層が上がるごとにパブ
リックからプライベートな空間に移行しがちだ。この住宅でもそのグラデーションがありつつも、フロッタージュ
した壁と小柱によるスケール調整を一貫して施すことで、スケールのギャップを横断するように各室でその日の気
分や思いのまま過ごせるように設計した。既存躯体を敷地と捉え、少ない手数で住宅へ転換することを試みた。
動機 経済 操作手法 建築の大きさ、時間
事例No. 63
白金の家
寸法体系の変更 住まいに必要なプラニ
ングの手がかりになる
小柱を配置
構造部材（S造）
小柱：将来の間仕切り壁
など用
吹き抜け（遊具ネット）：
採光
外部仕上げ（ファサード
も含む）
内壁：発砲ウレタン吹き
付け、石膏（断熱用、フ
ロッタージュしたような
仕上げ）
住宅：住宅
開口の拡張（採光、気積）
：開口の閉鎖
情報源 掲載号
事例No. 64
檸檬ホテル
新建築 2016.09
http://michikookano.com/works.html
http://lemonhotel.jp/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
香川県小豆郡土庄町
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
2016
岡野道子建築設計事務所
宿泊
1926
住居
民家
転用前 転用後
 瀬戸内海に浮かぶ豊島集落に建つ１軒の民家を再生したホテルで、東京を拠点に展開し、飲食店舗を中心に新たな
価値観によりライフスタイル全般を提案する企業であるスマイルズが家主から１０年間借り受けており、東京から
移住した社員が支配人となる。ホテルとして1日1組の宿泊客を受け入れており、地域の素材を生かした朝夕の食
事を提供する。
豊島にある築90年の使われなくなった民家をホテル兼瀬戸内海国際芸術祭2016年のアート作品へと増改築したも
のである。

 ホテル：宿泊
民家には田の字状に和室が４部屋、土間と台所があった。既存の梁・柱を基準として、土間、寝室、調理室を作り
変えるとともに、民家の東側には透明な「小屋」を増築した。小屋は浴室であり、レモンの木を育てる温室でもあ
る。小屋は周囲の集落のスケールに合わせる一方、透明であることで黒々としたスギ板壁の集落の中で存在感をも
たらしている。土間は既存を抜いて光を入れ、平面的にZ字状にして面と裏を繋いだ。寝室には朝陽を入れる開口
を作り、絹布を太鼓貼りにした襖でぐるりと覆い、光を柔らかく制御する。床を白畳とすることで、空間全体に光
がまわりこむ。
動機 周囲創出 操作手法 建築の大きさ、時間、ソフト
事例No. 64
檸檬ホテル
寸法体系の変更
増築
１０年間借り上げ 移住者が地域の中で透明
に開いた存在であり、集
落、あるいは集落外へと
さまざまな関係性の変化
が徐々に起きている。
構造部材（木造）
土間の拡張
間仕切り壁の再編集
小屋（風呂）：増築
吹き抜け（採光）
開口
襖（レモン染色の絹布
障子
さまざまな家具の製作
宿泊：ホテル
情報源 掲載号
事例No. 65
しづやKYOTO
新建築 2016.09
https://www.shizuya-kyoto.com/about/
http://www.endo-design.jp/works/shizuya_kyoto/01/index.html
関連サイト1
関連サイト2
http://architecturephoto.net/59238/
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
宿泊＋店舗
2016
多田正治＋遠藤正二郎
宿泊
1966
複合
アパート＋旅館
転用前 転用後
 隣接して建つ築約50年の旅館と木造アパートを改修して、2棟のゲストハウス「しづやKYOTO」へと再生するプ
ロジェクト。一方は個室タイプのOMOYAで、もう一方は、一人でもグループでも利用できるHANARE。
ふたつのゲストハウスはランドスケープによって連続する。京都らしい路地空間を生み出し、周辺の街並みと建物
を繋いでいる。
伝統的や日本的デザイン言語によらず、既存の架構を用いて新しい空間を作り上げた。元はいわゆる一般的な昭和
期の木造建築だが、国内外を問わず、多くの旅行客が楽しめる宿泊施設となっている。

 宿泊施設：宿泊OMOYAはカプセルタイプのスリーピングスペースを2室上下に組み合わせ、そこに書斎とスーツケース収納
を設けたコンパクトな客室である。ミニマムな機能に遊び心を加えた女性専用の宿泊施設となっている。客室の書斎の天井に
は勾配があり、それによって廊下側からは長屋のような佇まいとなっている。HANAREは大きな共用スペースに、それぞれ異
なる機能と異なるスケールをもった箱型の空間が配置されている。箱の中はツイン、和室、ドミトリーからなる客室に加え、
共有キッチンなどの水回り機能が内包されている。共に露出させた木造架構の中に新たに建築を挿入することで、建築内に
「内と外」をつくる構成をとっている。OMOYAは路地を通って家に帰り着くような「外から内へと入っていく」空間を、
HANAREは家から飛び出して町の広場に集うような「内から外へと出ていく」空間をつくりあげた。そして、それらはアプ
ローチのランドスケープを介して連続する。限られたスペースの中の路地空間が旅人を出迎え、そして見送っていく。
動機 都市、経済 操作手法 建築の大きさ、素材
事例No. 65
しづやKYOTO
寸法体系の変更：入れ
子
既存の架構を用いて新
しい空間
構造部材（木造）
間柱、小屋組：現し
片流れ家型の客室
（OMOYA)
箱型の客室（HANARE)
間仕切り壁：ラワン合板
住宅：住宅
外構（植栽、市電敷石）
情報源 掲載号
事例No. 66
HOME BASE
住宅特集 2017.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201702&pos=12&from=backnumber
http://architecturephoto.net/52749/
関連サイト1
関連サイト2
https://plus-casa.com/work/home-base/
関連サイト3
鳥取県智頭町
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
事務所兼住宅
2016
小林和生＋小林利佳／PLUS CASA
住居
不明
産業
倉庫（資材置場）
転用前 転用後
 敷地は鳥取県南東にある八頭郡智頭町の山奥。集落の角地に建つ建主の父親が営んでいた工務店の建物を、自宅兼
事務所として改修した。もともと資材置き場であった2～3階を事務所兼自宅、1階を資材置き場としている。
これまでは実家に両親と同居していた。しかしライフスタイルや価値観のまるで違う父が建てたその家は、私たち
にとっていつまで経っても暮らしにくく愛着の持てるものではなかった。また事務所と家が離れていたことも不規
則不定休な仕事と家事育児を両立する支障となっていた。さらに、豊かな暮らしを提唱し、人の住空間を考える立
場にありながら、このような現状に甘んじていることを常に後ろめたく感じていたことも事実である。数年にわた
り考えた末、事務所に併設する資材置き場として使っていた倉庫を、私たちの居住スペースにリノベーションする

 事務所兼住宅：住宅
床面積215㎡。最高天井高5ｍ。まずはこのがらんとした空間の温熱環境をいかにして整えるかが課題となる。できる限り身近
に集められるエネルギーを活用したいと考え、夏は川の水を利用して屋根の散水冷却を、冬は燃料として山の木を利用する薪
ストーブを採用した。予算上、外部は一切触れず内部も1つの箱と2枚の壁を配するだけのシンプルな間取りへと収束していっ
た。最小限の要素と単純な構成から生まれる大小の余白。そこに機能を与えることで成立した巨大なワンルーム空間。資材に
埋もれていた真っ暗な倉庫は、四季折々に変化するパノラマの樹林風景と共に過ごす住空間となって生まれ変わった。そして
一年を通し薪づくりに汗をかき、自然と共にある暮らしを実感し、質素でも自分たちのライフスタイルに合った家で子供たち
と暮らすことの豊かさを私たちは今、身をもって体現している。
動機 １、環境 操作手法 建築の大きさ
事例No. 66
HOME BASE
寸法体系の変更：入れ
子
構造部材（S造）
構造部材（木造） 水回りが入る入れ子ボ
リューム：上部はロフト
として利用
LVL ウォール：緩やかな
仕切りと部屋の方向性
住宅：住宅
情報源 掲載号
事例No. 67
HATCHi金沢/ THE SHARE HOTELS
新建築 2016.09
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101609&pos=10&from=backnumber
http://stroog.com/works/works-7090/
関連サイト1
関連サイト2
https://www.thesharehotels.com/hatchi/concept/
関連サイト3
石川県金沢市
http://www.pfkura.co.jp/
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
ホテル
2016
プランニングファクトリー蔵
宿泊
1966
商業
店舗（貸しビル）
転用前 転用後
 各地の老朽化した遊休不動産を活用し、宿泊機能に加えて店舗や飲食店、シェアスペースなどで構成するシェア型
複合ホテル「THE SHARE HOTELS」の第1号となるプロジェクト。築49年、地下1階、地上4階建ての貸しビル
を宿泊施設へとコンバージョンした事例である。街に開かれたシェアスペースを建物内に有し、北陸を盛り上げる
プレイヤーの活動拠点及び旅行者との交流拠点として機能する宿泊施設である。
ここでの「ヒト・モノ・コト」との交流を通じて、北陸の玄関口金沢からその先へと旅行者を誘いたい。「発地
」を意味するホテル名にはそんな思いが込められている。館内各所には北陸が誇る伝統産業の職人と連携したイン
テリア要素を配するなど、地域への気付きを生む工夫を凝らした。

 ホテル：宿泊
豊かな共用スペースを設ける一方で、事業性を担保するために、客室は天井の高さを生かした立体的な構成のドミ
トリーや個室とし、コンパクトながら宿泊定員数を確保している。
動機 周囲創出 操作手法 建築の大きさ、素材、ソフト
事例No. 67
HATCHi金沢/ THE SHARE HOTELS
寸法体系の変更 伝統産業と連携したイ
ンテリアの配置・仕上
げ
街に開かれたシェアス
ペースを建物内に有し、
活動拠点、交流の場とし
ている。
構造部材（RC造）
客室ロフト用の梁・柱
既存のサイン
不要な要素を排し、既
存を活かした外観
間仕切り壁の再編集 プライベートガーデン
（屋上）
ロフト
伝統産業と連携したイ
ンテリアの配置
照明
客室インテリア（ベッ
ト）
宿泊：ホテル
情報源 掲載号
事例No. 68
新建築社　北大路ハウス
新建築 2018.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101802&pos=2&from=new
http://www.hirata-lab.archi.kyoto-u.ac.jp/project/kitaoji/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
京都府京都市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
シェアハウス
2017
平田晃久建築設計事務所/京都大学平田研
住居
不明
住居
住宅
転用前 転用後
 既存の木造住宅を改修した新建築社がオーナーである建築学生のための6戸のシェアハウスである。京都大学平田
晃久研究室が中心となり、他大学の学生を巻き込み実際に自分たちが住まうこと、使っていくことを想定しながら
設計が進められた。最小限の個室と広い共用部分で構成され、共用部分はレクチャーや展覧会などイベントに利用
でき、外部に開かれたスペースとなっている。

 シェアハウス：住宅
個室と共用空間のあり方のスタディの中から浮かび上がった”ふろしき案”を基に、床や壁の一部を取り除き、残っ
た部分に”ふろしき”をかけるように木の造作を挿入して共有空間をつくった。既存建築の立体性を生かした壇上に
広がる空間は、普段は住人の居場所であり、レクチャーなどが行われる公共的な性格も持っている。”ふろしき”は
共有/私的な領域を区切るだけでなく、本棚のシステムを内包した壁、人が思い思いにたまる床として機能する。
既存の壁との間に生まれた小さなスペースが、住人が寝起きをする個室となり、彼らの個性が表にあふれ出す事
で、本棚やたまりの空間は彩られていく。
動機 周囲創出 操作手法 ソフト、建築の大きさ（引く）、素材、時間
事例No. 68
新建築社　北大路ハウス
寸法体系の変更 既存と新設がわかるよ
うに仕上げの変化
住込み始めてからの第
２の設計
大学研究室、学生が主体
となる実験的プロジェク
ト（設計、WS、施工等）
構造部材（木造、一部
RC造）
既存は白塗装
トップライト、ハイサ
イドライト（採光）
グレーチング（採光）
壁・天井等：既存は白
塗装
間仕切り壁の再編集
床：ラワン合板
開口
本棚となる木の造作の
挿入：ラワン合板
住居：シェアハウス
情報源 掲載号
事例No. 69
ミナガワビレッジ
新建築 2018.08
http://minagawa-v.com/
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=101808&pos=8&from=backnumber
関連サイト1
関連サイト2
http://www.saiseikenchiku.co.jp/works/405/
関連サイト3
東京都渋谷区
https://sheage.jp/article/42884
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
事務所兼用住宅＋カフェ＋フリースペース
2017
神本豊秋＋再生建築研究所
複合
1957
住居
共同住宅
転用前 転用後
 敷地の南西側に元オーナーによる手づくりの富士塚（築山）と書庫があり、それを囲むかたちで建てられた4棟の
建物の改修および増築。年月を経て既存不適格状態になっていた建物群の現行法規適合を目指し是正を行った。
1957年に皆川邸として新築され、検査済証未取得のまま４回以上増改築をくり返し、1969年にミナガワビレッ
ジと名付けられた。築山と建築群、緑あふれる庭は周囲の騒音をシャットダウンし、力強く独特の懐かしい雰囲気
を醸し出していた。
強烈な物語性を持った築山と時間軸のある「軸組」に対し、様々な意見を取り入れた既存建物再生のパッチワーク
は、新築では生まれ得ない、豊かなコミュニケーションを生み出す共用部を持つ施設として生まれ変わった。

 事務所兼用住宅：住宅
４棟をオフィス棟、住居棟に分け、４つの事務所兼用住宅からなる長屋と飲食店ぽ、コワーキングスペースが入り
混じるプラニングとした。これらは築山の前に設けたフリースペースを中心に全てのテナントが木製建具１枚で接
し、距離を縮める。
構造補強を行い、外断熱改修を施すことで、新築以上の耐震・環境性能を満たしたまま、内外装ともに下地材の表
が実現している。今後テナントごとの内外装の更新にも応えられるようになっている。
動機 懐古 操作手法 建築の大きさ、ソフト、素材（周囲自然）
事例No. 69
ミナガワビレッジ
寸法体系の変更
減築
増築
複数回の増改築
（共用部とオフィス部は
テナントごとに内外装
の更新）
築山や植栽を保存 １０年間の入居＋運営
管理
木造軸組
既存車庫基礎の再利用
ブレース補強（木材） 外断熱改修 増築（住居棟）
壁・床・屋根等は新設
住宅：事務所兼用住宅
ハイサイドライト・トッ
プライト（採光）
開口位置の再検討
築山・植栽
情報源 掲載号
事例No. 70
延岡の家
住宅特集 2018.02
http://www.japan-architect.co.jp/jp/works/index.php?book_cd=201802&pos=1&from=backnumber
http://schemata.jp/house-in-nobeoka/
関連サイト1
関連サイト2
関連サイト3
宮崎県延岡市
関連サイト4
所在地
具体的個別的 具体的個別的
建築年 改修年
設計者 設計者
大分類 大分類
専用住宅
2017
長坂常/スキーマ建築計画
住居
不明
複合
（店舗＋倉庫）→工場＋住居
転用前 転用後
 宮崎県延岡市の夫婦のための住宅改修計画。既存の建物は、お施主様が小さい頃には住居+工場として使われてい
た。もともと木造の店舗が成長に合わせ鉄骨でスペースが拡張し、その後、鉄骨の倉庫も加わり３棟が連なった。
鉄骨と木造が入り混じった2階建で、建築面積は230m2、延床面積は440m2の建物になった。
「昔に家族やその従業員で使っていた建物の記憶を大事にしたい」という熱い「おもい」を聞き、改修を前提とし
て計画が始まった。

 専用住宅：住宅
面積が余る」という都会ではまず起きない事実に驚きながらも、所々に空洞を残しつつ場を描き、空間を再構成
していった。そして、その空洞は未来への「おもい」として残した。ただ、その空洞は単純に放置すればいいとい
うわけでもなく、修繕と補強を加えつつ費用をかけて未来への「おもい」を込めて残した。ただその「おもい」は
まだまだ具体的ではなく、実験とも言い得る試みである。その空洞、つまり建築の側からでもなく、内装からでも
ないその間にスペースが生まれたからこそ見えてくる、何か起こりそうなこのドキドキさせられるダイナミックな
空間に、ただ無根拠な「おもい」をかけている。
動機 懐古 操作手法 素材、時間、建築の大きさ
事例No. 70
延岡の家
寸法体系の変更 昔の従業員の記憶を大
事にする
鉄骨と木造、ガラスが
入り混じる空間
構造部材（S+木造） 壁・天井：既存現し
間仕切り壁の再編集
ガラス間仕切り
床：フローリング
スケルトンのみの「空洞
」：未来のアクティビティ
はなれ（既存倉庫部）
開口
住居：住居
